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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　キミたちがいる楽園は、多くの犠ぎ牲せいの上に成り立った世界だ。
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『スイッチ姫ひめ、助けにまいりました』

『……おっぱいドラゴン、来てくれると信じていましたわ』

　暗がりの室内──そこでは、特とく撮さつ作品の映像が大きなスクリーンに映し出されていた。実は俺の自室だったりする。俺の部屋にはプロジェクターが備えられていて、ボタンひとつでスクリーンが展開して、そこに映像が映写される。……高校生には過ぎた設備だけど、リアスがこの兵ひよう藤どう家を改築する際に「一応」と設置してくれた。地下一階にあるトレーニングルームにもシアター設備があるんだけどね。今日はその……ムーディな雰ふん囲い気きを味わいたいということで、自室にて映像を楽しんでいた。部屋を暗くして見ている。

　楽しんでいる作品は、「乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン」。版権を持っているグレモリー家には、映像会社から出来上がったばかりの最新話が放送前に到とう着ちやくする。それは俺のもとにも送られてきていて、たまにこうして視し聴ちようしていた。

　……で、誰だれと見ているかというと。

「……映像のなかでもあなたは私を助けに来てくれるのね」

　俺と重なるよう恋こい人びと座りをしているリアスがそうつぶやいた。

　そう、俺はいまリアスと一いつ緒しよに二人きりで「おっぱいドラゴン」を視聴している。

『クリフォト』が攻せめてきてから、本当にプライベートで過ごせる時間が少なくなって、リアスとの交流も最低限の生活面での付き合いだけになってきていた。……い、いや、寝ねるときは一緒だけど、それはもう日常の一部だし、彼女とのプライベートタイムとはまた別というか……。かといって、仕事以外でどっかに遠出するにもいろんなヒトに断りを入れないといけなくなる。赤せき龍りゆう帝ていとグレモリー次期当主という立場は、対『クリフォト』の現状と相まって慌あわただしい。

　そんななか、ようやく手に入れた二人だけの時間。

　……「二人だけの時間」。ああ、なんて甘かん美びな響ひびきなんだ……。いまでは遠えん慮りよなく、普ふ通つうに会話もできるようになってきた。今年一年いろんなことが起きたけど、もうこんな時間をリアスと過ごせるだけで全部帳消しでもいいぐらいの幸せだと思うんだ！

　うれし涙なみだを流す俺だったが、スクリーンで展開する「おっぱいドラゴン」は、スイッチ姫の危機をおっぱいドラゴンが颯さつ爽そうと登場して救うという王道展開。

　リアスが言うように、俺もこんなふうに登場してリアスを助けた。だってはリアス・グレモリーの『兵士ポーン』であり、眷けん属ぞく悪あく魔まであり、そして──。

　ふと、視線を下に向けると──そこにはおっぱいがっ！……いい雰囲気なもんだから、なんていうか、一度目が乳に釘くぎ付づけになってしまうと、目の前の映像どころではなくなってしまい、自然と右手がそちらへ動いてしまう！

　……もう少し、もう少し手を前に出せば、わしづかみできる……。……いやいや、こんないい雰囲気で、特撮番組を見ているのに、そんなことをするわけには……っ！　甘い時間をエロエロタイムにして台無しにすることもあるまい！　リアスだって、いい雰囲気のなかで俺がおっぱいなんて触さわったら、興ざめして怒おこるに決まってる！

　俺は気分を落ち着かせて、手を引こうとした。すると、その手をリアスの手がつかんだ。

　むにゅっと極ごく上じようのやわらかい感かん触しよくが手に伝わってくるっっ！

　リ、リアスが……引こうとした俺の手を自身の胸に寄せたんだ！　しかもはだけたシャツの間から手を入れるように誘ゆう導どうして！　生なま乳ちちの感かん触しよくががががががっ！　俺の手全体が丸い物体に沈しずんでしまい、右手すべてがおっぱいを体感する！　ああ、やわらかすぎるリアスのおっぱい！　体温も伝わってきて、たまらん状態となる。

　突とつ然ぜんのリアスの行動に困こん惑わくしながらも脳内で乳乱らん舞ぶする俺！　そんな俺にリアスは両眼を切なそうに潤うるませながら、つぶやく。

「……止やめないで」

　──っ。……なんてことを言うんだ……っ！　と、止めなくてよかったの!?　お、俺のもみもみはＯＫだったと!?

「い、いいの？」

　俺が胸を高鳴らせながら問うと、「……うん、お願い」とだけ答え、彼女は──覚かく悟ごを決めたような面おも持もちとなる。もう、俺もリアスも「おっぱいドラゴン」からの音声なんて、耳に入ってこない。ただただ、お互たがいの心臓の音しか聞こえていないだろう。

　俺はおっぱいをつかむ右の手に少しだけ力を入れる。俺の手が女によ体たいのやわらかな感触を得ると、同時にリアスも「……あっ」と艶つやのある声を漏もらした。

　……そんな男心を根底から揺ゆるがしてくれる嬌きよう声せいを聞かされたら、俺は……俺は！

　暗がりの部屋で俺と彼女の顔が徐じよ々じよに、近づいていく──。

　全身を高こう揚ようさせて、狼おおかみモードが発動──しかけたとき、室内をけたたましい音が鳴り響く。

　──時間設定をしていた時計からだった。

　それを受けて、俺とリアスは夢から醒さめるように密着していた体をパッと離はなしてしまった！

「…………」

「…………」

　互いに赤面しながら無言となってしまった。

　いつも俺に対して積極的なリアスも、こういう雰囲気が絡からむと乙女おとめすぎる顔を見せてくれた。それがたまらなくかわいくて、愛いとしくて……脳内に何度も保存したくなる！　いや、保存しましたとも！

　少しして、ドアがノックされて、レイヴェルが入室してきた。

「失礼しますわ。イッセーさま、そろそろ次の──」

　暗がりのなかで恋人座りしていた俺たちを視界に捉とらえたレイヴェル。途と端たんに顔を真っ赤にして、謝り出す。

「……も、申し訳ありません！　そ、その……！」

　お邪じや魔ましたと思ってしまったらしい。この娘こはもの凄すごくそのあたりに気を遣つかう。俺とリアスのプライベートタイムもとても大事にしてくれていたので、それの邪魔をしたと勘かん違ちがいしたのだろう。

「あー、いや……まいったな」

　後ろ頭をかく俺は反応に困ってしまった。

　リアスが苦く笑しようしながら息を吐はく。その顔は、先ほど俺に甘えていた面おも影かげはなく、いつもの「部長モード」に戻もどっていた。

「仕方ないわよ。年末なのだし、もうすぐクリスマスなのだから、時間は大切だわ」

　そういうなり俺から離れて──。

「けれど──」

　すぐに戻り、俺の口にちゅっと軽く唇くちびるを重ねた。

「このぐらいなら、いいわよね？」

　ウインクする彼女！　ふ、不意打ちのキスをされちゃいました！　ああ、幸せだ！　これでも十分だよ俺は！……いやいや、ハーレム王を目指す俺がそんなのじゃいけない！　あの続きが出来ればそれにこしたことはない！

　けど──。

「イッセーくん！　リアスさん！」

　部屋に元気に入ってきたのはイリナだった。

「さあ、もうすぐクリスマス大作戦よ！　さっそく、軽く話し合いをしましょう！」

　俺たちは甘い時間を堪たん能のうし尽つくすほどの余よ裕ゆうはなかったりする。

　うーん、冬のイベントが始まります！







　Life.1　クリスマスも悪あく魔まします！







　二学期の終業式の日──。

　体育館での終業あいさつも終えて、教室に戻ってきた俺たち。担任教師が戻ってくるまでの間、俺、松まつ田だ、元もと浜はま、そして女子四人組（アーシア、ゼノヴィア、イリナ、桐生きりゆう）で他愛たわいもない会話をしていた。

「んじゃ、やっぱり、年末年始もイッセーは忙いそがしいのか」

　ため息混じりの松田に俺も平謝りで返すしかなかった。

「わりぃな。やっぱ、部活やらで手が離せそうにないんだ。それに俺たちって、まだ新体制について話し合っているところだからさ。ここで話し合っておかないと、年明け早々大変なことになりそうだし。な、皆みんな？」

　俺が話を合わせるように教会トリオへウインクを送って会話を投げかける。

　アーシアも察してくれたようで、続く。

「は、はい。わ、私たち二年生が中心にならなくてはいけなくなると思いますし、イリナさんも正式に入部という形になりますから」

　そう、アーシアが言うようにイリナはオカ研にこのたび正式に入部することとなった。いままでイリナは生徒を救済するとかいう独自の部活動を立ち上げようとしていたのだが、結局、部員も集まらずじまい。オカ研も卒業生の二人が抜ぬけるということもあって、入ってくれることとなったのだ。

　それにゼノヴィアも生徒会選挙で当選したら、抜けてしまうだろうしな。……まあ、当選するかどうかはこれからの選挙活動にかかってくるだろうけど。

「上の二人が抜けちゃうし、私もいままでお世話になったことだし、もう三年生だしってことで腰こしを据すえようと思うのよね」

　イリナはうんうんとうなずいていた。……ま、ここから例の部活動の部員を集めようにも限界はあるだろうしな。ただでさえ、イリナは全校生徒から「かわいいけど、変な子」として認にん識しきされているので、今後の部員確保も難しいことだっただろう。ある意味、ここいらで腰を据えるというのも正解だ。

　元浜が訊きいてくる。

「新部長と新副部長はまだ決まっていないのか？」

　奴やつの質問にオカ研メンバーはうなずいた。

　そろそろ伝えるとのことなんだが……誰だれが部長で副部長かなんてわからずじまいだった。さて、誰が新部長になるのやら。

　松田はゼノヴィアのほうに視線を向けた。

「俺的にはゼノヴィアちゃんの生徒会選挙立候補のほうが驚おどろきだったぜ。てか、駒く王おう学がく園えん全体が話題騒そう然ぜんとなったしな」

　そう、松田が言うようにすでにゼノヴィアの生徒会選挙立候補は学園中に広まっている。何せ、あのアウロス学園での一件後すぐにゼノヴィアは正式に手を挙げたのだから。学校側もそれを認めて、ゼノヴィアは正式に候補者入りした。

「冬休みから、選挙活動の内容を詰つめていくつもりだ。年明け早々から行動開始しないとね」

　ゼノヴィアは気合いに満ちていた。常に参考書を片手に難しそうな顔になっているからな。

「私も選挙活動を手伝うわよ。ゼノヴィアっちが会長だなんて、チョーおもしろそうじゃん」

　桐生も楽しそうにそう言った。……こいつの場合、友人としての親切と共にゼノヴィア政権の生徒会が本当に学園をおもしろくしそうだという好こう奇き心しんもあるのだろう。俺もゼノヴィア主導の駒王学園なんて想像もつかない。

「やっぱり、イッセーたちはなんだかんだで大変そうだな」

　松田は言いながら息を吐く。

「あーあ、野や郎ろう三人で今年も紳しん士しの観賞会でもして年を越こそうと思ってたんだけどな」

「……ＤＶＤか。そっちは……カンベンかな」

　俺はうんざりしながらそう漏らした。松田は眉まゆをひそめて「なんでだ？」と疑問に感じたようだが……。

　実は、この間、極きわめて珍めずらしい体験をしてしまって、野郎と一いつ緒しよに当分エロＤＶＤを見たくないと身にしみたのだ。

　なぜって？　そりゃ、いきなり、俺の家にヴァーリの奴が現れて、こう言ったんだぜ？

「兵ひよう藤どう一いつ誠せい。アザゼルから言われてきたのだが、性的興奮を覚える映像を見せてもらえないだろうか？」

　って、歴代最強と称しようされる白はく龍りゆう皇こうさまが言ってきたわけだ！　なんで、そんなあいつの性格上あり得ないことを言ってきたかというと、アザゼル先生が起因している。

　なんでも先生はヴァーリに言ったそうだ。

『いいか、ヴァーリ。おまえが理解を超こえた力なんてものを手に入れたいと思うのなら、イッセーからヒントを得てみたらいい。あいつは乳にゆう力パワーと俺が名付けた謎なぞのパワーを手に入れた。もし、魔ま力りよくでもなく、ドラゴンの力でもないパワーを知りたいとしたら、それは同じ二に天てん龍りゆうであるイッセーの生活に意識を向けてみたらどうだ？』

　──と。

　結果、力の探求に余念がないヴァーリは、生き真ま面じ目めに俺のもとを訪おとずれてきたのだ。

　いやいやいや、いくら俺が乳にゆう力パワーとやらを得たとしても、エロＤＶＤを通じてそれをライバルに語れというのは無茶ぶりにもほどがあるって！

　迫はく力りよくを放ちながら、「映像を見せてくれ」と詰め寄るヴァーリを断り切ることができなかった俺は、そのまま野郎二人──いや、二天龍でエロＤＶＤを視し聴ちようすることになってしまったんだぞ!?

　画面の向こうで「いやーん」「あーん」とあえぎ声を出すお姉さんを前に奴は、

「それでこれのどこに注目すればいい？　乳ちちか？　尻しりか？」

　なんてクソ真面目な顔で俺に訊いてきやがった！

　俺も俺で、「えーと、これはナース服でな。こういうのはコスプレって言ってだな。この手のシチュエーションに萌もえる男性がいるわけだ」と懇こん切せつ丁てい寧ねいに語り出してしまったし！　野郎もその説明を聞いて、「ナース服。コスプレ……どうやってドラゴンの力に変へん換かんすればいいんだ？」と真しん剣けんに考え込むしさ！

　そのまま興奮してお互たがいの性せい癖へきを語り出すような青春の猛たけりが二人の間に生まれることなんてなく、淡たん々たんと俺によるエロＤＶＤの解説が朝方まで続いたのだった……。

　……奴は結局「わからんが、兵藤一誠がこれの研究に余念がないのは理解できた。おそらく、勤勉の結果なのだろう。ドラゴンの力はまだ未解明の部分が多いな」と意味不明の自答を得て帰っていった。「また来る」という不ふ穏おんな台詞せりふを残して……っ！

　そんなことがあったせいか、俺は当面野郎だけでエロＤＶＤ観賞会なんて開きたくない気分になってしまった。

　元浜が首を横に振ふりながら言う。

「俺としては、せっかく入手した最新のエロゲー──『絶対聖域の子作りプリンセス』でもプレイしようと思っていたんだが……どうやら役には立てそうにないな」

　──っ。……なん……だと……？

　エロＤＶＤに難色を示した俺も元浜の口にしたエロゲーには食いつく。

「そ、それは、買った人の間でも高評価とかいう、あれか!?」

　話では、流る浪ろうの剣けん士しがとある城に滞たい在ざいすることになり、そこのお姫ひめさまたちと仲良くなってやらしいことをしていくというエッチなゲーム！　しかも徐じよ々じよに盛り上がる謎が謎を呼ぶシナリオ、美び麗れいな女の子たちのビジュアル、設定も秀しゆう逸いつであり、落とすまでの経けい緯いも丁寧かつ感動するとさえ言われている！

「うむ。どうにか、ゲットできてな。最近、妙みようにお姫さま、お嬢じようさまものに熱中しているイッセーなら喜んでくれると思ったのだ」

　そ、それはたまらんな！　元浜の言うように俺は──『お姫さま』『お嬢さま』『お姉さま』という響ひびきに弱くなってしまった。その手のものは、そういうタイトル、ジャンルってだけで興味を引かれてしまう。……リアスと付き合っているから、そうなってしまったのかもしれない……っ！　いや、リアスに夢中になってから、ずっとそんな状態なのだと思う。

　横で聞いていたゼノヴィアが興きよう味み津しん々しんだった。

「……むぅ、エロゲーか。興味深いね」

　イリナも同調する。

「しかも、お姫さまもの！……イッセーくんの趣しゆ味みがわかりそうだわ！」

　もう、女の子に指示されながらエロゲーなんてしたくありません！　お願いだから、静かにひとりでプレイさせてください！

　桐生が目を光らせながら話題を変える。

「それよりももうすぐクリスマスよね」

　うん、今日──終業式が二十日だから、あと数日でクリスマスだな。

　途と端たんにメガネ女子はいやらしい表情となる。

「兵藤、あんた、今年はどんなプレゼントをもらうのかしら？」

　……な、なんだ、そのエロい答えを待つような顔は……。というか、なんか、よからぬことを吹ふき込んだのでは!?　不安になって教会トリオのほうに視線を向けると、目を爛らん々らんと輝かがやかせるゼノヴィアと、顔を真っ赤にしてうつむくアーシアとイリナ！

　ゼノヴィアが俺の肩かたに手を置く。

「うむ、桐生に聞いたぞ。日本のクリスマスは家族ではなく、仲の良い男女が過ごすもので、子作りをするそうじゃないか。しかも、そのまま子供を天から授さずかれるとも聞いた。日本のクリスマスは子供を欲ほつする者にありがたい祭日だね」

　サムズアップして、んなことを口走るんじゃありません！　た、確かに日本はクリスマスにカップルで過ごす者が多い！　だが、それがそのまま子作りに結びつくなんて……いやまあ、結果的に子作りっちゃ子作りなんだろうけど……。

　アーシアとイリナがもじもじしながら言う。

「……日本のクリスマスの習わしに照らすと、イッセーさんへのプレゼントは私自身なんですよね……？　わ、私なんかでよろしければ……っ！」

「……し、しばらく、離はなれているうちに日本のクリスマスも変わってしまって戸と惑まどったけれど、じ、自分自身を与あたえるというのはクリスチャン的に理解できなくもないし、イッセーくんがそうしろと言うなら……プ、プ、プレゼントするしかないと思うし……っ！」

　三人とも盛せい大だいに勘かん違ちがいしてやがるぅっ！　自分自身をプレゼントというのは、そりゃうれしいけど！　で、でも、日本の文化を勘違いしたままというのはダメだろう！

「桐生！　変なこと教えんなって言ってんだろ！」

　俺がそう言うものの、奴はニヤリとスケベな笑えみを浮うかべるだけだった！　おのれ、桐生！　案外、俺にとって一番の天敵はこいつなのかもしれない！　いや、こいつは天敵だ！

　松田と元浜が恨うらめしそうに俺をにらみ、涙なみだながらに叫さけぶ。

「うぅ、イッセーのバカ野郎めっ！　大事なところが腐くさって取れてしまえばいいんだっ！」

「美少女入れ食いか！　そんな聖なる夜が性なる夜になるようなエロゲー展開があるのなら、エロＤＶＤもエロゲーもいらなくなるよなぁぁっ！」

　奴らは肩を組んで、号ごう泣きゆうしながら俺に言い渡わたしてくる！

「「おまえにはエロＤＶＤとエロゲーは貸さんッッ！」」

　……ああ、俺は冬休みの間に『絶対聖域の子作りプリンセス』をプレイできそうもない……。

　こうして、二学期の終業式は終わりを迎むかえる。

　さあ、冬休みに突とつ入にゆうだ！







　──と、終業式が終わったその日の午後に俺たちオカ研メンバーは兵藤家の上階ＶＩＰルームに集まった。

　同じく終業式後の仕事も終えたロスヴァイセさんとアザゼル先生も駆かけつける。それと、この地域一帯の天界スタッフをまとめているシスター・グリゼルダさんも到とう着ちやくした。

　いちおう、集まれるメンバーが顔をそろえたので、イリナが代表して今回の集会の主題を口にする。

「そのようなわけで、クリスマスを通じて、この駒王町の皆みなさんにプレゼントを配るの！」

　そう、俺たち──チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』を中心にした、この駒王町に集まる三大勢力の面々はクリスマスにある企き画かくを立ち上げたのだ。

　リアスが続く。

「この町は三大勢力の和平の象しよう徴ちようであり、重要拠きよ点てんのひとつ。けれど、それ以前にこの町に住む者たちの大事な場所。普ふ段だんからこの地を私たちが利用しているのだから、クリスマスは住民たちをお祝いしましょう」

　イリナもうんうんとうなずいた。

「そうそう！　そこで天界と冥めい界かいがタッグを組んで、この町にいる皆みんなにプレゼントを配るのよ！　そして、配るメンバーが──」

　イリナが俺たちに視線を配る。俺が言った。

「チーム『Ｄ×Ｄ』を中心にした、俺たちってことね」

「その通り！　もちろん、クリスマスらしくサンタクロースの格好で配るわ！」

　──と、まあ、そのような企画を進めているところだ。この町では、今年に入ってからいろんなことが起きた。それこそ、下手すれば町が丸ごと消しよう滅めつしていてもおかしくない事件も頻ひん発ぱつしている。いままではそれらを俺たちが未然に防いできたのだが……知らず知らずのうちに住民の皆さんに多大な迷めい惑わくをかけているのも事実。じゃあ、本ほん拠きよ地ちを他ほかに移せばいいのでは？　となるが、そう簡単にもいかない。一度、設備をここまで展開しては、おいそれと引ひっ越こせる余よ裕ゆうもないし、状じよう況きようでもないからだ。

　ならば、クリスマスぐらい、住民にプレゼントを渡してもいいのではないか？　と、若手を中心に案があがった。むろん、各陣じん営えいのトップは好意的にその意見を採用してくれることになり、資金も全面的に支し援えんしてくれた。俺たちメンバーも日ひ頃ごろから住民の皆さんに迷惑をかけてばかりなのでポケットマネーからもお金を出しあった。これぐらいは当然のことだ。

　プレゼントはそれこそ多種多様。事前にそれとなくリサーチをかけて住民の隅すみ々ずみまで欲ほしいものをリストアップしたかったのだが、残念ながらそのような時間もなく、当たり障さわりのないものだけど、もらうとうれしいものがプレゼントの中心になる。幼女にだったら、児童アニメの魔ま女じよっ子こ変身セット。働くお父さんにはネクタイやマッサージ店のサービス券などだ。あまり大それたプレゼントを贈おくってしまうと、途端に超ちよう常じよう現象として広まりそうなので、先ほどあげた例が無難な線なのだと先生は言っていた。

「ま、都市伝説になるぐらいの内容でいいだろう」

　先生はそう付け加えた。

　さて、この企画を受けて、皆はテンション高めとなっていた。何せ、自分がサンタクロースになってプレゼントを配る側になるなんてそうあることじゃないからねぇ。バイトでサンタの格好をして、店先に立つのともまるで違ちがうわけだし。

　悪あく魔まがサンタの格好をしていいのか？　それ以前にキリスト教の行事であるクリスマスを体験してしまってもいいのか？　そんな疑問もあがるが、「たまにはいいだろう」という意見で一いつ致ちして行動に移すことになっている。ま、本当にたまにはそういうのもいいんじゃないかな。

「うふふ、こちらがサンタのコスチュームですわ」

　朱あけ乃のさんが用意した女性用サンタクロースの衣い装しようのサンプル。赤と白のサンタの衣装そのものだった。それを手に取りながら、ゼノヴィアがイリナに訊きいてくる。

「トナカイとかも準備するのか？」

「トナカイって飛べましたっけ？」

　イリナがシスター・グリゼルダに訊くと「飛べるよう魔ま法ほうをかけます」と答えた。おおっ、じゃあ、ソリを引きながら夜空を飛び回るトナカイの姿が見えるんだな。

「サンタクロースになれるなんて光栄だね」

「でも、サンタさんのお仕事を奪うばってしまいそうで気も引けるわ。これって、業務妨ぼう害がいよね」

　ゼノヴィアもイリナもまるでサンタクロースが実在するかのように談だん笑しようしている。

「いやいや、だいたいサンタクロースなんているわけ──」

　俺がそう言いかけるが、二人はきょとんとした表情で同時に答えた。

「「？　いるけど？」」

　…………。

　ごく当たり前のように返されてしまった。……サンタクロースの正体って、両親でしょ？　物もの凄すごく夢のないことを言っているけど、それが真実だというか……。サンタクロースなんているわけが──。

　俺がリアスに問う。

「……え？　いるの？」

　彼女は笑みを浮かべていた。

「ええ、いちおうね。まあ、その話はまた別の案件になってしまいそうだから、説明は省くわ」

　マジか!?　サンタさんいるの!?　ま、まあ、悪魔や天使がいるんだ、サンタクロースがいてもおかしくない！　でも、十七年間生きてきたけど、一度たりとも会えてない！　プレゼントもらえてない！

「……サンタさんはエロい子のもとにこなかったんですね」

　小こ猫ねこちゃんから痛つう烈れつなツッコミをいただきました！　そうですね！　エロい子供のところになんて来ませんよね！　小学生の頃ころからエッチなＤＶＤやエロ本を欲しがってすみませんでしたぁぁっ！

　心中で懺ざん悔げする俺など気づかずにリアスが会話を続ける。

「クリスマスは悪魔の稼かせぎ時どきでもあるわ。あとでそのあたりのミーティングもするから、眷けん属ぞくは集まってちょうだいね」

『了りよう解かい』

　応じるグレモリー眷属。木き場ばが俺に言う。

「悪魔の仕事的にもクリスマスは忙いそがしいからね」

　毎年、クリスマスの時期は寂さびしく過ごす住民から、依い頼らいが多く届くのだそうだ。それもいつもの何倍、十数倍にも及およぶほどの依頼が舞い込んでくるという。クリスマスに悪魔を召しよう喚かんというのも罰ばち当あたりなものを感じるが、悪魔を呼びたいほど、ヒマか、寂しいのだと思う。俺もよくわかる！　本当ならクリスマスは恋こい人びとと過ごしてみたいよね！

「せっかく、この日を空けてくれていたお客さんのもとには赴おもむかないといけないわ」

　リアスがそう言う。……うん、リアスと過ごしたかったけど、この分だと今年はお預けっぽいな。クリスマスのプレゼント企画や悪魔のお仕事だけで忙ぼう殺さつされそうだもん。

　俺は木場に言う。

「おまえもお姉さんたちにお呼ばれしそうだもんな。なんだ、自じ慢まんの手料理でも振ふる舞うつもりか？」

「去年はその手の依頼が多かったよ。……けど、今年ぐらいは友人と過ごしてみるのもいいかなって思っていたんだけどね」

　途と端たんに瞳ひとみを潤うるませる木場。頬ほおを赤く染めながらこう言い放ちやがった！

「ケーキを作る予定なんだ。……イッセーくんにも食べてほしいかな」

　なぜにそのようなことを俺に!?　イケメンが乙女おとめな顔をするんじゃありません！

「そういうのは女の子に言えっていつも言ってんだろう!?　よーし、俺は真しん羅ら副会長に木場を誘さそうよう連れん絡らくしちゃうからな！」

　俺は先日メアド交こう換かんしたばかりの真羅副会長に木場の件についてメールを送る！

『木場がケーキを作るそうなので、ひとついかがですか？』と無難なメールを送ってやらぁっ！　それを聞いて焦あせる木場！

「ど、どうしてそこで真羅副会長が出てくるんだい？　最近、イッセーくんはやたらと副会長と僕を会わせようとしているよね？」

　俺はこいつを健全な方向に歩ませなければならんのだ！　このままじゃ、こいつは変な道に入りそうで怖こわいんだよ！　それに女性がそばにいたほうが、無茶をしなくなるようにも思えてさ。こいつは……俺以上に無理なことをやろうとする。グラムしかり、戦せん闘とう面でも危険覚かく悟ごの博打ばくちを仕し掛かけようとする。結果的にこいつのテクニカルな才能が作用して成功するが……それにしたって、いつかは厳しい状況に直面してしまうかもしれないだろう。

　……真っ正面から考えもなしに突つっ込こむ俺が言うのもなんだけどな。それでも、ダチが決死の覚悟の末に散る姿なんて、見たくはないんだよ。そういう意味で、こいつを支えてくれる存在は必要になるだろう。それはやはり女性がいい。男が安心して戻もどってこられる港は女性なんだと思うんだ。リアスとお付き合いするようになってから俺が痛感していることのひとつがそれだしな。リアスのもとに必ず生きて戻りたいって思えるからこそ、俺は生き残る打開策を模も索さくするようになったのだから。

　そのようなわけで、木場と真羅副会長をくっつけようと俺（とソーナ会長やシトリー女性陣じんも協力的）は工作中なのです。いまだ実は結ばずだけどね。

「そういえば、シトリー側は今回ギリギリまで話し合いに出られないんでしたっけ？」

　俺が先生に訊く。ソーナ会長たちもクリスマス企き画かくに参加する旨むねを伝えてきてくれたのだが、どうにも都合がつかずに話し合いには参加できそうもなかった。あちらはぶっつけ本番となりそうだ。

「ああ、アウロスの修復、修しゆう繕ぜん中だからな。魔ま力りよくで形は直せても、事件が起きてしまえばそれに対する備えも必要となる。あそこは一から改装案を練り直しているよ」

　クリフォトの襲しゆう来らいによって、半はん壊かいしてしまったアウロス学園。田舎いなか町そのものも備えの見直しが必要となって、現在兵士が駐ちゆう屯とんして警備している。あのあと、例のテロ対策用の術式防ぼう壁へきも改めて張はり巡めぐらされたので、以前より強固にはなったのだが……。相手が相手なので、仕掛けられたらどうなるかわかったものじゃない。ま、あいつらもすぐさま再び襲おそってくるってことはしないだろうけど。アグレアスからはじき出されてしまった浮ふ遊ゆう島の住民の一部も受け入れることになったそうだ。

　あんなことはあったが、実は学園の体験入学募ぼ集しゆうは以前よりも応おう募ぼが殺さつ到とうしたという。すでに予約で数年待ちの状態というから、あの事件がどれほど冥界に影響を与えたかを如によ実じつに表している。

「あの事件は冥めい界かいに大々的に報道されたからな。『若手悪魔、テロリスト集団を相手に大活かつ躍やく。夢と希望の学園を死守！』、こんな見出しの新聞や報道が世間を巡れば、否いや応おうにも注目を集める。特に転生悪魔であるおまえたちや、魔力に乏とぼしいサイラオーグが伝説の邪じや龍りゆうを相手に大暴れだ。下級、中級悪魔にとっちゃ、英えい雄ゆう譚たんにも等しい」

　先生が言うように、あの戦いを生き残り、生なまの戦闘を目まの当たりにした子供のお父さんたちは、その光景をメディアの取材に向けて興奮しながら語ったのだ。それを見た冥界全土の視し聴ちよう者から、関心を一挙に集めて、アウロス学園の知名度は知らぬ者がいない状態となった。そのため、メディアの取材や応募の対応に追われていて、シトリー眷属はここに顔を出せない。

　……その反面、アグレアスを奪うばわれたことでの批判も大きい。特にレーティングゲームの聖地を奪だつ取しゆされただけにゲームのファンやプレイヤーの貴族たちからは辛からめのコメントが寄せられている。あと、奪われたアグレアスの正体について、冥界メディアも連日あーだこーだと論争を生みだし、先ほどのアウロス攻こう防ぼう戦せんと相まって、悪あく魔またちは希望と共に不安も抱いだいている状態だ。

　……ま、俺たちも同様かな。アグレアスの正体については事情を知るという魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブさまからいまだ連絡が届いていないのだから。あれの正体しだいで大変なことになりそうな予感を覚えてならないんだが……。

　かといって、そればかりを気にしていても一向に前に進めない。なので、今回のクリスマス企画はいい転機となる。テロ対策のチームだけど、こういう誰だれかのためにサプライズを用意するってのもいい活動だと思うんだよね。

　匙さじとも早く模も擬ぎ戦がしたいもんだ。まだあいつは禁手バランス・ブレイカーになったばかりで、調整不足だという。でも、一度、どんな能力か肌はだで感じたいところはある。やはり、同じドラゴンの鎧よろいタイプだからだろうか。

　ふと先生が苦笑いしながら言う。

「働きもんだよな、おまえらは。体張ったり、学校行ったり、今回みたいな企画に参加したり、その上で己おのれの仕事もきちんとこなす。若手ながら、俺は大したもんだと賛辞を送っちまうよ」

　先生が言うようにいろいろやっているよな、俺たち。でも、力のある者はその力をもって他者のために体を張らなきゃならない。やっぱ、俺はそう思うんだよね。……何もせずに誰かが傷つくのは……嫌いやだからな。

　その後、企画についてのミーティングをおこない、当日の衣装合わせとなった。女性陣を中心にキャッキャッと楽しげにサンタの衣装への意見を出し合っていた。

　ふいに先生が、書類に目を通していたリアスに問う。

「リアス、グレイフィアはどうだ？」

　義あ姉ねのことを問われて、彼女は目を細める。

「……なんとも言えない状じよう況きようみたいね」

　現在、グレイフィアさんは反逆者であり実じつ弟ていでもあるユーグリット・ルキフグスの尋じん問もんをおこなっている。実の姉が直じき々じきというのは、いささか出来すぎではあるが、それはユーグリット自身が尋問者を指名したからだ。──姉のグレイフィアさんがいいと。

　……ったく、大したシスコンだよ。捕つかまってから憧あこがれのお姉さまとトークタイムだなんてよ。あいつにしてみたら、俺たちに負けて万ばん々ばん歳ざいだったって側面もあるのだろうか？

　むろん、冥界の軍部もユーグリットの申し出に難色を示したが、上──サーゼクスさまがお許しになったおかげで、姉弟きようだいでの尋問が叶かなった。

「本人はとてもご機き嫌げんだと聞いたわ。よほど、姉とのお話が楽しいのでしょうね。けれど、お義ね姉えさまの尋問は実の弟にするとは思えない苛か烈れつなものだと聞いたわ」

　リアスは語ってくれた。ここでグレイフィアさんが弟に情けを持てば、それは「前ルシファーの右みぎ腕うでであるルキフグスは冥界に謀む反ほんを企くわだてている」と疑いの眼まな差ざしを向ける上うわ役やくを触発するようなものであり、一いつ切さいの情を持たずに接するのが魔王と現政府への忠誠となるのだと。

　……実際は、本当に弟へ慈じ悲ひのひとつもなく、厳しく尋問しているそうだが……。あのグレイフィアさんを怒おこらせてただで済むはずもないよな。怖い怖い……。

　先生が続く。

「グレイフィアにぽつぽつと話し始めたという情報では、新生『禍の団カオス・ブリゲード』──クリフォトは隠かくれ家ががいくつもあるそうでな。すでにそこへ各勢力、エージェントを送り込んでいる。もうそろそろ本格的に奇き襲しゆうが始まるだろうな。俺も先ほどシェムハザから『殲せん滅めつ』の命を現地に出したと報告をもらった」

　……ユーグリットは姉にアジトを語り出している。グレイフィアさんの尋問が効いたのか、それとも奴やつに企たくらみがあっての自白か。その辺はまだわからない。……どちらもありそうだ。

　そういえば、奴の持っていた偽にせ赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアは、すでに壊こわれていたという。先生が言うには、おそらく、ユーグリットがやられると自動で崩ほう壊かいするようにプログラミングされていたのだろうと。塵ちりすら残さず消えたそうだ。

　俺が先生に言う。

「リゼヴィムがこれで捕まる、なんてことはないですよね」

「当たり前だ。隠れ家にいるのは、末まつ端たんの兵隊や協力している魔ま法ほう使つかいの連中がいいところだろう。すでに本隊はアグレアスに移っているはずだ。そして、そのアグレアスが現在行方ゆくえ知れずだからな……」

　……いまのアジトはあの浮遊島ってか。まあ、都市丸々あるわけだから、相当な隠れ家となるよな。搭とう載さいしていたであろう食料や機材、兵器の類たぐいだけでも相当な数用意されていただろうし。そのまま利用されていたとしたら、相手にするのは厄やつ介かいすぎる。

「あれだけ大きな浮うき島しまが、どこに行ったんですかね」

　俺が先生に問うと先生はあごに手をやった。

「擬ぎ態たいでもして風景に融とけ込ませているんじゃないか。もちろん、俺たちの索さく敵てきに引っかからない仕様で術式をかけてな」

　擬態、か。案外、空に融とけ込んでこの町の上空にいるなんてことは……さすがにないか。てか、人間界に丸ごと転移できるのかもまだわからないしな。いや、それぐらい奴らならやってのける。

「アグレアスの詳しよう細さいを知っているアジュカとその眷けん属ぞくなんだが、なかなか連絡が取れないそうでな。話ではあっちもあっちでろくでもない連中に絡からまれてて大変なんだそうだ」

　魔王ベルゼブブさまも敵が多いということか。ゲームを運営しているだけじゃないんだろうなぁ……。

「……先生、アグレアスのこと、なんとなく気づいたことがあるんじゃないですか？」

　俺が訊きくと先生はにんまりと笑んだ。あ、これは何かを察知しているときの顔だ。

「……まあな。だが、いま話したところで埒らちがあかない。正式にアジュカの報告を受けたのち、俺の推察も語ってやるよ」

　……あの浮遊島、何があるのやら。

　──と、グリゼルダさんが時計を確かく認にんしたあとに皆みんなに言った。

「まずはこのあと、一度皆みなさんを天界へお連れ致いたします。そこで、企画の中身──プレゼントの確認と、ミカエルさまから年を明ける前のごあいさつをいただける予定です」

　──っ！　来た来た来た！　ついに天界入りだ！　悪魔が天界に行く──そんなあり得ないことが許される！　いやー、三大勢力の和平様々だ！　気になってんだよな。冥界はあんな感じだったから、じゃあ、天使が住むという天界はどうなっているのか？　すごくすごーく気になっていた！　お空の上にはどんな世界があるのか！

「んじゃ、ミカエルによろしくな」

　先生は手を振ふるだけでついて来る気配はなかった。

「アザゼル先生は天界行かないんですか？──と、この場合、戻らないんですかって訊いたほうが正確なんでしょうか」

　先生は息を吐はく。

「今いま更さら戻もどれると思うか？　ま、むかしの研究施し設せつを始末させてもらえるなら、行ってもいいけどよ。ま、企画には協力するんで、あとのことは若いおまえらに任せる」

　先生はそれだけを言い残して、この場をあとにした。

「さて、地下の魔ま方ほう陣じんから天界に行くわよ！」

　リアスの号令のもと、俺たちは兵藤家地下へ移動することに──。

　さあ、天界入りだ！







　地下の転移室に描えがかれたのは、いつもの悪魔文字で展開する転移型魔方陣ではない。

　イリナとシスター・グリゼルダが、お祈いのりポーズで呪じゆ文もんのような聖書の一節のようなものを口にしていく。……うーん、俺を含ふくめて悪魔のメンツが頭を重そうにしているのを見ると、聖書の一節なんだろうな……。

　いちおう、天界でも行動できるよう事前に『Ｄ×Ｄ』メンバー限定の輪っかをいただく。頭上に輪っかをかざすと──浮ういて光りだした。おおっ、天使になった気分だ！

　これで天界で天使以外の種族が動いても、神さまの遺のこした『システム』にさほど影響を与あたえなくなる。神さまの不在を知っていたり、『システム』に悪あく影えい響きようを出しそうな事情を抱かかえた者が天界の門を素す通どおりしてしまうと、何かと面めん倒どう事が起こりかねないそうだからね。輪っかを通すことで、それを限りなく薄うすめることができる。

　輪っかには俺たちの細かなＩＤやらが登録してあって、唯ゆい一いつ無二なんだそうだ。なくさないようにしなければ……。

　こんなふうに技術革新できたのも、グリゴリや悪魔側の技術提供があったからこそ。和平がなかったら、俺たちが天界入りしても大だい丈じよう夫ぶなアイテムなんて生まれなかっただろう。もっと言えば、アーシアのように不幸な目に遭あう者も今後は少なくなっていくということも示し唆さしている。……うん、あんな悲劇を繰くり返かえしちゃダメだ。

　この輪っかを着けて喜んでいるのは──アーシアとゼノヴィアだった。

「アーシア！　て、天使になった気分だ！」

「はい！　とても光栄です！」

　ああ、生きつ粋すいの信徒である二人は天使に憧れているので、輪っかの装着は願ったり叶ったりなんだろうな。めっちゃ、顔を輝かがやかせているし。

　イリナが二人に言う。

「じゃあ、天界に入る前に記念として三人でお祈りしましょう！」

「はい！」

「ああ！」

　三人いつものお祈りポーズが決まる！　頭上に輪っかを載のせながら！

「「「ああ、主しゆよ！」」」

　天使のアーシアか。それはとても似合っているんだろうな……っ！　想像するだけで顔がにやけてしまう。

　……しかし、『Ｄ×Ｄ』が天界に入っても大丈夫な道具か。それって、天界で何か起こったとき、俺たちがすんなり行けるように前もって計らったということだよな。……天界も攻せめ込まれる可能性を憂ゆう慮りよしているということだ。

　そんなことを思し慮りよしているうちに、転移室に巨きよ大だいな両開きの扉とびらが現れる。白はく亜あで出来ていそうな見事な門構えだ。扉が音を立てて開いていく。

「さあ、どうぞ」

　シスター・グリゼルダが俺たちに門を潜くぐるよう促うながしてくれる。一足早くイリナが中に入っていった。

「ほらほら！　皆も早く！　これ、上までいく天使用のエレベーターなの！　遠えん慮りよなく入ってちょうだい！」

　テンション高めのイリナ。今回のクリスマス企き画かく、誰だれよりも気合い十分に臨のぞもうとしているもんな。町の皆に天使として奉ほう仕しできるのが何よりもうれしそうで、誇ほこりを抱いだいている様子だ。

　俺たちも天界へのエレベーターだという門を潜ると、白い空間に飛び出した。すると、足あし下もとに金色の紋もん様ようが輝きだしていく！

　ふいに訪おとずれる浮ふ遊ゆう感かん！　体全体が上空に勢いよく放ほうり投げられたかのような感覚を得る！

　刹せつ那な、周囲の風景が一変して、神こう々ごうしい光が俺たちに照らされる。周りを見み渡わたすと──そこは雲の上！　見上げれば、白く輝く広大な天上！　そして、前方には巨大な門が現れていた！

　……俺たち、一いつ瞬しゆんで兵藤家の地下から飛ばされてきた？　足下の紋様が輝きだしたと同時に一気にここへエレベーターで上がってきたということなのだろう。

　呆あつ気けに取られている俺やアーシアに比べてリアスや朱乃さんは落ち着いたものだった。

　驚おどろく間もなく、巨大な門が開いていく！

　シスター・グリゼルダとイリナが開かれていく門を背に俺たちへ言った。

「「ようこそ、天界へ」」







　巨大な門──天界の前門を潜ると、そこにあったのは石いし畳だたみの白い道、ずらりと並ぶ石造りの建物、空にも浮かぶ建造物、行き交かう純白の翼つばさを持った天使たち！　なんていうか、まぶしい！　空が白く輝いているのもあるが、天使や建物、いま俺たちが歩いている道すらも光っているように感じてならない！

　道には塵ひとつ落ちていない。すれ違ちがう天使が珍めずらしそうに俺たちへ視線を送るが、正体に気づく者もいれば、気づかない者もいるって具合だ。

　先導するシスター・グリゼルダが説明をくれる。

「天界は全部で七層あります。ここは第一層──第一天と呼ばれるところです。最上部の第七天は神の住まう場所とされていました。いまは神の奇き跡せきを司つかさどる『システム』だけが存在しております。神器セイクリツド・ギアの『システム』もそこにあります」

　それは事前にもイリナから聞いていたな。第一天って、天使が働いているところで、最前線基地のようなものなんだよな。イリナやシスター・グリゼルダも基本的にここに勤務している。一時帰き還かんするときもここに戻もどるのだろう。

　イリナが空に浮かぶ建物（雲の上に建ってる！）を指さして言う。

「あ！　あの建物！　あそこがミカエルさまの『御使いブレイブ・セイント』が集つどう場所なの！　私もよく顔を出すわ！」

　へー、空に浮かぶ建物が職場だなんてシャレているな。

　イリナは続けて説明してくれる。真上を指さした。

「ミカエルさまやセラフの方々は第六天にいらっしゃるわ。天界の本部がそこなの。まあ、私を含む末まつ端たんの天使なんかはここ──第一天にある最前線基地に行くことが主おもだけどね」

　ミカエルさんは第六天か。つーと、俺たちが向かう場所もそこか。

　リアスが興味深そうに辺りに視線を向けながら言う。

「むかしと大分階層の構造は変わっていると聞いているけれど」

「アザゼル先生──グリゴリは堕だ天てん前、確か第五天にいたはずだ」

　ゼノヴィアがそう続く。シスター・グリゼルダがうなずいた。

「ええ、天使だった頃ころのグリゴリメンバーがいた第五天は、一時的に彼らの収容所だったとも言われていますね。現在は研究機関の多い階層となっております。『御使いブレイブ・セイント』のカードもそこで製造されました」

　へー、先生がいたところは『御使いブレイブ・セイント』のカードを製造する研究所があるのか。なんだか、縁えんを感じてしまうね。

　そのまま、歩きながら観光めいた気分で見つつも俺たちは上層階に上がるためのエレベーターのもとにたどり着く。警護の天使による厳重なチェックと、幾いく重えもの厚い扉を越えて俺たちは先ほど体験したエレベーターでさらに上へと上がっていく。

　上がるたびに巨大な門が現れて、そこを抜ぬけて先に進んだ。面倒かもしれないが、これも天界の守りを厳重にするためだ。階層ごとに巨大な門とチェックがあるそうだから、上層に上がるためには相当な資格を得ていないといけないんだろうな。

　第二天や第三天などの様子は見ることができなかった。第一天と違い、門をくぐるとすぐにエレベーターのほうへ移動してしまうからだ。

　様子をうかがえなかった俺たちにシスターは説明してくれる。

「一いつ般ぱん的な天国と呼べる場所は第三天に存在します。一番広い階層です。広大すぎて、端はしがどこにあるのかわからないとさえ言われています。申し訳ないのですが、悪あく魔まがそこに行くと信徒の魂たましいが騒さわぎそうなので、今回の見学は遠慮していただく方向です」

　天国は第三天か。もう、第四天まで上がってきてしまった。天国を通り過ぎてきたというと、なんだか、変な感じだ。しかも俺たち悪魔だし。天国を越えてきた悪魔──フレーズだけは妙みように格好良く思えるが、実際にはその天国を見ていないという。ここに行き着いた魂が安らぎの地で、悪魔になんかと出くわしたくないよな。

　まあ、天国って神話体系の数だけ存在するそうなんで、ここは「キリスト教圏けん」の天国ってことになるのかな。天界も「聖書の神」に仕えた天使の住処すみかってことだもんね。

「第四天は別名エデンの園。アダムとイヴのお話が有名よね」

　イリナがそう教えてくれる。エデンの園！　やっぱ楽園めいた様相なのかね。見たいところだけど、俺たちはここも通り過ぎて、上へと上がる。

　第五天は本当に研究所らしき建物が多いところだ。人間界の近代的な建造物に似た建物もあったりして、逆に新しん鮮せんだった。ここに先生の元職場があったと思うと興味が惹ひかれるが……俺たちの目的地はこの上だ。

　第六天に続くエレベーターに入ったときだった。シスターが思いだしたかのように付け加えた。

「天界のルールなのですが……人間界や冥めい界かいほど、俗ぞく世せのものに強くはありません」

　人差し指を一本立てるとこう述べる。

「つまり、邪よこしまなものに酷ひどく脃もろいのです」

　まあ、天使だしな。悪意を持つことは禁止だろうし。イリナもたまにエロ以外で翼を白黒点てん滅めつさせている。「こんなことで堕天しかけるのか！」って驚くこともあるほどだ。

「……要するにイッセー先せん輩ぱいはエロエロなことを謹つつしまないといけないということです」

　小猫ちゃんの鋭するどい一言に俺は返す言葉もございません！

「はい！　エロエロな思考はなるべくしないように心がけます！」

　さすがに天界でエッチなことなんてできるはずもないし！

　第六天に上がると、一ひと際きわ大きい門と壁かべが現れる！　もう見渡す限り壁で、門も百メートル以上はありそうなほどにデカい！　その巨大すぎる門がゆっくりと開いていき、俺たちはそこを通り抜ける。……門が壁とも思えてしまうほどぶ厚い！　これを破は壊かいできるとしたら、そりゃ神クラスの者でもないと無理だろうな。さすがに俺でもこれを貫かん通つうさせる技わざなんて持ってない。クリムゾンブラスターでもこの門を破るのは無理なんじゃないか。そう思えてしまうほどの厚みが、第六天の門にはあった。

　門を通ると、先に見えたのは──金色に輝く光輪を背にした神しん殿でんのような建物。

　しかも目にするだけで御ご利り益やくがありそうなほど、聖なる波動を建物全体が放ち続けている！　もう、悪魔なら見ているだけでダメージを受けて滅ほろんでもおかしくないほどの光量だ！　いや、俺たち、あれを見ても生きているけどさ！　それほどまでに神々しく、雄ゆう大だいな佇たたずまいだった。

　シスターが建物に続く道を歩いている最さ中なかに説明をしてくれた。

「あそこがセラフの方々が住まわれている現天界の中ちゆう枢すう機関──『ゼブル』です。建物のことも私たちはそう呼んでおります。ここより上の階層──最上層たる第七天はセラフ以外立ち入りが禁止なのです。ですから、基本的に私たちが足を踏ふみ入れられるのもここまでとなっています」

　──『ゼブル』。

　それがミカエルさんたちが住む天界の中枢！　そこに足を踏み入れるなんて……っ！　思えば、俺って冥界の魔ま王おうさまの職場を見学しに行ったこともなかったのに、いきなり天界のこんなところにまで入ってこられるなんてな。

　──と、思っていたら、シスターとイリナは途と中ちゆうの道を曲がって『ゼブル』に続く正面の道から外れていく。

「実は、現在『ゼブル』は内装工事中でして、セラフの方々はそれぞれ別のところに行かれているのです。ミカエルさまはこちらにお待ちなのですよ」

　シスターがそう言いながら、前を進む。

　あの建物、工事中なのか。……テロに備えて内部の強化をしていたり？

　さらに進むこと数分、そこは中庭らしく、多種多様彩いろどり鮮あざやかな草花が咲さき誇り、水が流れていたりして、庭園のようになっていた。

　テラスとなっている小屋のテーブルにそのお方の姿を捉とらえる。こちらを確かく認にんするなり、立ち上がって柔にゆう和わな笑えみを見せてくださった。

「これは皆みなさん。お久しぶりです」

　金色の翼を持った美男子──ミカエルさん！　天界のトップ！　伝説の天使長さま！　間近でお会いするのは、三大勢力の運動会以来だろうか。

「お久しぶりです、ミカエルさま。このたびはご招待いただきまして、まことにありがとうございます」

　リアスをはじめ、オカ研メンバーも丁てい寧ねいなあいさつをした。失礼のないようにしなければ！　俺たちはいちおう悪魔の代表としてこんな空の上の大事なところにまで招待してもらっているのだから。

　テーブルに促うながされて、皆みんなが着席していくなかでミカエルさんが俺たちに問われる。

「どうですか、天界は？」

「なんだか、神々しいというか……」

　俺の正直な感想だった。

「素敵なところですわ。人間の魂が死後ここに運ばれてくるというのなら、それはまさに楽園なのでしょうね」

　リアスがそう漏もらす。彼女も上へあがるにつれて珍しそうに天界の風景に視線を配らせていた。

「まあ、亡なくなった方かたの大半は地じ獄ごくに行ってしまわれるのですけどね」

　などと、天界ジョークをくださるミカエルさん！　笑っていいのかさえ困っちゃうよ！

「あまりかしこまらないでください。何もないところではありますが……ゆっくりとしていってください」

　ミカエルさんが手をあげると天使の女性（めっちゃかわいい！）が俺たちにお茶を淹いれてくれる。天界で天使と悪魔がお茶会ってのもそう体験できることじゃないよな。

「改めて、今年一年、本当にお疲つかれさまでした。──激動の一年でしたね。しかし、あなた方がいなければ、いまの天界、冥界が無かったのも事実。このように天界で悪魔とお茶ができるなど、一年前は想像もできませんでした。これも、あなた方、次代を担になう若者たちが命がけで戦ってくださったおかげです。ありがとうございます」

　天使長に労ねぎらいのお言葉をいただけるなんて、光栄だ！

「ゼノヴィアは以前ここにいらしたことがありましたね」

「はい、ミカエルさま。英えい雄ゆう派の首しゆ魁かいにデュランダルを破壊されたとき、ここへ修復しにまいりました」

　教会が所有する伝説のアイテムのうち、人間界でも取とり扱あつかえそうにないものは、この天界で保管及および修復をおこなっているそうだ。ゼノヴィアが持つ、エクスカリバーとデュランダルの合体聖せい剣けんは戦せん闘とうが起こるたびにここに送られてメンテナンスを受けていたりした。午前にここへ送って午後に手元に返ってくる、なんてことはたまに目にする光景だ。まだまだ伝説の聖剣同士の融ゆう合ごうは研究段階であり、天界側もいろいろと調べたいことが多いのだろう。

　その後、クリスマス企き画かくのプレゼントについて、ミカエルさんから内容の一覧表を見せてもらい、皆で意見を出し合ってどう配っていくか詰つめていった。

「そろそろ現地に今回の企画立案者が到とう着ちやくするはずです。あとはその方と最終的な打ち合わせをしていただければ問題ないかと。皆さんもお忙いそがしいでしょうし、早々と企画の内容を確認して、各おの々おのの持ち場に戻もどっていただいたほうがいいでしょう」

　ミカエルさんはそう述べて、クリスマス企画の話し合いを締しめた。

　そっか、人間界──駒王町に戻れば企画を立ち上げたヒトが来る頃なのね。

　クリスマスの企画を確認後、俺たちはひとつの丸い物体を取り出した。

「それとこれは──グレンデルの魂たましいを封じた宝ほう玉ぎよくです」

　俺が言うように、その宝玉はアウロス学園防衛戦の際に倒したグレンデルの魂が封じられたものだ。仲間の提案で天界にて、解析及び保管してもらうことになった。

　邪じや龍りゆうはとてもしつこい。この宝玉に封じても、いずれ意識が外に漏もれるかもしれない。それならこの手のものの対処に秀でている天界に任せたほうがいいとアザゼル先生からも薦められた。

　ミカエルさんは受け取ったあと、言う。

「これの解析と保管、グリゴリとも協力しながらおこなってみましょう」

　よし、この件はこれでとりあえず安全だろう。

　ミカエルさんとの打ち合わせも終わり、和なごやかな雰ふん囲い気きでお茶会を続けているなか、こちらに声がかかる。

「ミカエルさまぁ」

　若じやつ干かん間延びした女性の声こわ音ね。視線を向ければ──ウェーブのかかったブロンド、おっとりとしてそうな柔和な笑みを浮うかべた美女の姿！　背中の翼つばさの枚数もミカエルさんに並ぶほどだ。サンタクロースのコスチュームでの登場だった！

「おや、ガブリエル」

「ガブリエルさま」

　ミカエルさんとシスター・グリゼルダがその美女の名を呼んだ。

　そう、そのお方こそ、天界一の美女！　四大セラフのガブリエルさん！　やっぱり、美女すぎてまぶしい！　何よりもそんなに肌はだ色いろ成分の多くないサンタコスを着ているにもかかわらずグラマーな肢し体たいがわかってしまう！　ああ、魅み惑わく的なほど大きなおっぱい！　きっとあのおっぱいは慈じ悲ひとご利り益やくに満ちているに違ちがいないよっ！

「あら～、グリゼルダちゃんに皆さまも。特に皆さまとは例の運動会ぶりですね。ごきげんよう」

　こちらに気づいたガブリエルさんは、丁寧なあいさつをくださる。頭を下げた瞬しゆん間かん、豊満に実ったおっぱいがぶるるんと揺ゆれた！　心なしか、おっぱいが輝かがやいて見える！

　やはり、セラフのお乳ともなると、聖なる力に満ちているのだろう。そんな気がしてならない！

　刹せつ那な、俺の体を覆おおうように幾いく重えもの天使文字で描えがかれた陣じんが出現する！　魔ま方ほう陣じんではない。天使が使う結界のようなものだろう。

「──っ!?　な、なんだ!?　急に結界らしきものが!?」

　俺は突とつ然ぜんの結界に驚おどろくが、ミカエルさんが苦笑いされる。

「すみません。それは天界に必要以上の煩ぼん悩のうが発生すると自動で展開する──いわば堕だ天てん防止装置です。本来、煩悩が高まった天使を抑よく制せいするために発動するものなのですが……赤せき龍りゆう帝ていにも発動してしまったのですね」

　堕天防止ですか！　俺の煩悩に反応して、それが発動してしまったと！　俺、天使だったら、堕天の危機だったってこと？

「……イッセー先輩、ガブリエルさまの胸むな元もとをいやらしい目つきで見ていました」

　小猫ちゃんからまたしても鋭いツッコミをいただきました！　はい！　俺はガブリエルさんのおっぱいが気になって気になって仕方なかったんです！

　とうのガブリエルさんは気にする様子を微み塵じんも見せず、逆に俺に微笑ほほえみを見せてくれた。

「あら～、悪あく魔まさんはエッチなのですね。いけませんよ？　めっ♪」

　人差し指で額を小こ突づかれた。……あぁ、なんて、かわいい罰ばつを与あたえてくださる方なんだ！

　感動する俺だったが、さらに結界が増して警報音らしきものまで鳴なり響ひびき出した！

「さらに警報が強まったような……」

　アーシアもこの反応に困こん惑わくしていた。

「……もうイッセー、静まりなさい」

　リアスも呆あきれている様子だった。

　す、すみません！　恥はずかしいところをお見せして！　なんだか、ガブリエルさんのおっぱいは俺のなかの何かを激しく揺さぶったんです！　なんだろう、こんな気持ちは久しぶりだった！　それほど、神こう々ごうしく思えた乳だったのですよ！

「おんや～、イッセーどんたちじゃないか」

　聞き覚えのある声に振ふり返かえると──そこにはジョーカー・デュリオの姿があった。にんまりしながら、こちらに到着する。

「デュリオ、散歩は終わったのですか？」

　ミカエルさんの問いにデュリオも頭を下げる。

「あ、どうも、すみません。こんな時期に気分転てん換かんの時間なんていただきまして……」

「こんなときだからこそ、必要な休息もあるでしょう。それにデュリオもクリスマスのプレゼント配りを手伝ってくれるのですよね？」

「はい、それはもちろん。プレゼントを配るのは得意ですからねぇ」

　おおっ、姿を見せないから、参加しないのかなと思っていたが、デュリオもクリスマス企画に参加なのか。

　──と、一転してシスター・グリゼルダがミカエルさんに進言する。

「ミカエルさま、例の件をお知らせしたほうがよいのでは？」

　うなずくミカエルさん。

「そうですね。関係なくもないでしょうし。実は、現在、教会の役員が襲しゆう撃げきを受けるという事件が発生しています」

　──っ。

　……教会の役員が襲撃？　なんだか、いきなりきな臭くさい雰囲気になってきたな。

　その報告に、皆が一様にシリアスな面おも持もちになり、耳を傾かたむける。ミカエルさんが続ける。

「ヴァチカン本部の幹部だけではなく、支部の重要人物にまで死傷者が出ているのです。まだ詳くわしくは調査中なのですが、どうにも邪じや龍りゆうの気配も感じ取れたということで、おそらくは──」

「クリフォト、ですね？」

　リアスがそう続き、ミカエルさんも首を縦に振る。

「ええ、警けい戒かいはしておいてください。彼らの目的がわからない以上、怠おこたれば隙すきを突つかれるでしょう。──彼らはハメ手のチェックメイトが得意のようですから」

　……邪龍の気配か。クリフォトが教会の関係者を襲おそう……。まあ、テロリストだから、それをおこなっても不思議じゃないが……。目的が見えてこないな。無差別？　それもあり得なくもないが……。

　一いち抹まつの不安を覚えながらも、俺たちはミカエルさんとガブリエルさんとの打ち合わせを終えて、人間界への帰路についた。




　　　　─○●○─




　天界から帰き還かんして、兵藤家の地下転移室から一階に上がってきた俺たち（シスター・グリゼルダとは天界で別れた）。ふと、笑い声がリビングから聞こえてくる。

　気になって皆みんなでそこへ行ってみると──俺の母さんが、中年の男性を相手にしていた。牧師の服を着た栗くり毛げの男性だ。……見覚えがあるな。というか、その髪かみの色は……。

　男性は俺たちに気づくと、やさしげな笑えみを見せる。俺を知っているという表情だ。

「先にお邪じや魔まさせてもらっていたよ」

　男性がそう言うと、俺の横を通り抜ぬけて飛びつく者がいた！

「パパ！」

「おおっ、マイエンジェル！　元気にしていたかな？」

　イリナと抱だき合あう男性！　そうか！　そうだよ！　見覚えがあって当然だわ！

　このヒト、イリナのお父さんだっ！

　イリナもうれしそうに父と抱ほう擁ようを交かわす。

「もちろんよ！　パパこそ、元気にしてた？」

「もちろんだよ」

　母さんが微笑ましく見ているなかで、俺に言う。

「イッセー、イリナちゃんのお父さんよ。覚えてる？　急に戻ってこられて、驚いちゃったわ」

　イリナのお父さんが俺に手を差し出す。

「やあ、兵藤一誠くん。私のことは覚えていますか？」

　俺も握あく手しゆに応じた。

「朧おぼろげですけど、なんとなく覚えています。すみません、小さな頃ころすぎて、記き憶おくが……」

「いえいえ、とんでもない。キミもイリナも幼かった。記憶が朧げなのも仕方のないことです」

　近所に住んでいた紫し藤どう一家。俺がイリナの家に遊びに行くと、このお父さんがよくお菓か子しやジュースを持ってきてくれたな。すごいやさしいお父さんだった記憶があるよ。もちろん、お母さんもやさしいヒトだったな。そういや、イリナのお母さんはイギリスで和食の小料理屋を営んでいるんだったか。ご両親とも、イリナの天使化は知っているという。その点では兵藤家と一線を画しているよな。俺は……いまだ両親に悪魔になったことを告白していないのだから。

　イリナのお父さんはにんまりとしながら、告げてくる。

「今回はイリナちゃんと一いつ緒しよにお仕事をすることになっているんだけど、まあ、それはあとでお話ししましょう。お土産みやげも持ってきましたよ」

　その一言で俺たちは得心する。

　そっか、クリスマス企き画かくの立案者は……イリナのお父さん！

　こうして、俺たちは談だん笑しようののち、夕飯も皆で食べることとなった。

　食事の席で、イリナのお父さんから聞かされたイリナの武勇伝がおもしろく、娘むすめの自じ慢まん話でもあって、とうのイリナは顔を真っ赤にして耐たえていた。







「もう！　パパったら、イッセーくんのご両親の前で私の赤せき裸ら々らなところまで話しちゃうんだもん！」

「ハハハハ、ごめんごめん。パパはイリナちゃんのかわいらしさを語れればそれでよかったんだけど、つい、ついね！」

　ぷんぷんと父に怒おこるイリナ。頬ほおを膨ふくらませる姿がかわいいもんだ。イリナがここまでぷんすか怒る姿も珍めずらしいので、その点ではお父さんとの食事も彼女の新たな面を発見できてとても有意義だったと思える。

「おっ、天界から帰ってきたようだな」

　アザゼル先生が再び兵藤家にやってきた。

「あんたがイリナの父君か。俺はアザゼルだ」

「これは……元総そう督とく殿どの、はじめまして。プロテスタントの牧師兼けんエージェントをやっております、紫藤です。イリナがいつもお世話になっておりまして……」

　握手を交わす先生とイリナのお父さん。イリナのお父さんから見れば、堕天使組織の元総督でもあり、娘の通う学校の教師にも当たるわけか。

　アザゼル先生も再びＶＩＰルームに着いたなか、咳せき払ばらいしたイリナのお父さんが改まってこう言う。

「では、改めまして。クリスマス企画の立案者である紫藤トウジです。イギリス──プロテスタント側の牧師をしております」

「パパって、むかしは教会の戦士エクソシストだったのよ？」

　イリナがそう付け加えてくれた。牧師さんか。そういや、カトリックでは男性聖職者を神父と呼び、プロテスタントでは牧師と呼ぶんだっけか。あれ？　牧師は聖職者じゃなくて、教職者なんだっけ？　まあ、宗派によって呼び名や戒かい律りつも変わるそうだからな。ただ、プロテスタントの牧師はカトリックの神父と違ちがい、結けつ婚こんできるんだよな。

「そのようなわけで、今回の立案理由と、細かな確かく認にんだけして、当日に備えるようにしましょう」

　そこから、イリナのお父さんによる発案に至った経けい緯い、今回の企画の注意点などが語られる。まあ、だいたいは事前に聞いていたことなので、理解も容易たやすい。発案に至った理由も、要はこの地に住む者たちへの感謝の気持ち、もっと雑に言ってしまえば迷めい惑わく料である。

　今回の説明で一番驚おどろいたのは、イリナのお父さんがプロテスタント側の局長であるということ！　なんでもとある支部の役職に就ついているそうだ。……お偉えらいさんだった！　お付きの人がいないのは見知った土地だから随ずい行こうを断ったのだという。

　一通り、クリスマスの概がい要よう説明も終えたイリナのお父さんは、「そうそう、お土産みやげがあります」と鞄かばんのなかを探さぐり出した。

　取り出したのは──ドアノブだ。……ドアノブ。なぜにドアノブ？　皆が首を傾かしげて視線を注ぐなかで、イリナのお父さんがＶＩＰルームのドアノブを交こう換かんしながら言う。

「これをどこでもいいので、扉とびらに取り付けてください。たとえば、この部屋の扉でもいいんです。いまあるドアノブを一いつ旦たん取り外して、これをつけて開くと──」

　開いた先に広がった光景は──見知らぬ広々とした一室！　なんてこった。ＶＩＰルームの内側から扉を開いたのに、廊ろう下かに出ず、知らない部屋が出現しやがった！

　二十畳じよう……いや、もっとあるか。改装された俺の部屋より広いかもしれん。天使の像や聖人を扱あつかった絵画などが飾かざられており、ご利り益やくがありそうな装そう飾しよくが部屋中に施ほどこされている。もう悪あく魔まが入るだけでダメージ受けちゃいそうな聖なる雰ふん囲い気きむんむん。

　何より圧巻なのは中央で存在感を出してくれている天てん蓋がい付きの大きなベッド！

　家具やその他、余計なものは一いつ切さいなく、ベッドと椅い子す、テーブル、時計ぐらいしか用意されていない部屋だった。しかし、妙みような波動を感じてならない。なんていうか、神父と出くわしたときに感じたものというか、天使の放つ光力に似ているようにも思えて……。

　怪け訝げんに部屋の様子を眺ながめている俺たちにイリナのお父さんが言う。

「この部屋は天使と悪魔が子作りしても何ら問題がないよう作った特別な部屋です。このドアノブが、専用の異空間に繋つなげてくれるのですよ」

『──ッ!?』

　その一言に皆が一様に驚く！　だ、だって！　当然だろう！　まさか、この聖なる波動を放つ部屋が……天使と悪魔が子作りしても大だい丈じよう夫ぶな部屋って……っ！

　イリナのお父さんが娘の肩かたを抱だいて、力強く言い放つ！

「イリナちゃん、遠えん慮りよなくこの部屋でイッセーくんと愛を育はぐくんでおくれっ！」

「え……えええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　予想もしていなかったであろう父からの一言を聞いて、イリナは心底仰ぎよう天てんした様子で叫さけんだ！

　あまりの出来事に反応できない俺たちを置いて、イリナのお父さんは涙なみだながらに語り出す。

「……うぅ、イリナちゃんが天使になってしまったとき、もう孫の顔は見られないと諦あきらめていたんだ……っ！　これも信しん仰こうのため、私は自らの夢を捨てようとしていた……っ！　それが大天使ミカエルさまの慈じ悲ひ深ぶかきご配はい慮りよによって、孫の顔を見られる機会をいただけるなんて……ッッ！　ああ、これも主の愛なのでしょう！　アーメン！」

　祈いのるお父さんは、ミカエルさんのありがたいお言葉とやらを代弁する。

『天使イリナ、兵藤一誠くん、この部屋で何をしても何も問題ありません。いろんなことを試ためしてみてください。若い男女ですしね、何事も経験と挑ちよう戦せんです。そういう信仰もあるのでしょう』

　…………。

　……ど、どういう信仰なのですか!?　何をしてもいいお部屋とな!?　あ！　あー、そういや、ゼノヴィアがイリナとあーだこーだ言っているときに口にしていたな。イリナのためにミカエルさんが一考していると。……まさか、本当に天界の技術を集めて作り上げてしまうとは……っ！　なんか、変な方向に力を入れる冥めい界かいやグリゴリと違い、天界だけは、ミカエルさんだけは、真ま面じ目めに技術を使ってくれると思っていた！　ダメだった！　子作りルームを全力で作る天界！　天使もおもしろおかしい方向に能力を割さきすぎだよぉっ！

　号ごう泣きゆうするイリナのお父さんが俺の肩に手を置く。

「……イッセーくん、孫を、よろしくお願いします」

「い、いや、あ、あの……」

　いきなり、孫と言われましても……俺もどう反応したらいいか……。しかし、困こん惑わくする俺の想おもいなど通じず、イリナのお父さんは一人うなずく。

「うんうん！　男の子でも女の子でもどちらでもいいのだよ！　いや、むしろ、たくさん子作りに励はげんでどっちの孫の顔も見たいかなって！　ああ、女の子はイリナちゃんに似てとても愛らしいんだろうなぁ……。天使の子供だから、超ちよう天使？　男の子はドラゴンのように勇ましい子になるんだろうか……」

　……ああ、一人妄もう想そうの世界に入り込んでしまった。この癖くせ、イリナにそっくりだ！　やっぱり、親子だよ！　このヒトの悪いところがイリナにも遺伝しちゃっているよ！

　これを受けてとうのイリナは──、

「……バカバカバカバカバカ！　パパのバカ！　ミカエルさま！　なんでよりにもよってパパに渡わたしちゃうんですか!?　もうイヤ！　イッセーくんに嫌きらわれちゃう！」

　恥はずかしさのあまりにＶＩＰルームの隅すみで身を縮こませてしまっていた。心中、お察しするぜ、イリナ。さすがにこれはまいるよな。しかも実のお父さんに持ってこられるなんてさ！　とんだ恥ち辱じよくプレイだよ！

「……こういう部屋、革新的だわ」

「ここに入ってしまえば、やることはひとつですものね……」

　うんうんと感心するように興味深くしているのはリアスと朱乃さんだった！

「……姉さまには明かしたくない部屋かも」

「連れ込まれたら、イッセーさまが干ひからびるまで解放しそうにありませんわね」

　小猫ちゃんとレイヴェルも不ふ穏おんなことを言っているし！

「今度借りよう、アーシア」

「……か、覚かく悟ごを決めるお部屋ですね！」

　気合いが入っているゼノヴィアとアーシアさんもいる！

「…………やんだ！　わたすったら、破は廉れん恥ちなこと考えてしまってるし！　まだ早いって！　まだ早いって！」

　ロスヴァイセさんはなんだか一人で赤面して頭を横に振ふってる！

　反応に困る俺の肩に手を回すのは──アザゼル先生だった。すんごいいやらしい顔つきだ！

「やったな、イッセー！　悪魔やドラゴンが天使を堕天させずに抱けるなんて、そうないぞ！　いやー、この色男！」

「え……そ、そうなんですかね……」

　苦笑いするしかない俺だったが、その俺の顔を見て先生は首を傾げる。

「…………」

　無言ののち、口を開く。

「……うーん、薄うす々うす感じていたことではあったんだが……」

　頬をかく先生。

「……な、なんですか？」

　気になって問う俺に先生は息を吐はいた。

「おまえ、リアスと付き合い出してから、煩ぼん悩のうが薄まったな。以前なら、エロエロなことに貪どん欲よくだったんだが……リア充じゆうになっちまったからか、以前ほどのエロさを感じないんだよな」

「──ッ!?」

　……エロさを感じない……？　俺から……？

「……ぼ、煩悩、ですか……」

「最近、ドレスブレイクやパイリンガルは戦せん闘とう中にしているか？　いや、頻ひん繁ぱんにするもんじゃないんだがな」

「い、いえ、使ってません」

　そう訊きかれてしまうと、確かに戦闘中、女性が相手でも使ったことがないような……。最後に使ったのは……英えい雄ゆう派のジャンヌ相手にだっただろうか。魔ま法ほう使つかい襲しゆう来らいのときは、相手が俺の技わざを警けい戒かいして女性抜ぬきで攻せめ込んできたもんな。

　先生が訝いぶかしげに感じたのか、問い直してくる。

「ん？　紫し炎えんのヴァルブルガにも使わなかったのか？　奴やつは女だろう？　おまえがパイリンガルを使えば、行動を先読みできたんじゃないか？」

「…………ッッ!?……つ、使わなかった、です……」

　なんてこった！　今いま更さら気づく！　あのとき、あの場面！　あそこで俺はヴァルブルガと対面した！　奴は匙と相対していたけど、確かに俺はそこにいた！……匙のサポートとして、パイリンガルを展開しても良かったんじゃないのか……？　なぜ、そこで俺は思考が行き着かなかったのだろう。ファーブニルの酷ひどい料理教室を目まの当たりにしたため？　いや、少し前の俺なら、そんなことがあってもたとえ敵だろうと乳ちちに語りかけたはずだ。

　──そこにおっぱいがあったのだから。

　両手が震ふるえる俺。自分のちょっとした変化にようやく気づいたからだ。

　先生が心配そうに言う。

「……おいおいおい、マジか。おまえの強さのひとつは戦闘中にも繰くり出だす煩悩の力だ。それでいままで死線をくぐってきたじゃないか。まあ、相手は名うての魔法使いで、神滅具ロンギヌス──聖遺物レリツクの所有者だ。効かない可能性のほうが高かったとは思うがな。そうか、おまえ、パイリンガルを使わなかったのか」

　……使わなかった。通じないかもなんて思いも抱いだかず、俺はヴァルブルガ相手にパイリンガルを使用しなかった。少し前の俺なら、「女が相手ならパイリンガルで心中を探ってやるぜ！」って嬉き々きとして使ったんじゃないのか？

「ま、それもひとつの成長かもしれんが……女を得ることで弱くなる野や郎ろうもいる。まあ、おまえなら大丈夫だとは思うが……。おまえの行動は誰だれもが注目しているんだからな、煩悩を含ふくめ、己おのれの能力は最大限生かせ」

　などと、先生はフォローしてくれるが……。

　……俺、彼女ができて、満足してしまった？　バカな！　性せい欲よくの権ごん化げと言われた俺が、彼女ができて落ち着くなんてことはあろうはずが……っ！　まだハーレム王の道は遠く、エッチなことすらできていないんだぞ!?　そんな状態で、以前よりも落ち着いたというのか!?

　……世の中の男子高校生は、俺と同じ時分に彼女の一人ぐらいいてもおかしくない！　俺に彼女がいたってそれは自然なことなんじゃないのか!?　以前の俺の環かん境きようと比べたら、天と地ほどの変化はあったが、それでも女によ体たいを追い求める姿勢は変えたつもりはない！　……変えたつもりなんて、ないんだ……。

　肩を落とす俺の頭を先生はなでる。

「まあ、落ち込むな。また煩悩を燃やせばいい。そうだな……おまえ、上でガブリエルに会ったか？」

「は、はい。お会いしました」

　またまたいやらしい顔つきの先生。

「おっぱい、すごかっただろう？」

「はい！　とんでもないものがそこにありました！」

　いやー、あれは本当にすごかった！　神こう々ごうしくて、何か得え体たいの知れない力を持っていそうで、ついついガン見をしてしまったよ！

　先生がしみじみと語る。

「あれはなぁ……俺も天界にいる頃ころ、何度も何度も触さわりたいと思っては翼つばさを点てん滅めつさせていてな。ガブリエルの乳は男の誰も触ふれたことも、見たこともない。見たことのある女性天使曰いわく──至上のお乳だと称しようされている」

　──至上のお乳。

　なんて、いいフレーズだっ！　そんなお乳、一度でいいから見てみたい！

「あれを触って堕おちても良かったんじゃないかと思えてならん」

　先生の気持ちはわかる！　俺だってたとえ生まれが天使だったとしても、至上のお乳が触れるなら、堕ちてもいい！

　……ハッ！

　ガブリエルさんの乳を思い返しただけで、何か俺が忘れかけていたものがふつふつと蘇よみがえったように思えた。

　先生もそれを見てにんまりとする。

「いいスケベ顔だ。どうやら、天界で得たものは無む駄だではないようだな。イッセー、かつての煩悩を復活させるなら、あのクラスの乳を見たいと願うぐらいじゃないとダメだ。それにその乳を見ることで、何かわかることがあるかもしれん。天界への入国を許されたいまのおまえなら、いつか、俺の叶かなえられなかった夢まで成じよう就じゆできるかもしれないな」

　先生は俺の肩かたを抱だいて、耳元でつぶやく。

「──イッセー、天界一の乳を目指せ」

「は、はい！　俺！　いつか、ガブリエルさんのお乳を見ます！」

　涙なみだを流して抱き合う師し弟てい！

　子作り部屋に興味を注ぐ女性陣じんを置いて、俺と先生はスケベ同士の熱い抱ほう擁ようを交かわしていた。







　子作り部屋のこともあったが、イリナのお父さんが家をあとにしたあと、俺たちは今後のミーティングを軽く話し合った。主おもに修しゆ行ぎようと悪あく魔まの仕事の時間割だ。ちなみにイリナのお父さんはあのあと、先生に誘さそわれた。

「紫藤局長！　このあと、俺の部下が経営している店にでも付き合わないか？」

「いいんですか？　いやー、この町も久しぶりなので、どこかに顔を出したいと思っていたのですよ」

「なら、ちょうどいい。──あんた、おっぱいは好きか？」

「はい、大好きです」

「じゃあ、問題ねぇ！　ったく、とんだ性職者だぜ！　行こうぜ、夜の駒王町！」

「ハハハ！　イリナちゃん、ママには内ない緒しよだよ？」

　なんて会話をして夜の町に消えやがった！　アザゼル先生の夜の外交は、オーディンのじいさんだけじゃなくて、キリスト教の関係者にも及およぶ！　おっぱいが大好きだって即そく答とうしたイリナのお父さん、いい顔してやがったぜ！　ありゃ、とんでもないスケベ親父おやじだぞ！　ゼノヴィアなんて、「さすがイリナの父君だ。エロそうだね」って納なつ得とくしてやがったしさ！

　……まあ、それは置いておこう。俺も行きたかったけどね。

　やはり、スケジュールを確かく認にんしたけど、冬休みは松田と元浜と遊ぶ余よ裕ゆうなんてなかった。それ以前に、どのタイミングでクリフォトが攻め込んでくるかわかったもんじゃないしな。最初から、友人と遊ぶ時間なんてなかったのかもしれない。

「では、今日はここまで。皆みんな、ご苦労さま」

　リアスの解散の合図をもって、本日も終しゆう了りよう。今日はクリスマスの打ち合わせをするために天界行ったり、イリナのお父さんが来たりで、忙いそがしかったな。本当、『Ｄ×Ｄ』に所属していると、イベントが目白押しだ。

　……ふと、思い当たり、お茶の片付けをしている小猫ちゃんに問う。

「……なあ、小猫ちゃん。俺って、エロくなくなった？」

「……エロエロですよ」

　即答の小猫ちゃん。

「だ、だよねぇ」

　小猫ちゃんがそう言うなら、まだまだ俺はエロいってことか。しかし、小猫ちゃんは付け加える。

「……けど」

「けど？」

「どスケベな顔は以前に比べて落ち着いたように思えます」

「──っ」

　…………エロに鋭するどい小猫ちゃんをもってして、俺の煩悩が以前よりも薄まったことを言われてしまった。

　……やっぱ、一考しなきゃダメなんだろうか。俺の力の源が薄まるなんてこと、今後に影えい響きようを与あたえそうで怖こわくなるよ。うーん、どうしたらいいのかな。リアスに相談するべきか。

　そんなふうに思し慮りよしていると、リアスが話しかけてくる。

「イッセー、少しいいかしら」

「……どうかしたの？」

「ええ、先ほど実家から急な連れん絡らくが届いて、一いつ旦たん、城に戻もどることにしたわ」

　グレモリー家から連絡？　城に一時帰き還かんか。

「何かあったってこと？」

　俺が問うと、リアスは首を傾かしげる。

「……あまり、よくない口ぶりだったわね。こんな時期ですもの。何が起きてもおかしくはないわ。ちょうど、お義ね姉えさまのお顔を見に行こうと思っていたから、少しだけ戻るわ。明日あしたの夜までには帰るから」

　……よほどのことなら、そのままストレートに伝えてくるだろうし、一回戻らないといけないってことは公おおやけにできないことをリアスに伝えたいということなのだろう。何が起きたのか、心配だけど、グレイフィアさんと面会が許されたようで安心した。

「了りよう解かい。じゃあ、あとの片付けは俺たちでやっておくよ。──グレイフィアさんにもよろしく伝えておいて」

　俺がそう言うと、彼女も「ええ、わかったわ。ありがとう」と微笑んでくれた。




　　　　─○●○─




　その日の深夜──。

「……うーん、イッセー……赤ちゃん、これで宿ったかしら……？　心配だから、もう一度……」

　などという艶なまめかしい寝ね言ごとが俺の隣となりから聞こえてきた！

　俺に絡からみつくようにして寝ている朱乃さん！　今夜はリアスがいないから、アーシアと朱乃さんと寝ることになった！

　リアスがいないということで、透すけ透けのネグリジェで寝ね床どこに潜もぐってきた朱乃さん！　隣でそんな寝言を言われたら、眠ねむれなくなっちゃいますよ！

　朱乃さん、どんな夢を見ていますか!?　その夢のなかで俺はどんなことをしていますか!?　気になって眠れそうにありません！　ていうか、女によ体たいのやわらかな感かん触しよくが全身を襲おそっていてですね！　しかし、こうも抱きしめられていると身動きも取れなくてですね！

　とりあえず、俺もぎゅって朱乃さんを抱きしめてみたりしたが──、

「……あぁん、イッセーったら……」

　なんて寝言を言いながらより一層抱きしめが強くなってしまうので、余計動きづらくなるという悪あく循じゆん環かん！

　うーん！　うーん！　どうやったらこの無防備な朱乃さんをよりよい方向に持っていくことができるのか！

　今日一番頭を働かせる俺だったが、隣から俺を小こ突づく者がいた。

　アーシア？　と思って振ふり返かえってみても、アーシアは寝ね息いきを立ててご就しゆう寝しん中だ。じゃあ、誰だれだろうと辺りに視線を配ると──。

（……しーっ）

　俺に覆おおい被かぶさるように現れるゼノヴィアの姿！　指を立てて、静かにするように促うながしてきた。

（ゼ、ゼノヴィア。こんな夜よ更ふけにどうかしたのか？）

　朱乃さんとアーシアが起きないよう小声で訊きく俺。

（……リアス部長は、一時的に冥めい界かいに戻っているのだろう？）

（あ、ああ。グレイフィアさんの様子をうかがいに行くってのと、急な用件があるとかで今夜はあっちに戻っているよ）

（……アーシアは？）

（もう寝てるよ）

（……なるほど、寝ているな。アーシアも朱乃副部長も）

　両者が寝ていることを確認したゼノヴィア。彼女はこう伝えてきた。

（来てくれ、見せたいものがある）

　俺は朱乃さんをなんとか一人で寝かせて、ゼノヴィアを追うように自室をあとにした。

　部屋を出て、上階のゼノヴィアの自室前にたどり着く。……深夜にゼノヴィアの部屋か。何を企たくらんでいるんだ？

「さあ、イッセー。開けてくれ」

「？」

　おかしなことを言うゼノヴィアだ。自分の部屋なのに俺に開けろとな。

　指示されたようにドアノブを回して扉とびらを開く俺。すると──、扉の先に広がったのは例の子作り部屋だった！

「なっ！　これって！」

　ゼノヴィアに問う前に、俺は背中を押されて入室を果たしてしまう！

　ガチャっという扉が閉まる音！　俺はすぐにドアノブを回そうとしたが、外から謎なぞの力が働いているようで開けることが叶わなかった！

「お、おい！　ゼノヴィア！　どういうことだよ!?」

　当とう惑わくする俺にゼノヴィアが外から言ってくる。

『せっかくいただいたものだから、使ってみるのがいいと思ったんだ。覚かく悟ごを決めるんだ、イッセー。相手は待っているぞ』

　……相手は待っている？　怪け訝げんに思って、後方を振り返ると──。

「…………こんばんは、イッセーくん」

　髪かみを下ろして、ネグリジェ姿のイリナがいた！

　もじもじと恥はずかしそうにしながら、イリナはうつむき加減で俺に言った。

「……えっと、えっとね……」

　イリナは上ずった声こわ音ねで、足あし下もとをふらふらとさせながらもベッドの端はしに座った。

「……こっち来て、ちょっとだけ話さない？」

　…………って、言われましても！　こ、この部屋でそんな格好で、そんなふうに言われたらさ！

　しかし、後退はできず、前に進むしかないのか……。

　俺は生なま唾つばを飲み込んだあと、ベッドのほうに歩み寄る。……ベッドとはいえ、イリナから少し離はなれたところに腰こしをおろしたのが我ながら情けなくもある。

「…………」

「…………」

　無言の二人。どういう意図でゼノヴィアはここに俺を連れ込んだのか。同様に、どのような意味でイリナはここにいるのか。

　……理由は単純ではあると思う。けど、あまりにストレートすぎて、困こん惑わくの色が濃こい俺だった。いやいや、だって、この部屋を紹しよう介かいされたのはさっきだぞ？　昨日の今日よりも早い段階でここに二人っきりで入ることになろうとはさすがに予想もしてなかった！

　しかもこの部屋は悪あく魔まと天使用……、そ、その、つまり、ミカエルさんは俺とイリナのために造ったということなのだろう。その主目的たる俺とイリナがここに入るだなんてさ！
















　ちらりと、横目にイリナを捉とらえる。ネグリジェ姿。普ふ段だん、普ふ通つうのパジャマだというのに、今日に限ってリアスや朱乃さんが着ているような寝ね間ま着きだ。……むろん、透けてやがる！　上なんて、ブラジャーの姿も確認できないほどに透けていて、その……丸い形どころか、先せん端たんまではっきり確認できる！　そういや、こいつ、ノーブラ状態が多くなってんだっけか！　いや、それ以前にやっぱおっぱいの形がいいし、戦士だから引ひき締しまっているところは引き締まっていて、でも出るところはちゃんと女の子をしていて……っ！

　……ふぅ。落ち着こう。気分というのは大事だ。たとえ、俺が狼おおかみになったとしても、いきなりではムードどころじゃない。まずは会話だ。

　……そうだ、あれだ。ちょうどいい。話してしまおう。

「子供の頃ころ、クリスマスに約束したこと、思い出したよ」

　俺はイリナにそう言う。イリナはそれを耳にして、気き恥はずかしさを忘れたかのようにこちらに顔を向けた。

「──一いつ緒しよにサンタクロースを倒たおして、プレゼントを二人で山分け！　だったよな？」

　俺がそう言うと、イリナは満面の笑えみで喜びだした。

「覚えていてくれたのね。なんだか、私だけ覚えてて、イッセーくんは覚えていないかもって思ってた」

　目元まで潤うるませるイリナ。よほど、俺が覚えていたのがうれしかったようだ。

「いや、忘れてたよ。でも、イリナや皆みんなとクリスマスの準備をしているうちになんとなく思い出した」

　そう、それが正直な話だ。イリナと作業を進めているなかで、フラッシュバックして、記き憶おくが思い起こされたんだよね。そういや、子供の頃、寒い時期に幼おさな馴な染じみの子──イリナと約束したっけなって。

　イリナが思い出し笑いをする。

「本当、小さい頃は無む邪じや気きというか、無知というか……無む謀ぼうなこと、よく閃ひらめいたものよね。あの頃はイッセーくんと男の子の遊びや考え方をして、楽しんでいたわ」

　イリナとは、小さな頃に無茶なことばかりしていた気がする。イリナのこと、完全に男の子だって思い込んでいたから、遊びや連れていく場所だって、女の子が喜びそうもないところにばかり連れていったな。

「町外れの公園の森とか、壊こわれた神社とか、よく遊びに行ったよな」

「うん。虫取り網あみを持って、二人で自転車を漕こいで遠くまで行ったよね」

「遠くっていっても、所しよ詮せんガキの足だから、隣となり町まちに行くかどうかが限界で……」

「でも、別の世界に行ったみたいで楽しかったわ」

「ああ、知らない町の駄だ菓が子し屋で買った駄菓子。いまだに味を覚えてるな」

「うん！　レタス次じ郎ろうとか、たこのみっちゃんとか、二人で食べたわ」

　あー、思い出せるもんだな。イリナとは、本当、よく遊んだ。近所で、同い年だったから、何をするにも一緒だったように思える。クリスマスの思い出だって、なんとも子供らしいというか、まさに無知と無謀の塊かたまりだ。

　俺は語りながらも思い改まってイリナに言う。

「女の子だって、わからなくてごめんな。けど、俺、近所の同い年の子で、一緒にバカやって遊んでくれるイリナのことが、とても大切な友達だと思っていたからさ……」

　そう言うと、イリナは途と端たんに顔をうつむかせる。

「…………友達、か」

　ぼそりとそう漏もらすイリナ！　あ、まずったかな！　言い直そう！

「い、いや、幼馴染み！　ごめん……俺と幼い頃の記憶を唯ゆい一いつ共有しているのにな」

　──が、イリナはふっと小さく笑んで天てん井じようを見上げる。

「そういえば、そのことでね。リアスさんに問といかけられたの」

　リアスがイリナに訊いたそうだ。

　──イッセーの子供の頃のこと、教えてくれないかしら？

「きっと、私だけイッセーくんの子供時代を知っているから、うらやましかったのかなって。それでね、自然とリアスさんと会話も増えたの。いつしか、あちらも私のことを『イリナ』って呼んでくれるようになったわ」

　ああ、それで二人は遠慮なく呼び合える仲になったんだな。俺の幼少時代の思い出を語ることで、二人は接近したのか。

　イリナは真しん剣けんな面おも持もちで吐と露ろし始める。

「私ね、オカ研のメンバーのなかでリアスさんがちょっとだけ苦手だったの。だって、元々は教会側の私とは相あい容いれない存在だったでしょ？　あちらは悪魔の──上級悪魔グレモリー家の次期当主さま。生きつ粋すいのお姫ひめさまで、私みたいな一いつ般ぱん出の教会の戦士とは住む世界が違ちがうって、なんとなく、触ふれにくかったわ。同じ教会出のアーシアさんやゼノヴィアと付き合いやすかったのは確かよ」

　……そんな事情があったのか。一見、何事もなく過ごしているように見えても、各人、思うところはあった。俺が気づいていなかっただけか。

　しかし、イリナは微笑ほほえむ。

「でもね、リアスさんと接していくうちにわかったの。ああ、このヒトも同じ女の子なんだって。笑って、悲しんで、怒おこって、喜んで……。歳としはひとつだけあちらが上だけれど、それでも同世代の同じ女の子なんだって、強く思えた。そうしたら、会話も増えたわ。苦手な存在から、大事な仲間、お友達になった」

　……俺の知らないところで、リアスとイリナの付き合いが変化、進展があったんだな。

　イリナは頬ほおをいっそう赤らめた。

「……リアスさんと仲良くなったら、もうひとつだけ再認にん識しきしたこともあったの。リアスさんにイッセーくんの子供時代を話すたびに……私のなかでね、『これ以上話したくない』『これだけは私だけの記憶にしたかった』って……」

　イリナが──身を寄せてくる。少しだけ両者の間を開けていたのに、いつしかイリナは俺に寄ってきていたんだ。

「ああ、そうか、私はいつの間にか──って」

　イリナが俺の手を握にぎる。

「……イ、イリナ？」

　困惑する俺。突とつ然ぜん、イリナが距きよ離りを縮めてきて、俺の手を取るんだもん！

　イリナはそっと俺の手を取り──自身の胸むな元もとに誘ゆう導どうしていく。五指が、手のひらが、もちもちの感かん触しよくを得てしまった！　俺の手はそのすべてがイリナの胸に埋まい没ぼつしていく！

　ああ、イリナのもちもちおっぱいぃぃぃっ！　スベスベにプラスして、手に吸い付く天使の肌はだ触ざわりが俺の脳を激しく麻ま痺ひさせてくれる！

　イリナは目を潤ませ、艶つやのある表情を見せてくれていた。いつも天てん真しん爛らん漫まんな彼女が、こんなにも色っぽい顔を見せるなんて……っ！

「……こんなことをしても、翼つばさが点てん滅めつしないんだね」

　イリナが言うように、背中の翼は──白いまま！　いつもなら、こんなエロいことしたら、イリナの翼は白と黒で点滅してしまう。……この部屋は本当に悪魔と天使を……？

　イリナが──俺を押し倒してくる！　ベッドに横よこ倒だおしとなった俺。イリナが俺を覆おおい被かぶさるようにしてくる。ネグリジェも乱れていて、整った肢し体たいはほぼ露あらわな状態となっていた。長い栗くり毛げがバサッと俺の顔にかかり、香かぐわしい何かが鼻び腔こうをくすぐった。……この髪から漂ただようシャンプーの匂においが理性を崩くずそうとしてくるんだよな……っ！

　切なそうな顔でイリナがつぶやく。

「ここなら、私、イッセーくんとエッチなことできちゃうんだ……」

　イリナの顔が──徐じよ々じよに徐々に近寄ってくる。このままだと、俺はイリナと──。

　生唾を飲み込むなかで、ガチャっという物音が聞こえてくる。

　ちらりと視線を送れば、ドアの隙間から好こう奇きの視線を放つ瞳ひとみが……複数！　半分だけ顔を覗のぞかせて、目線をこちらに釘くぎ付づけ状態のようだった。会話が聞こえてくる。

「……イリナ、立派になって……涙なみだすら出てくるぞ……っ！」

「……ゼノヴィアさん、本当に、本当にイリナさんは……っ！」

　ゼノヴィアとアーシアだ！

「……この部屋、いかがわしい限りです」

「そう言いながら白しろ音ねは夢中で見てるにゃ」

　小猫ちゃんに黒くろ歌かまで！

「……最近、リアスとも話し合っているんです。後こう輩はいの猛もう進しんをどう迎むかえればいいのかと」

「……破は廉れん恥ちだぁ……エロエロだぁ……」

　あれは朱乃さんとロスヴァイセさん（方言モード）だろう！

「……この部屋もマネージメントしないとスケジュールを崩ほう壊かいされそうですわ」

「あわあわあわあわ……こ、こんなお部屋まで天使は造るのですね！」

　レイヴェルとルフェイも見ていたのですか!?

「イッセー、繁はん殖しよく中？」

　オーフィスまでかよ！　繁殖とか言っちゃいけません！

「キ、キミたちぃぃぃっ！　何覗き見しているのさ！」

　ついツッコミを入れてしまう俺！　イリナも我に返って、慌あわてて服装の乱れを直していた。しかし、イリナは「ぷっ」と噴ふきだしていた。

「……リアスさんの気持ち、わかっちゃった。これはなかなか無理だね」

　イリナはそのようにつぶやいたあと、皆に向けて言った。

「もう、皆ったら。この部屋、見学する？」

　こうして、深夜の子作り部屋見学会なんてものが実じつ施しされてしまう。

　このときわかったことだが、この部屋、一見ではわかりにくいが、お風ふ呂ろ場ばと冷蔵庫まで備えてあった。あげく、ベッドまで回転仕様だった。しかも枕まくら元もとも七色の照明を放つという……。

　ミカエルさん、いらぬ技術を投入しすぎだろう……。




　　　　─○●○─




　次の日──。

　その日は午前中をトレーニングに当てたあと、午後はクリスマス企き画かくのために動き出していた。

　俺とアーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、イリナのお父さんというメンバーで、地元の駅から二つ先の町まで赴おもむいていた。

　この町にある大型家電量りよう販はん店てんや品しな揃ぞろえのいい本屋などでプレゼントの下調べをしてきた。

　実際に流行のものを確認して、店員さんにも品物などについて訊きく。クリスマスで配るプレゼントも一部まだ決めかねているものは、今回の下調べを参考に用意していこうと皆で判断したんだ。やっぱ、ある程度新しくて需じゆ要ようのあるもののほうが、プレゼントされてうれしいだろうしな。住民のリサーチをできなかったのが、若じやつ干かん辛つらいところだが……。

「貴重な時間を付き合わせてしまって申し訳なかったね」

　イリナのお父さんが俺たちに謝る。

「いえ、気分転てん換かんになりましたよ」

「その通りです、父君。私たちは普ふ段だん特訓か仕事ですので、この遠出はいい経験になりました」

　ゼノヴィアったら、いつの間にか、殊しゆ勝しようなことを言うようになったな！　これも生徒会長を目指すために得たものなのだろうか。……ヤバいな、ゼノヴィアのほうが俺より常識人になりそうだ！　もとの出来が違うので、ちょっと覚えれば途端に才女！　脳筋剣けん士しと呼ばれていたのが遥はるかむかしのように感じてしまう！　いや、戦せん闘とうではまだまだパワー押しだと思う！

　イリナがメモ書きを確認しながら言う。

「あとは、コスチュームを下調べするだけね。コスプレ衣い装しようが置いてあるショップに向かいましょう」

　イリナがそう言うなり、先導してくれた。

　サンタのコスチュームか。やっぱり、女性が多いので、そのあたり気になるのだろう。正直、サンタの服なんてそう変わらないと思うのだが、それを俺が言ったら、

「実際売っているところを見るのも参考になるの！」

　とのことだった。うーん、すでに取り寄せて見ていたのだから、それを参考にすればいいと思うが……女心は難しい。

　道を歩くなか、ふいにロスヴァイセさんが訊いてくる。

「と、ところでイッセーくん。こ、これはひとつの参考として訊くんですけど……あくまで参考ですよ？」

　と、断った上でロスヴァイセさんはもじもじしながら言う。

「イッセーくん的に女性が着るサンタのコスチュームは……従来のズボンか、それとも……スカートでしょうか」

　ズボンか、スカートね。そりゃ、女性が着るなら──。

「俺は断然スカートですね！　しかもミニスカートだったりすると、興奮しちゃうかもしれません！……ロスヴァイセさんは、サンタのスカートが似合いそうですね」

　俺がそう答えると、ロスヴァイセさんは顔を真っ赤にした。

「──ッッ！　も、もう！　そっだらこど、むやみに女子に言うもんじゃねぇしっ！」

　お、怒られてしまった！　しかも方言で！　だが、すぐに咳せき払ばらいして改まり、小声でつぶやく。

「そ、そうですか。スカートですね、スカート。……足、細く見えるかしら……いまから準備しても間に合うわけ……魔ま法ほうで誤ご魔ま化かす？　けれど、そんなことしたって男子の目は誤魔化しきれないって、前にばあちゃんが──」

　……ロスヴァイセさんもアウロス学園での一戦以来、俺の嗜し好こうをよく訊くようになってきたんだよな。参考意見とは言っているが……。

　ショップに向かう途と中ちゆう、ぽつぽつと空から雨あま粒つぶが降ってきた。それはすぐに土ど砂しや降りの様相となり、俺たちはこりゃたまらんと近くの公園にあった東あずま屋やに駆かけ込んだ。

　傘かさなんて持ってきてなかった。

「止やむまで少し待ちましょうか」

　ロスヴァイセさんがそう言って、皆みんなもその意見に賛成となった。

「ジョーカーのデュリオがいれば、天候を操あやつって雨なんて一発なんだが……」

　ゼノヴィアが冗じよう談だん混じりにそう漏もらしていたが……無む闇やみに天候を操るもんじゃないさ。デュリオなら、できるだろうけど、有事の際以外はそんな大それたことをできやしないよな。

　皆で東屋にて、雨が止むのを待っていると、ぴちゃぴちゃと雨のなかを進む誰だれかの足音が聞こえてくる。

　前方に視線をやれば──雨のなか、傘も差さない男性が一人立っていた。長い黒くろ髪かみをした──男性だ。俺たちは手に握られたものを確認して、警けい戒かいを最大にまで引き上げた。

　……禍まが々まがしい波動を放つ剣けんを持っていたからだ。

「クリフォトか……？」

　ゼノヴィアが亜あ空くう間かんからエクス・デュランダルを取り出しながらそう言った。……雨が降っているとはいえ、ここは一般人も利用する公園だ。しかも日は上がっている。派手な行動は目立つなんてもんじゃないぞ！　そうは言ってもむざむざやられるわけにもいかないだろうし、相手の放つ殺意は本物だっ！

　かまえる俺たちだったが、一人だけ男性の登場に仰ぎよう天てんしている者がいた。

　イリナのお父さんが、全身を震ふるわせ、信じられないものを見る目で男を捉とらえていた。

「……そ、そんな……ッ！　どうしてキミが……っ!?」

　イリナのお父さんが震える声を発する。男は──にんまりと不気味な笑えみを見せた。

「……お久しぶりです。紫藤さん。……いまは紫藤『局長』でしたか」

　男は一歩一歩歩み寄りながら、握る剣の波動を高める！　あのオーラ、尋じん常じようじゃない。俺たちでも不用意に浴びれば無事で済まないものを滲にじませてやがるっ！

　イリナのお父さんが一歩足を出して叫さけんだ。

「やはり、キミなのか、八や重え垣がきくん……っ！」

「ええ、機会をいただきましてね。あなたを裁きに来ました」

　刹せつ那な──。男は飛び出していく！　その動きを視線で追い、全身で気配を探さぐる！

　男は──音もなく、距離を詰つめて横よこ薙なぎに剣を振ふるってきた！　瞬しゆん時じに反応する俺たち。イリナがアーシアと自分の父親を後方に避ひ難なんさせ、俺とゼノヴィアは相手の一ひと振ふりを籠こ手てと聖剣で防ぐ。俺とゼノヴィアはロスヴァイセさんが瞬時に発動させた防ぼう御ぎよ魔ま法ほうによって、防御力を底上げされる。

　その上からでも十分すぎるほどの破は壊かい力が伝わってくる……っ！　鎧よろいを着き込こんでいないせいか、剣からの波動で吹ふっ飛とばされる俺！　ゼノヴィアは波動を食くらってもその場に留とどまり、そのまま男と剣けん戟げきを繰くり広ひろげ始める！

　聖剣の特性で高速を得たゼノヴィア！　目では捉えきれない太た刀ち筋すじが男を襲おそうが──相手はそれに対応してゼノヴィアの攻こう撃げきをすべていなして反撃してきた！

　──っ！　ゼノヴィアとまともな斬きり合いができるなんて！　ゼノヴィアは一撃一撃に破壊の特性も混ぜて打っている。相手はそれを見み極きわめるがごとく、まともに受けることなく、いなして距きよ離りを詰めて剣を放っていた！　ゼノヴィアも既すんでに避よけて致ち命めい傷しようを受けていないが、服の所々が裂さけている。避けられた破壊の一撃が、公園の地面を穿うがち、東屋を丸ごと吹っ飛ばしていく。

「ゼノヴィア！」

　イリナも後方から光力による矢を無数に撃うち出すが、男はゼノヴィアを相手にしながらもそれらを剣で打ち落としていく！

　俺も素早く禁手化バランス・ブレイクを遂とげる。ドラゴンショットが撃てる隙すきをうかがうが……どうにも相手はただの刺し客かくではないようだ。まるで隙が見当たらない。ゼノヴィアと斬り合っているなかで、俺やロスヴァイセさんにも意識を向けているため、虚きよは突つけない状じよう況きようだった。

　ゼノヴィアが叫ぶ。

「この太刀筋！　エクソシストに覚えのある者のそれだ。……おまえは教会の戦士だな？」

　ゼノヴィアの問いに男は薄うすら寒さむい笑みを浮うかべる。

「ああ、『元』がつくがな」

　父親を後方に避難させたイリナが量産型の聖せい魔ま剣けんをかまえて叫んだ。

「ちょっと、あなた！　なんでパパを狙ねらうの!?」

　男はイリナの白い羽を見て「ククク」と不気味な笑いを発する。

「……娘むすめさんは天使ですか。まったく、これも天からの慈じ悲ひなんでしょうかね。僕と彼女を殺した報賞とでもいうのか……ッ！」

　男の殺意──憎ぞう悪おが膨ふくらんだ。……僕と、彼女を殺した？　どういうことだ……？

　それを受けてイリナのお父さんは何かを察する。

「まさか、スミスや轟とどろ木き……当時のメンバーを殺害してまわっているのも……っ！」

　その言葉に男は哄こう笑しようをあげる。

「……あとはあなただけだ、紫藤局長」

　ゼノヴィアと相あい対たいしていながらもその意識はイリナのお父さんに向けられる。信じられないほどの恨うらみのオーラを感じる。いや、男から出ているのは怨えん恨こんそのものだ。全身がそれに包まれているといってもいい。どれほど、イリナのお父さんを恨んでいるというのだろうか。

　俺は間に立ち、男に問う。

「待てよ！　何がなんだかわからないけど、いきなり人に斬りかかるなんて、どういう了りよう見けんだ！」

「……どいていてくれないか。これは復ふく讐しゆうだ。その男を殺せば、ようやくこの憎悪の感情を少しだけ静められそうなんだ」

　……復讐、だと？　イリナのお父さんも悲ひ愴そうめいた表情を浮かべ、否定はしなかった。

　男は俺に視線を移し、険しい表情となる。

「赤せき龍りゆう帝ていか。やはり、この剣の力を解放しなければダメか。……この一帯は知らないうちに魔ま境きようと化しているからな」

　そう言うなり、男は手に握にぎる剣へ意識を傾かたむける。瞬しゆん間かん、刀身が放つ禍々しいオーラが桁けた違ちがいに膨れあがり、周囲の空気を一変させた！　男に降りかかる雨が、その身に落ちる前に蒸発していく。

　男の持つ剣から、ドス黒く強大な邪じや気きが形となって顕けん現げんする。剣から出現したのは──八つの頭部を持つ巨きよ大だいなドラゴン！　真っ赤な血の涙なみだを流し、大きな顎あぎとを凶きよう暴ぼうなほど開き、無数の鋭するどい牙きばを覗のぞかせていた。

　……剣からドラゴンを生やしやがった……ッ！　八つの首だけしか出現させていないが、それでもデカい！　首八本だけでも十数メートルはある！　複数の首はそれぞれが意思を持つようにうごめいていた。

　イリナのお父さんが絶句する。

「──っ！……八重垣くん、そ、その剣は……っ！」

　男──八重垣と呼ばれた剣士は、八つの首が生えた剣の刀身を指でなぞる。

「……神しん霊れい剣けん『天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ』。まあ、いまは改良されて、このザマだけど」

　──天叢雲剣！

　聞いたことはある！　確か、日本神話の聖剣だよな。話では、現在折れてしまい、修復中だと聞いていたが……。しかもドラゴンが宿っているなんて、初耳だっ！　つーか、この禍々しいオーラは聖剣のそれではなく、まるで──魔剣だっ！

　いままで静観していたドライグが俺に言う。

『……相棒、あれは邪じや龍りゆうだ』

　──邪龍！

　だろうな。あの邪悪な波動はそれ以外該がい当とうしないってぐらい凶暴だ。

『剣に宿った邪龍というべきか。それにこの毒の気……』

　ドライグはこのオーラに覚えがあるようだが……。

　イリナが叫ぶ。

「天叢雲剣は折れて、修復の最中だったはず！」

「だから、修復した。だいぶあらぬ方向に行ってしまったが……八や岐またの大おろ蛇ちの尾おから出現した剣にそのドラゴンが宿る……。皮肉で素す敵てきだと思わないかい？」

　八重垣は俺たちに向かって言い放つ。

「僕の憎悪と、この剣に宿る伝説の邪龍──『霊妙を喰らう狂龍ヴエノム・ブラツド・ドラゴン』八岐大蛇の邪気、それをもってキミたちを断罪するッッ！」

　言うなり、八重垣は邪龍が宿る剣を勢いよく振り下ろした！

　八つの首が俺たちに襲いかかる！　それぞれが独立しているのか、首は剣から伸のびて俺たち一人一人へと向かってきた！

「くっ！」

　ロスヴァイセさんが防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを敷しいて邪龍の突とつ進しんを防ぐが、その勢いに負けて後方に吹っ飛ばされる！

　ゼノヴィアを襲う首は、鋭い牙を剥むき出だしにして噛かみ砕くだこうと猛もう撃げきしてくる！

「ハッ！」

　ゼノヴィアは後方に飛び退のきながら、その首を聖剣の一振りで粉々にする──が、首は瞬時に復活を遂とげた！

「──っ！　首が再生した!?」

　驚おどろく間もなく、俺のほうにも首は高速で迫せまる！　ドライグが内で叫んだ。

『相棒！　八岐大蛇の毒は危険だ！　絶対に牙や血に触ふれるなよっ！』

　毒──。サマエルが脳のう裡りを過よぎるが、さすがにあれほどのものではないだろう。けど、邪龍の毒だ。まともに浴びるわけにもいかない！

　俺は右みぎ腕うでにオーラを集めて、一気に塊かたまりとして撃ち放つ！

　──特大のドラゴンショット！

　俺の魔ま力りよく弾だんを正面からくらって、八岐大蛇の首が複数いっぺんに吹き飛んだ。──が、何事もなかったように瞬時に再生を果たす！

　こりゃ、キリがない！　剣の持ち主を狙うか！　そう思って視線を相手に向ければ、邪龍の首が男を守るように立ちふさがった。……本体狙いも想定済みってか！

　まあ、この首の耐たい久きゆう力なら俺たちの攻撃でも吹っ飛ばせるってことだ！　強力な攻撃で一気に吹っ飛ばせばいいだけだ！

「妖よう精せいたちよ！」

　俺は鎧の各宝ほう玉ぎよくから白龍皇のデイバイデイング・妖精達ワイバーン・フエアリーを出現させる。指示を出すと、飛龍ワイバーンたちは宙を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り男の周囲に位置した。時折、敵に高速でアタックを仕し掛かけていく飛龍ワイバーン。まあ、避けられてしまうが。

　だが、配置は完かん了りよう。これでドラゴンショットを反射と増大で強めて一気に倒たおす！

「イッセーさん！」

　アーシアが俺の名を呼んだ。理由は知れている。……無茶をするなってことだろう？

　そうだ、俺は前回のユーグリットとの戦せん闘とうでロンギヌス・スマッシャーを解放させた。あれの影えい響きようはまだ残っている。……あの一撃はあまりに強力で凶きよう悪あくすぎたせいか、俺のなかのドラゴンの力の大半を使ってしまったんだ。つまり、飛龍ワイバーンを使って増加を高めることは無茶に等しい。禁手バランス・ブレイカー状態での増加はスタミナの想定内だが、それにプラスして飛龍ワイバーンでの増大はいまの俺では限度がある。

　ドライグが言うには、完全にチャージが終わるまで一ひと月つきはかかるという。万ばん全ぜんの状態で飛龍ワイバーンを使い、ロンギヌス・スマッシャーを撃つにはまだまだ時間がかかるっつーことさ。一月に一発。これを高いとするか、安いとするか。まあ、状況によりけりだろうが、いまの俺にしたら、上出来なほうか。あれだけの一発を解放できたんだからな。でも、ピンチのときに使えなきゃ意味はないっちゃないんだけどよっ！

　ドラゴンショットを軽く撃ち放つ俺！　魔力の弾たまは飛龍ワイバーンの一体に反射されて、方向を変える！　邪龍の首のひとつが、虚を突かれるが、もうひとつの首が反応してドラゴンショットを大きな口で噛み砕いてしまう！

　ああも複数の首が独立して動くと、ひとつが失敗しても他ほかがフォローするか。しかも徐じよ々じよにだが、邪龍の反応が俺たちの動きに順応してきたように思える！　ロスヴァイセさんの氷の矢の魔ま法ほうが避けられ、ゼノヴィアの一撃が直前にかわされる！　俺のドラゴンショット乱れ撃ちも巨大な炎ほのおを吐はかれて相そう殺さいされた！

　──っ！

　俺の視界に怪あやしげな光景が映り込む。首のひとつが──地面に突っ込んでいる！

　嫌いやな予感を覚えた俺はアーシアに叫さけんだ！

「アーシアァァァッ！　ファーブニルを呼べぇぇっ！」

　すぐにアーシアは龍門ドラゴン・ゲートを描えがこうとするが、地面を盛り上げながら、地中を進む邪龍の姿が！

「させん！」

　ゼノヴィアが聖せい剣けんから波動を放つ。聖なる波動は地面を抉えぐりながら地中を進む邪龍を見事分断した！──が、分断されてもそれは猛もうスピードで突き進む！

『相棒！　強きよう烈れつな意志があれば、具現化した邪龍は首を斬きられてなおも動くぞッ！』

　──ッ！　クソッ！　あの首が向かう先は──ッ！　アーシアとイリナのお父さんのもとだっ！　アーシアの召しよう喚かんは間に合わない！

　俺とゼノヴィアが察し、飛びだそうとするが、八岐大蛇の首がいくつも伸びてきて前方を塞ふさぐ！

「「邪じや魔まだっ！」」

　勢いよくその首を消し飛ばす。──が、男は狂気の笑いを発した！

「ハハハハハハハハハッッ！　僕の怒いかりとクレーリアの仇かたき！　あなたの魂たましいでもって清算させてもらいます！」

　地面から飛び出した邪龍の首！　ロスヴァイセさんが魔ま方ほう陣じんを飛ばす！

「させません！」

　その魔法は、アーシアとイリナのお父さんを襲おそう瞬間、直ちよく撃げきした。邪龍の頭部が破は裂れつしていく。だが、その牙のひとつが飛来して──イリナのお父さんの肩かたをかすめた。

「く……っ！」

　イリナのお父さんは肩に傷を負ってしまう。アーシアがすぐに傷を塞ぐが、男──八重垣は涙を流すほどの歓かん喜きする表情となっていた。

「……これでいい。これでいいさ。ああ、苦しめ。苦しみぬくんだ」

　傷はアーシアの神器セイクリツド・ギアによって、塞がったはずなのに、イリナのお父さんはその場にひざをついて、体を激しく震ふるわせた。

　──毒、か！

「パパッッ！」

　イリナは父の変化に気が動転するが、すぐに八重垣に立ち向かっていく！

「……よくも、パパを！」

　怒りに打ち震えるイリナを見て、男は満足げな表情となっていた。

「……それでいい。わかるかな？　それが怒りだ。大事な者を傷つけられた者が抱いだく感情だ。キミがたとえ、天使だろうと、身内を傷つけられた激情は抑おさえられないだろう？」

「…………ッッ！」

　言い返せないイリナ。男は醜しゆう悪あくに笑えむだけだった。

　──ッ！　この場に第三者のオーラが近づいてくる。視線をそちらに送れば、そこには朱乃さん、木場、小猫ちゃん、ギャスパーの姿があった！

「よからぬオーラを感知したと報告を受けましたので飛んでまいりましたわ！」

　勢せい揃ぞろいするオカ研メンバー。男はそれを見て身を引いていく。後方に飛び退き、距きよ離りを取った。

「……これ以上は、人目につくか」

　そう言うなり、男はイリナのお父さんに向かって叫ぶ。

「局長！　必ず僕はあなたと天界、そしてバアル家に復ふく讐しゆうをします！　絶対に許すわけにはいかない！　絶対にだッッ！」

　間かん髪はつ入れず俺たちが飛びだそうとするが、男の足あし下もとに転移の魔方陣が瞬しゆん時じに出現する。

　ジャンプの光に消えていくなか、男は俺たちに言った。

「──キミたちがいる楽園という名の駒王町は、多くの犠ぎ牲せいの上に成り立った世界だ。あの町を継ついだバアルの血を引きし悪あく魔まとその眷けん属ぞく。よく覚えておくといい」

　去っていく魔方陣の紋もん様ようを見て、俺たちは確信する。その転移魔方陣は──クリフォトのものだ。男は──クリフォトの刺し客かくだった。







　Life.2　禁じられたモノ







　遠出した先の町で襲しゆう撃げきされた俺たちは、負傷したイリナのお父さんを連れて魔方陣で駒く王おう町にある教会側の医い療りよう施し設せつに一気にジャンプした。

　イリナのお父さんはすぐにメディカルチェックとなった。外傷自体はアーシアの能力で消え去っている。──が、問題はダメージを受けたときに体内へ入った邪じや龍りゆうの毒だ。

　医療施設に『Ｄ×Ｄデイーデイー』の関係者が集つどう。

　イリナは……廊ろう下かの椅い子すでうつむいていた。襲撃のショックだけではない。父を守れなかったことが、イリナの心中を深く傷つけたようだった。

「……私、パパを守れなかった……。……天使になって、パパも喜んでくれてたのに、そのパパを私が……守れないなんて……」

「……イリナさん」

　アーシアが隣となりについてイリナを見てくれている。

　ゼノヴィアは……逆にイリナのもとには近寄らなかった。

「私はきっといまのイリナに対して𠮟しつ咤たしてしまいそうだ。だが、それはいまの彼女には辛つらいものだろう。ならば、私よりもアーシアがついていたほうがいい」

　──と、アーシアに任せたようだ。ゼノヴィアとイリナの間には、彼女たちにだけ流れる独特の心情がある。この場では適さないと判断したのだろう。あえて、触れない。それがゼノヴィア自身のやさしさなのだと思う。

　……駒王町を離はなれた矢先に襲撃か。まったく、奴やつらはどこから襲ってくるかわかったもんじゃない……っ。

　イリナのお父さんの病室前に集う俺たちのもとに、二つの影かげが近づく。──リアスとアザゼル先生だった。

「ごめんなさい、大事なときにいなくて」

「事情は聞いた。クリフォトの対処と紫し藤どう局長の解げ毒どくについて、教会側と協議してくる」

　先生はそのまま廊下の奥へと消えていった。

　リアスに現場で起きた事の顛てん末まつを話していると、病室からシスター・グリゼルダと医師が出てきた。皆みんなの視線が集中する。その場を一礼して離れる医師。シスターが俺たちに言った。




「……局長の体には、現在、邪龍から受けたと思われる毒が入り込んでいます」

　それを受けてドライグが皆に聞こえる声で言葉を発する。

『八や岐またの大おろ蛇ちの毒か。厄やつ介かいだな。サマエルの毒ほどじゃないが、凶悪だ。放っておけば数日と保もたずして魂たましいまで毒に汚染されて息絶える。解毒ができるのも限られた術者か、施し設せつのみだろう』

　ドライグのはっきりとした言葉にシスターもうなずく。

「はい、ですので、局長をこのあと、天界にお連れするつもりです。天界の解毒法ならば、たとえ八岐大蛇の毒であろうとも治すことができましょう。──ただ」

「ただ？」

　聞き返す俺にシスターが病室の扉とびらを開ける。

「その前に局長からお話があるそうです」

　俺たちは顔を見合わせたのち、入室していく──。







「パパッ！」

　横たわる父親を見て、イリナが飛びついた。

「……ごめんなさい。私、ミカエルさまに選ばれたのに……天使になれたのに、パパを守れなかった……」

　涙なみだながらに懺ざん悔げする娘むすめを父親は愛いとしそうに抱く。

「ハハハ、イリナちゃんは悪くないよ。それにまるで死んじゃうみたいな雰ふん囲い気きはやめておくれ。パパはこのあと天界で治ち療りようを受けるのだから、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　娘を励はげますよう、あやすようにするイリナのお父さん。……毒が体に回っているせいか、顔中びっしり浮うかぶ脂あぶら汗あせが辛つらさの度合いを物語っている。……肌はだの色も黒く変色している部分も出てきていた。腕うでに繋つないでいる点てん滴てきから、毒の進行を抑える薬が流れているのだろうが、この様子だと焼け石に水なのだろう。

　イリナのお父さんは俺たちを見み渡わたしたあと、重い口を開いた。

「……天界へ行く前に少しだけお話ししたいことがります。先ほど襲撃してきた彼のことについてです」

　……八岐大蛇を宿す天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ、それを所有した男性。

「……彼は八や重え垣がき正まさ臣おみ。教会でも名うての戦士であり、かつて私の部下だった男です」

「……『だった』ということは現在彼は……？」

　リアスの問いに、イリナのお父さんが答える。

「彼はもう亡なくなっています。……教会側が、彼を粛しゆく清せいしたのですから」

『──ッ！』

　この事実に皆が驚おどろいた！　あのヒト、死んでいるのか……？　じゃあ、どうしてあそこにいる？　そこまで自問した俺だったが、すぐに答えに行き着く。──聖せい杯はいだ。聖杯を使えば、その限りではない。あの男性は聖杯によって、復活した。あの聖せい剣けんも、強ごう奪だつした上で聖杯を用いて邪龍を宿すという改良を施ほどこしたのかもしれないな。

　イリナのお父さんは続ける。

「……教会の役職にある者、つまり司教などに就ついている者たちが襲われているのも皆みなさんはご存じですね？」

　俺たちは首を縦に振ふった。その報告は天界でミカエルさんから受けている。

「彼がやったのでしょう。彼にはそれをおこなうだけの動機がある。そして、殺された者たちは、かつての私の同どう僚りようばかりです」

　…………。

　告げられる事実は、驚くことばかりで、皆は言葉を失っている。……だが、俺はもうひとつ気がかりなことがあった。あの八重垣って男は、どうにも駒王町を知っているような口ぶりだった。……イリナのお父さんはかつて駒王町にいた。無関係じゃないよな。

　一いつ旦たん口をつぐんだイリナのお父さん。リアスが息を吐はいてこう述べる。

「実はね、いまバアル家の関係者が、襲おそわれているの」

『──ッ!?』

　さらに驚く俺たち！　こっちもこっちで重大事件が発生しているじゃないか！　この情報にも俺をはじめ、皆がビックリする！

「……それって、サイラオーグさんのところだよね？」

　俺が訊きくとリアスもうなずいた。

「……バアル家そのものにはまだ被ひ害がい者しやは出ていないのだけれど、現当主のお知り合い──大王派の政治家が襲撃を受けているそうよ。すでに死者も出ているの」

　……なんてこった。よそで大変なことが起きてるじゃないか。

「教会側でも襲撃を受けていて、悪魔側でも犠ぎ牲せい者しやが出ている……」

　木き場ばがそうつぶやくと、イリナのお父さんは天てん井じようを見上げながら言う。

「偶ぐう然ぜんではないでしょう。先ほどの接せつ触しよくは彼自身が関かん与よしていると言っているようなもの。先ほども言いましたが、彼にはそれをおこなうだけの理由がある」

　リアスが問う。

「……この町で何があったのですか？　私は前任者である悪魔が、大王バアル家の縁えん者じや──母方の身内が取り仕切り、教会とのいざこざを起こして解任されたとしか聞いていないのです」

　その言葉に驚きながらも納なつ得とくするかのような面おも持もちとなったイリナのお父さん。

「……なるほど、そちらではそういうことになっているのか。……こちらでも、表向きはそのような説明で済ませていますよ。……お父上か、兄上から、駒王町で起こったことは聞いてはいないのですね？」

「……父は知らないと思います。私にそのような隠かくし事ごとをする方かたではありませんので……。兄は……立場上の都合もあるでしょうから、わかりません。ただ、このあと、大王バアル家からグレモリー家に使者が訪おとずれて、説明があるとだけ……。隠しきれない事こと柄がらが表に出る前に打ち明けるという体ていを感じました。私は眷属を連れに一旦ここへ戻もどったところなのです」

「……そうですか。彼らも話すのですね。ならば、事情は大王側から聞いたほうがいいでしょうね。ただ、私からも少しだけお話ししましょう。彼は……八重垣くんは、駒王町を縄なわ張ばりにしていた上級悪魔の女性と……恋こいに落ちたのです」

　イリナのお父さんは毒に侵おかされ、辛い状じよう況きようにあるにも拘かかわらず、口元を手で覆おおい、大おお粒つぶの涙を流した。

「上級悪魔の女性はベリアル家の分家に当たる方でした。名前はクレーリア・ベリアル。……私たちは、駒王町で、彼らを引ひき裂さいたのです……ッ。……私は、彼に斬きり殺されても一いつ切さい文句は言えないでしょう……ッ！　殺されて当然なのですから……ッッ！……八重垣くん、すまない……っ！　すまない……っ！」

　嗚お咽えつを漏もらす、イリナのお父さん。イリナのお父さんが抱かかえた真実は、俺たちの想像を超こえる代しろ物ものとなりそうだった──。




　　　　─○●○─




　イリナのお父さんが天界に送られたのを確かく認にんしたあと、俺たちは兵ひよう藤どう家の地下にある転移型魔ま方ほう陣じんからジャンプして、グレモリーのお城にたどり着いていた。

　ここに来たのは、グレモリー眷けん属ぞくのフルメンバーと、イリナ。レイヴェルは家で待っていてもらうことにした。できるだけ、当事者以外外したほうがいい案件だと思ったからだ。どうにもバアル──グレモリーの裏事情に絡からむことを聞きそうだからね。

　バアルの使者が来ているという応接室に向かう途と中ちゆう、廊下で俺はリアスに小声で訊たずねる。

「……リアス、ひとつだけ教えてくれないかな」

　うなずく彼女。

「リアスは、クレーリア・ベリアルって女性悪あく魔まのこと、知ってた？」

「……いいえ、私は大王バアルの分家筋に当たる方が前任者と聞いていたわ。いただいていた資料にもそう記されていたし、実際にその方にお会いして駒王町についての経験談も語ってもらっていたの。……すべて、仕組まれていたのね」

　…………。

　リアスが事前に受けていた情報は、すべてねつ造だったってことか。あの地にはとんでもない事情があったってことだけは間ま違ちがいない。しかもベリアル……。それって、あのレーティングゲーム王者であるディハウザー・ベリアルさんの血けつ縁えん者ってことだよな？……まったく、ここに来て駒王町で起きた真実が語られるなんて、タイミング的には最悪なのか、最善なのか、わかったもんじゃない。

　……あの八重垣ってヒトは、リアスのことをバアルの血を引きし悪魔と言っていた。あちらはこちらのことを知っているようだ。聖杯で蘇よみがえらせたリゼヴィムたちが、彼の死後に起こった顛てん末まつ──縄張りの新たな主あるじであるリアスのことを話したのだろうか。

　廊ろう下かを進み、ついには応接室の扉の前にたどり着く。

　リアスがドアをノックして、「お父さま、ただいま到とう着ちやく致いたしました」と告げると、中から「入りなさい」というリアスのお父さんの声が聞こえてきた。

　リアスは扉とびらを開いて、一礼したのち、中に進んでいく。

　俺たちも付き従って、あとに続いた。応接室は、装そう飾しよくの施ほどこされた見事なソファとテーブル、暖だん炉ろが目に入った。

「よく来てくれた」

　リアスのお父さんが立ち上がり、迎むかえ入れてくれる。ソファに座るのは──初老の男性だ。貴族服を着ている。紫むらさき色いろの双そう眸ぼうと、黒い髪かみ。穏おだやかな目つきでもあり、隙すきのない力強さも感じ取れる。……威い厳げんのある雰囲気を全身から放っていた。

　……リアスのお父さんのちょっとした対応で理解してしまう。この男性は、リアスのお父さんよりも上の階級にいる者だ。

　男性は口元を少しだけ笑えませる。

「ごきげんよう、リアス姫ひめ」

　リアスのお父さんが娘に告げる。

「リアス、ごあいさつをなさい。このお方はバアル家──初代当主さまであらせられる」

『──ッ!?』

　その報告にリアスだけじゃなく、皆みんなが一様に驚いた！　バアル家の……初代当主ぅ!?　現当主じゃなくて……初代ッ！　つまり、「バアル」と称しようされる悪魔の源となった方！

　バアル家の初代当主とされる初老の男性はリアスに改めて言う。

「はじめまして、リアス姫。私の名はゼクラム・バアル。まあ、私のことは聖書や関連書しよ籍せきを見ていただければ十分だろう」

「……はじめまして、お話だけは……私も書物で知っております」

　さすがに初代バアルの登場にリアスも若じやつ干かん萎い縮しゆく気味だった。おそらく、完全なる不意打ちだったのだろう。ここに来るバアルの使者も現当主の部下か、眷属が来るものだと思っていた。ところが、姿を現したのは、初代バアルという超ちよう大物！　面めん食くらうのも当然と言えた！　だって、俺ももう言葉もないし！

　初代バアルの視線が俺たち眷属を捉とらえる。

「グレモリー眷属の皆みな々みな。活かつ躍やくは私の耳にも届いている。我が家のサイラオーグともよくしてくれているそうで……礼を述べよう」

　初代バアルは簡潔にあいさつを口にしたあとで、すぐに本題を口にした。

「リアス姫、訊きに来たこととは、あの町にいた……貴き殿でんの前任者について、でよいな？」

　面食らっていたリアスは息を整えたあと、肯こう定ていする。

「……はい。敵の……『クリフォト』に手を貸す者の一人が『天界、そしてバアル家に復ふく讐しゆうする』──と」

　初代バアルはそれを聞き、目を細める。

「ふむ、どこから話したら良いものか……」

　イリナが一歩前に出て初代バアルに言う。

「お願いします。聞かせてください。私のパパ……父も関与していたと聞きました。いま、その父はテロリストに命を狙ねらわれております。あの町で起こったことをお聞かせください！」

　初代バアルはイリナの正体──天使だと気づいたようだった。

「……貴殿は天使か。関与というと、当時の教会から派は遣けんされたエージェント。もしや、紫藤という人間の？」

「はい、私は紫藤イリナ。紫藤トウジは私の父です」

　その名を聞いて、初代バアルは大きく息を吐はいた。

「……これも縁えんか。まったく、サイラオーグの世代になってから、いろいろなことが噴ふん出しゆつしてばかりだ。……前もって訊こう。あの土地と我らの関係についてはご存じかな？」

　リアスが首を縦に振ふる。

「はい、いまはグレモリーの統とう括かつですが、以前──古くはバアル家とグレモリー家の共同地域と聞いております」

　それは俺も初めて聞いた。リアス以前、いや、もっとむかしからあそこはバアルとグレモリーの縄張りだったということか？

「貴殿たちが利用しているものの大半も古くから我らが関かかわっていたのだ。主おもにグレモリーが工く面めんしていたのだがね。駒王学園もしかり。──だが、一時だけあの地を貴族の子息、子女の経験のためにと短期間貸かし与あたえたこともあったのだ。そのなかにあの娘むすめがいた」

　初代大王は貫かん禄ろくのある低い声こわ音ねで静かに語り出した。

　──駒王町は一時上級悪魔ベリアル家の分家出身の女性が縄張りとしていた、と。

　リアスの前任に当たる悪魔だ。もう、その時点でリアスの知っている事情とは異なっている。なんでもその女性はあのゲーム王者ディハウザー・ベリアルさんの従い姉と妹こだという。

　初代バアルは続ける。

「クレーリアの運営は順調であった。どこにでもある上級悪魔が取り仕切る町の様相を見せていたのだ。ところが、偶ぐう然ぜんが重なり、クレーリアは人間の男と通じてしまった。いや、それ自体は咎とがめることではない。悪魔が人間と一時の関係を持つなど、古来、そう珍めずらしいことでもないからだ」

　初代はこう付け加える。

　──所しよ詮せん、我々よりも短命の存在。永生なる悪魔にとって、一時の戯たわむれとして付き合うには十分な素材だ、と。

　しかし、初代の目元は少しだけ険しくなる。

「……ただし、相手が教会側の人間ならば、話は別となる」

　初代の視線がイリナを捉える。

「いまでこそ、この場に天使が同席するということが許されているが、当時では悪魔と教会出の者同士で会合する、ましてや恋れん愛あいをするなど、考えられぬことだ。聖職者を堕おとして傀かい儡らいとするのなら、いいだろう。真しん剣けんに愛し合うなど、禁きん忌きとも言えた。……半年前まで、この席の構図もあり得ないことだったのだが……まったく、今年に入ってから価値観が覆くつがえるようなことばかり起こるものだな」

　苦笑いする初代バアル。イリナが問う。

「……ベリアルの女性と、教会の戦士は……」

「あってはならぬことだ。我々はそれぞれの立場から、二人の説得を試みた。──が、彼らの間あいだ柄がらはすでに深いところにまで行っていた。クレーリアは……遊びを違たがえて、過あやまちに身を投じた。このままでは、特例を許してしまうことになる。強ごう引いんに引き離はなすことが決定したのだよ。それは教会側も同様だったようだ。皮肉にも、敵対していた我々がその時だけは結束したのだ。お互たがいに体てい裁さいを守るという意味合いで。ふふふ、我らも彼らも業ごうの深い存在だとは思わないかね」

　……言葉もない俺たち。……マジかよ、俺が住む町で、俺が過ごしていたであろう時間に、そのようなことが裏で起こっていたとは……。

　リアスが訊きく。

「二人は……亡なくなった。……粛しゆく清せいしたのですね？」

　初代バアルは淡たん々たんと語る。

「結果的にそうなってしまったのだよ。我らは最後まで説得を試みた。──が、業を煮にやした教会側が……いや、我らのほうが先に手を出したのかもしれないが、お互いがお互いの不備を正した」

　結果、あの町を縄なわ張ばりにしていた悪魔は一時的にいなくなった。主あるじを守ろうとした眷けん属ぞく悪あく魔まも同様に始末され、生き残った者も十分な「褒ほう美び」を受け取り冥めい界かいの僻へき地ちに飛ばされたという。

　教会側も身内から不備が出て粛清がおこなわれたとはいえ、人事異動──整理がされる。駒王町の教会にいた関係者はイリナのお父さんをはじめ、事件に関わった者すべてが海外に異動となった。ある者は恩情により役職を得て、ある者は自らの手で仲間の粛清をおこなったため、自己の正義と神への信しん仰こうの狭はざ間まで苛さいなまれて心を崩くずした。

　初代バアルが語るには、おそらくミカエルさんも知らされておらず、教会のなかでもこの事件を知っている者はわずかだろう──と。元教会の戦士たるフリードやあのバルパー・ガリレイもあの地については知らないようだったし、初代バアルの話は的を射ているのだろう。

　……けど、その事件があったせいで、あの町に教会関係者がいなくなり、その隙を突つかれて堕だ天てん使しを迎え入れてしまう結果となったのか……。

　……しかし、なんともドス黒い感情が芽生えそうなほど、残ざん酷こくな話だ。人間と悪あく魔まの恋愛ぐらい……と思ってしまうが、上流階級の世界が俺の想像を超こえたものだというのは承知している。特に和平前の冥界だ。……誇ほこりや血縁関係を重んじる貴族からすれば、塗ぬりつぶしたい汚お点てんだったんだろうさ。

　……なんとも、胸の奥がムカムカする話だが……俺は別の想いにも駆かられてしまっていた。……もし、その事件がなければ、リアスはあの町にこなかったし、アーシアとも出会うことはなかった。結果的に俺たちは出会ったけど、あの男性とベリアルの女性の事件がなければ……。……とても複雑な気持ちになってしまうな。

「…………」

　アーシアも悲しそうでもあり、当とう惑わくもしている、そんな面おも持もちとなっていた。たぶん、いや、間ま違ちがいなく俺と同じ想いに駆られているのだろう。ベリアルの女性とあの剣けん士しの男性の悲ひ恋れんは、もの悲しく、いまのいままで禍か根こんを残してしまったバアル家と教会の者に一言もの申したい。けど、俺たちがあの町で過ごしている楽しい日々は、その事件があったからこそ……。

　──キミたちがいる楽園という名の駒王町は、多くの犠ぎ牲せいの上に成り立った世界だ。

　……あの男性が去り際ぎわに発した言葉が、俺たちに重くのしかかる。

　初代バアルの話を聞いて、リアスのお父さん──グレモリー現当主があごに手をやって静かにうなった。

「……初めてうかがうお話ですな。まさか、娘むすめの縄張りにそのような事案があったとは……。リアスの代になるまであの地をバアル側にお任せしていた面もありましたが、我らも肩かた書がきの上では共に治めていた身です。一言いただきたいところでしたな」

　若干、不満のありそうな声音だと思った。初代バアルは気にも留めず続ける。

「過去をねつ造し、あの地をリアス姫に紹しよう介かいしたことは謝罪しよう。しかし、そのようなことが起こった地だ、早めに後任者を決めねばいらぬ邪じや推すいが飛び交かうことになる」

　瞑めい目もくするリアスのお父さん。

「後任者は、有望な若手が適任だった……ということですな。うちの娘は魔ま王おうルシファーの妹。バアル家の血も宿す。不ふ名めい誉よなことが起きた地を上書きするには、十分な逸いつ材ざいと踏ふまれたと？」

　初代バアルは薄うすく笑えむ。

「たとえ、今回のように明るみになろうとも、有望な若手であるならば、その前に実績を積んで過去の出来事を十分に清算できるだろう。──と思ったのだが、有望すぎて、あの地は三大勢力の和平の場所となってしまった。結果的に上書きとしても、過分すぎるほどであろう」

　……確かに、その思おも惑わくは当たった。いや、当たりすぎた。リアスは、あの地で輝かがやかしい功績をいまだ積み上げている。大物ルーキーの一いち翼よくと数えられるほどとなった。こんなことを言うのもなんだが、事件が明るみなったところで、積み上がった功績を壊こわすことなどできないだろう。すでにあの地は三大勢力が協力する特別な場所と化しているのだから。過去の出来事が発覚しても「今いま更さら」と言われてもおかしくないんだろうな。

　しかし、リアスは首を横に振り、初代に言う。

「当時の政治が絡からんだのでしょうから、それについて私は特に何もありませんわ。けれど、どうして──」

　リアスは怒いかりの感情をできるだけ抑おさえながら続けようとしたが、彼女が発しようとしたものを初代バアルが口にしてしまう。

「どうして、ねつ造したのか？　なぜ、真実を語らなかったのか？　グレモリー卿きようを騙だましてまで──と、そういうことだろうか？」

「…………」

　言いたいことを言われ、リアスは不満げに口を閉とざす。

　初代はかまわず言った。

「私はサーゼクス殿どのには話した。伝わっていなかったとしたら、それは彼の『愛情』だ。それは否定できることではあるまい。いらぬ情報、気苦労をかわいい妹にかけたくはなかった。そうは思えないかね？　彼が我らバアルの意思と妹への愛情の狭はざ間まで葛かつ藤とうしたことについては謝罪しよう。だが、両者の間を取り持ったいい答えだったと私は評価したい」

　その一言に火が点ついたのか、リアスは語気を強める。

「ですが……。けれど！　いままさにそれが噴出して、テロリストの的となってしまいました！　事前に、少しでも知っていれば、何か……何かできたかもしれません。冥界側にも教会側にも犠ぎ牲せい者しやが出ずに済んだかもしれません……」

　それを聞き、初代は豪ごう快かいに笑った。

「はははは、まったくもって若い。私のところのサイラオーグといい、前ルシファーさまのところのリゼヴィム坊ぼつちゃんといい、まるで人間のような理り屈くつで動くものだ」

　ふいに初代バアルの視線が──俺に向いた。

「赤せき龍りゆう帝てい殿どの」

「は、はい」

　不意打ちに話しかけられた俺。初代バアルは口元を笑まして言う。

「──将来、魔王でも、やってみたらどうかね？」

　──っ。

　……予想もつかなかった言葉に俺は返事に困ってしまった。初代は続ける。

「貴き殿でんの人気であるのなら、魔王をやってもおもしろいのかもしれんよ」

「お、俺なんかが魔王なんて……」

　俺のイメージはサーゼクスさまだ。それに近づくことなんて──。

　──だが、初代は堂々と言い放つ。

「──できる。うちのサイラオーグですら狙ねらえるであろうポジションなのだから」

　うちのサイラオーグ「ですら」、か。

「……サイラオーグさんは次期当主ですよね？」

　問う俺に初代バアルは首を縦に振ふる。

「ああ、サイラオーグは次期当主だ。優ゆう秀しゆうで領民からも慕したわれている。──が、その次代当主は彼の弟にするつもりだ。サイラオーグには、当主になったのち、いくつかの功績を与あたえてから魔王か、それに次ぐ役職に移ってもらわないといけない」

　初代はハッキリとここにいる皆みんなに向けて断言する。

「──大王バアルは今も昔も滅ほろびの魔ま力りよくを持った者が、宗家の跡あと取とりなのだから」

　……サイラオーグさんが実力でもぎ取った次期当主の座。けど、それは「一時的」なものってことかよ……っ！　あくまで大王は滅びの力を持つ者が継つぐ──と。

　俺のなかで、サイラオーグさんとのやり取りが蘇よみがえる。俺と死力を尽つくして殴なぐり合った男だ。アウロス学園を守るため、子供たちの夢を死守するため、体を張って邪じや龍りゆうと戦った男だ。魔力がなかろうとも他ほかで補って前に進もうとしている男だ……っ！

「……なんだか、魔王よりも大王って感じに聞こえますね」

　嫌いやみたっぷりの口調で俺は初代に言った。

「イッセー」

　リアスも俺を咎とがめる。──が、初代はにんまりと笑むだけだった。

「リアス姫ひめ、よいよい。──その通りだからね」

　……否定もしないか。

　初代はまた淡々と語る。

「前魔王さま方が亡くなってから、冥界の悪魔を裏から支え続けたのは魔王の一族ではなく、大王家だ。魔王はあくまで『象しよう徴ちよう』に過ぎない」

　魔王も「象徴」と言い放った。古くから生きるこのヒトにとっては、現魔王も子供のようなものなのかもしれない。

「むろん、ただの『象徴』では意味がない。力があり、カリスマ性も兼かね備そなえた悪魔が必要だった。そういう意味でもサーゼクス殿やアジュカ殿は適任だ。彼らもそれをよく理解してポストについてくれている。我ら大王側との話の折り合いも達者だ。こちらとしても理想的な魔王像だ」

　淀よどみなく言葉を紡つむぐ初代を見ていて思うことがある。年ねん齢れいを重ねた古き悪魔ってのは、どうしても生に無む頓とん着ちやくになり、精神的に無のほうに向かうとされている。俺は少なくともそう聞いた。あのリゼヴィムも、ユーグリットに誘さそわれる前は、無機物のようだったと自分で語っていたからな。永ながく生きすぎたため、生への執しゆう着ちやくが薄れるのだろう。

　けど、例外もいる。たとえば、魔ま法ほう使つかいの協会の理事を務めるメフィスト・フェレスさんとか。この初代バアルもまるで「無」を感じさせない。野心が剥むき出だしだ。……やれること、やることが多い悪魔は、いくら歳としを経ても現役を感じさせるのかもしれないな。

　そう俺が感じたように、初代バアルは小さく笑いながらこう続ける。

「リゼヴィム坊ぼつちゃんやルキフグスの忘れ形見が『悪魔』を語ったというではないか。──邪じや悪あくであれと。……ふふふふ、若い」

　俺たちを見み渡わたして、初代バアルは──まるでサイラオーグさんと同じような鋭するどい眼光を放ちながら言葉を発する。

「若き世代の中心になるであろう貴殿たちもよく心しておいてもらいたい。真の悪魔とは、古くから伝わる上級悪魔の血縁者を指す。それ以外は『眷けん属ぞく』──下僕であり、本当の悪魔ではない。『平民』と『転生者』だ。邪悪かどうかは人間や他勢力の価値観によって変化するだろうが、私は邪悪である必要性はないと思っている。この貴族社会を未み来らい永えい劫ごう存続させることが、『悪魔』のすべきことだ」

　……古いしきたりを重要視する大王派のトップらしい物言いだと思った。そうですか、そうですか。悪魔ってのは、純血の貴族のみですか。俺たちや冥めい界かいに住む一いつ般ぱんの悪魔たちを完全否定だ。けど、悪魔が邪悪である必要性はないって意見は……俺も同意だけどね。

　……もうひとつ、わかったこともある。

　自身の思想を語った初代の顔つきは──サイラオーグさんにそっくりだった。このヒトが、サイラオーグさんの先祖であることを痛感させてくれる語りだったよ。想いは違ちがえど、どちらもバアルってことなんだろうな。……いや、サイラオーグさんだけじゃなく、どこか、身近なヒトにも似ているようで──。

　初代は息を吐はいたあと、立ち上がる。

「……ふむ、年とし甲が斐いもなく吼ほえるとは、私も若い者に感化されているようだ。すまなかったね。ただ駒王町のことについて、事情を話すだけだったのだが……年寄りの長話を聞かせてしまったようだ」

　苦笑いする初代バアル。こう述べる。

「バアル派の者が被ひ害がいを受けている件だが、本来ならばこちらの手の者を送り出したいところなのだが、今回はひとつ、キミたち『Ｄ×Ｄ』に任せよう。どうやら、バアル側の動きをうかがっている者がいそうなのでね。下手に動くのは悪手と判断した」

　……なんだか、えらい警けい戒かいしているな。

　初代バアルはこう告げてくる。

「……あの町のことを黙だまっていて、申し訳なかった。──では、私はお暇いとまさせていただこうか」

「ゼクラムさま、お送り致いたしましょう」

　リアスのお父さんが手を差しのばすが、「かまわんよ」と随ずい行こうを断った。

　横を通り過ぎるとき、リアスが初代バアルに告げた。

「私は……ここにいる兵藤一いつ誠せいを愛しています」

　──っ！

　リアスの告白に俺は……不意打ちながらも感動を覚えてしまった。リアス……リアス……っ！　あんな話を目上の存在から聞かされたばかりなのに一いつ切さい怖おじ気けづかず言ってくれるなんて……っ！

　初代も口の端はしをあげる。

「ふむ、それはけっこう。いまはもう種族を超こえた恋こいとやらを否定はせんよ」

　今度は俺のほうに視線を向ける初代バアル。

　よし、俺もリアスが好きだと叫さけんでやるぜ！──と、気合いをいれたのだが。

「兵藤一誠くん。貴殿も私に何か言いたげだ。だが、この場での話し合いはこれ以上は止やめておこう」

　初代バアルは俺の肩かたに手を置く。

「──上級悪あく魔まになるべきだ。話はそれからでも遅おそくはない。昇しよう格かくを果たしたのであれば、リアス姫と共に私の城に顔を出しなさい。バアル領の特産であるリンゴで作ったパイケーキを振る舞まおう。それと私は、我が家の現当主ほど貴殿やサイラオーグのことを嫌ってはいない。むしろ、よくやっていると思っているほどだ。しかしな、私は古い悪魔だ。今更、変化などを求めんよ」

　去り際ぎわ、初代はこう言い残してこの場をあとにする。

「アグレアスはなんとしても奪だつ取しゆしたほうがいい。上級悪魔を目指しているのなら、なおさらだ」

　……初代バアルが去ったあとはなんとも言えない空気が俺たちの間に流れた。……古い悪魔だというのにまるで若者のようにギラついたものも有したヒトだった。一万年生きたとしても抱かかえるものがあれば、叶かなえたい思想があれば、悪魔はあれほどまでにサビつかずに生きられるのか。

　本来、文句のひとつでも言えばよかった事案だったのだが、初代の存在感に気け圧おされた面が多分に強かったと思える。

「あれが初代バアルか。凝こり固かたまっていそうだが……否定しながらも認める、か。旧魔ま王おう派とも違う。……大王派のトップ」

　ゼノヴィアも何か感じるところがあったようだ。

「……怖こわいですし、威い圧あつ的でしたが、吸きゆう血けつ鬼きの貴族よりはマシかなって」

　ギャスパーも思うところはあったようだ。きっと、祖国の純血貴族と照らし合わせていたのだろう。

　俺の横に立つリアスのお父さんが言う。

「伝えきれなかったこともあっただろうが、おそらく、イッセーくんの心中の想おもいはあの方かたには伝わっているだろう」

　リアスのお父さんはまるで息子むすこに言い聞かすように俺に言った。

「イッセーくん、よく覚えておきなさい。あの方が実質的な大王派のトップだ。ある意味で政治的影えい響きよう力はサーゼクスをも上回るだろう。何せ、悪魔創世の時代から冥界を見てきているお方だからね。文字通り、年季が違いすぎる。表の顔がサーゼクスたち四大魔王とすれば、裏の顔があの方ゼクラム・バアルさまなのだよ」

　……大王派のトップか。サーゼクスさまよりも影響力が強い面もある。

　リアスはぼそりとつぶやいた。

「……大王がおこなったことは、大王の血を継ぐ者で決着をつける。私があの地の後あと釜がまに据すえられたのは、そういうことなのでしょうね」

　そこで俺はようやく思い至る。ああ、そうか。俺が初代バアルの顔つき、態度にサイラオーグさんだけじゃなく、身近な者の面おも影かげを感じ取れたのは当然なんだ。

　あの方は、リアスにとっても祖先に当たるヒトなのだから──。




　　　　─○●○─




　初代バアルからの説明を受けて、あのあとリアスのお父さんとも今後の駒王町について、話し合った。まずは、襲おそい来る危機を退けてから、過去を探さぐろうという意見でいちおうの決着を見た。

　事件を知りながらもそのことを表に出せなかったベリアル家（と言っても真実を知っているのは先代の当主とごく一部の者のみであるという。あとの者は「分家のクレーリアが罪を犯おかした」程度の認にん識しきだそうだ）。リアスのお父さんは事情を話してもらうようベリアル家と交こう渉しようする。大王バアル家もそのことを咎とがめる姿勢は見せてこないという。初代が直じき々じきにグレモリー家に赴おもむいたのだから、現当主とそれに従う者も割り込んではこれないだろう。

　まあ、あの八重垣ってヒトは矛ほこを収めないだろうな。バアルの関係者を襲うってことは、次にターゲッティングされるのはリアスという可能性も否いなめない。警戒するべきだ。

　グレモリー城をあとにした俺たちは、一いつ旦たん駒王町に帰り、アザゼル先生をはじめ、仲間たちに初代バアルから聞いた話を伝えた。先生もなんとも言えない表情をしていたが、一言だけ、

「……もう少しリアスを信用して話しても良かったのかもしれんと思う面もあるが……和平前はな、どうしようもない出来事なんて、割とよく起こったよ」

　多く語らないが、先生も先生でいろいろなものを体験してきているのだと思う。

　先生はリアスにこうも言った。

「リアス、サーゼクスを恨うらむなよ。あいつは甘ちゃんだ。兄バカだと言える。──だが、大王派との折り合いでこの町以外、おまえに縄なわ張ばりを与あたえられなかったのだろう。でもな、この町はいい場所だ。駒王学園といい、その他の設備といい、サーゼクスはできうる限りの配はい慮りよを尽つくしたんだと思うぞ」

　リアスは言う。

「わかっているわ。いままで私はこの町で楽しい日々を送った。何の不自由もなく。……それがお兄さまの愛情だったのだと、改めて痛感しているわ。たとえ、過去の事件をねつ造され、真実を語られなかったとしても……私にお兄さまを恨む権利なんて、微み塵じんもないわ」

　いまの駒王学園も、サーゼクスさまがリアスのために下準備してくれていたのだろう。何事もなく、平へい穏おんに高校生活を送れるために──。

　明くる日、俺たちはイリナのお父さんが運ばれた天界の第一天へと移動した。バアルからの説明を受けて、改めて当事者の一人であるイリナのお父さんから話を聞きたかったというのもあるし、あちらもこちらへ渡わたしたいものがあるというのだ。

　第一天の医い療りよう施し設せつは、近代的な様相と、幻げん想そう的な造りが交こう錯さくするようなところで、人間界の電子機器があれば、宙に浮うかぶ寝しん台だいなどもあって、冥めい界かい並に文化が入り乱れていた。これも現代の悪魔同様、便利なものは人間界からも取り入れようという試みなのだろう。

　イリナのお父さんの病室に通された俺たち。昨日の今日だが、毒はかなり和やわらいだようで、顔色もいいし、体に現れていた黒い症しよう状じようも薄うすれてきている。解げ毒どくは快方に向かっているようで安心した。

　俺たちはイリナのお父さんに冥界で聞いたことを話す。イリナのお父さんはただ黙って俺たちの報告を聞いていた。

　上半身だけ起こしたイリナのお父さんが皆みんなに言う。

「……我々は最後まで八重垣くんの説得を続けました。当時の概がい念ねんでは……いや、いまでも根強いとは思うが、悪魔と信徒の恋れん愛あいは許されるものではありませんでした。しかも相手は分家とはいえ、上級悪魔ベリアルの者……。ベリアルそのものと敵対してしまうことになる。しかも現ベリアルといえば……」

「レーティングゲームの王者ディハウザー・ベリアル──。その実力は魔王と並ぶと称しようされます」

　リアスの言葉にイリナのお父さんはうなずく。

「……もし、失敗すれば、皇帝エンペラーベリアルが出てきてしまう。そうなれば、小こ競ぜり合いでは済まなくなるかもしれない。……だが、どうにもそれは悪魔側も同様だった。──バアル派の悪魔が接せつ触しよくしてきたのです」

　──協力しよう。こちらも穏おん便びんに済ませたい。

　戦争をしたくないのは、悪魔側も同じだった。だから、教会側──イリナのお父さんたちとバアル派の悪魔は裏で一時的な協力関係を築いた。これは初代バアルが口にしていたことでもある。

　結果、他者に知られることなく、内々に『反逆者』を始末することに成功した。

　イリナのお父さんは悲ひ愴そうな面おも持もちでイリナに言う。

「……イリナちゃん、パパはね。とてもとても手が汚よごれているんだ。天使のイリナちゃんの父親を名乗ることができないぐらいに汚れているんだよ……。……黙だまっていて、悪かった。パパが不ふ甲が斐いないばかりに、イギリスに移ってしまった。もっとうまく生きることができれば、イッセーくんと離はなれることなんてなかっただろうに……本当にすまなかった」

　謝る父親にイリナは首を横に振ふる。

「……やめてよ、パパ。私だって……戦士なんだよ。そのときのパパがどうしようもなかったって、わかるもの……。……パパだって、辛つらかったんでしょう？　だから、謝らなくていいよ……。私、パパを守るわ。パパが過去に罪悪感を抱いだいていたとしても、私はパパを守るしかないもの。──だって、家族だもん」

「…………イリナ」

　娘むすめの言葉にイリナのお父さんも目元を手で覆おおっていた。イリナ同様戦士出身であるゼノヴィアもただ瞑めい目もくしていた。

　……俺もアーシアと出会ったばかりの頃ころは、リアスに「教会の者に関かかわるな」と言われていたもんな。

　リアスがイリナのお父さんに言う。

「過去の出来事は……当時の両陣じん営えいの事情があったとはいえ、悲しい出来事です。だからといって、クリフォトの力を借りてテロ活動をしている以上、捨て置くわけにはいきません。──止めます。どんな結果になろうとも、いま止めないと悲劇と憎ぞう悪おは増えていくだけですから」

　リアスの強い覚かく悟ごに俺たちは応じてうなずいた。

　イリナのお父さんもそれを受けて、涙なみだをぬぐい、イリナに告げる。

「実はね、マイエンジェル。パパは、クリスマスの企き画かくだけのために、来日したわけじゃないんだ。イリナちゃんに渡したいものがあったから、来たのだよ」

　言うなり、イリナのお父さんはベッドの横に置いてあった大きめのケースを取り出した。イリナに開けるよう促うながしてくる。ケースを開けるとそこには──。

「これは──」

　中身を取り出すイリナ。それは……静かに聖なる波動を放つ、一ひと振ふりの剣けんだった。

　イリナのお父さんが言う。

「デュランダルの持ち主だったパラディンのローラン。そのローランの親友であり幼おさな馴な染じみであったパラディンのオリヴィエが持っていた剣──オートクレール」

　──聖剣オートクレール！

　デュランダルの持ち主の親友が持っていた剣！　なんか、ゼノヴィアとイリナの関係から、運命的なものを感じてしまうな！

　イリナのお父さんが続ける。

「真に清き者以外は触ふれられないとされた剣だ。その特性は、斬きった者の心すら、洗い直してしまうとされる。適性の結果、イリナちゃんが一番適していると結論づけられた。もちろん、天使になったことが因子の力を後押ししたようだけどね。それに、デュランダルを持つゼノヴィアさんの相棒を長く務めていたのも作用したのだと、研究者は言っていたよ」

　そう言われて、お互たがいに見つめ合うゼノヴィアとイリナ。イリナがその剣に触れることが可能なのは、適性を得たということを意味しているのだろう。

　イリナのお父さんが言う。

「……イリナ。これで、八重垣くんを止めてくれ」

　聖剣を受け取り、強い眼めでうなずくイリナ。

「パパ……ありがとう！　私、あのヒトを止めるよ！」

　ようやく笑えみを見せるイリナのお父さん。

　その後、二、三、会話のやり取りをしたあとで、報告と見み舞まいも終わり、皆が退室していく。

　ふいにイリナのお父さんが俺に言った。

「……申し訳ないのだが、イッセーくんだけ残ってもらえないだろうか。話したいことがあるんだ」

　そう告げられた俺は、視線でリアスと無言の合意をして、部屋に残った。

　……俺だけに話したいこと？　何だろうか……。

　二人っきりになった室内。イリナのお父さんが一いつ拍ぱくあけたのち、口を開く。

「……イッセーくん、天使となったイリナちゃんはその特性上、普ふ通つうの女の子としての生活はできない。天使は純白で、清せい楚そであることが必然なのだからね。しかも天使長ミカエルさまのＡエース。二度と普通の女の子には戻もどれない」

　……イリナはそういう顔を見せないけど、ミカエルさんのＡエースって、すごい役職だよな。十七歳のイリナが背負うには大きいものなのかもしれない。

　イリナのお父さんは厳しい言葉を言ったあとで微笑ほほえむ。

「──でも、例外を得られた。あの子はキミの前でだけ、普通の女の子になれることを許されたんだ」

　イリナのお父さんは俺の手を取り、懇こん願がんした。

「イッセーくん、どうか、イリナを大事にしてあげてほしい。あの子は……幼い頃から私の……教会の思想に触れて育った娘だ。女の子として知らないことが多い。それを得られる機会があるのなら、どうか……どうか、見せてあげてほしい。感じさせてあげてほしい。イリナとキミなら、きっと思想や立場を超こえて、仲良くできると信じているよ」

「おじさん……」

　イリナのお父さんは止めどなく涙を頬ほおに伝わせた。

「……どうして、こんな簡単なことを私は八重垣くんと彼女に言ってあげられなかったんだ……。たとえ、それが私たちのルールに反していたとしても……。どうして、私は……何もできなかったんだ……」

　手を重ねる俺。イリナのお父さんに言う。

「おじさん、俺は……イリナが何者であろうと、自分の大事な幼馴染みの……大事な女の子だと思ってます。だから、俺はずっとイリナと笑いあえますよ」

　イリナのお父さんの目から、何度も何度も涙がこぼれていった。

「……ありがとう……っ。ありがとう……っ」

　そうさ、俺が悪あく魔まであろうと、イリナが天使であろうと、これからも絶対に笑いあって過ごしてやる。







「イッセーくん、ちょっといいかな」

　病室を出たあと、第一天の休きゆう憩けい所でひと息ついていた俺をイリナが誘さそった。

　背の高い建物の屋上。そこからは第一天の風景が一望できた。本当、天使の前線基地とはいえ、人間界や冥界の都市部のように建物がずらりと並んでいる。空には宙を飛ぶ建造物。作り物の輪っかをつけているとはいえ、天使の世界にいると俺も天使になれるのかなって幻想を抱いてしまう。ま、スケベな俺には天使なんて似合わないけどさ。

　屋上の手すりに身を任せながら、イリナが訊きいてくる。

「ねえ、イッセーくん。ちょっと前に話したこと、覚えてる？　私、リアスさんのことがわかってきたってこと」

「ああ、二人は俺の子供時代のことを話しているうちに仲良くなっていたってのだろ？」

「私ね、あの町に戻ってから、リアスさんや元同どう僚りようのゼノヴィアだけじゃなくて、アーシアさんとも、朱あけ乃のさんとも、小こ猫ねこちゃんとも、木場くんとも、ギャスパーくんとも、ロスヴァイセさんとも、レイヴェルさんとも、桐生きりゆうさんや学校の皆とも仲良くなれた。そう、龍りゆう神じんのオーフィスさんともお友達になれた」

　うん、イリナはいろんな者とすぐに打ち解け合える。ヴァーリチームのあの近寄りがたいアーサーにも気軽に話しかけていた。一種の才能なのだと思う。

「わかってるよ。イリナはなんだかんだでいろんなヒトと分わけ隔へだてなく仲良くなれているよな。あの自然な接し方、俺も見習いたいよ」

　しかし、イリナは表情を陰かげらせる。

「……本当は、心のなかで『このヒトと仲良くなれるのかな？』って心配と不安ばかりよ？　けれど、私は大天使ミカエルさまのＡエース。誰とでも隔てなく接することができないといけない。私は……ミカエルさまの慈じ悲ひを少しでも体現しなくてはならないのだから」

　ミカエルさんのＡエースを体現、か。

「……でもね、ひとつだけ思うこともあるの。もし、あのとき、私もゼノヴィアと共にあの町に残って、悪魔になっていたら……いまと違ちがったのかなって。もっと、オカ研の皆と仲良くなれたのかなって」

　……そういう可能性、未来もあったのかな。

「イッセーくんは悪魔で、私は天使。少し前まで、お互い人間だったのに、いまは種族が違うね」

　本当、俺は四月まで人間で、イリナも夏頃ごろまで人間だったのにな。

　……種族が違う、か。たぶん、イリナは駒王町で起きた過去の悲ひ恋れんを気にしているのだと思う。異種族の間の出来事──。それに悪魔である俺と、天使である自分を重ねているのだろう。

「ああ、でもな。俺はイリナが天使だろうと、かまいやしないんだ。幼馴染みなことも変わりはしないし、駒王学園でクラスメイトってのも今後覆くつがえりゃしない」

　俺はイリナに正面からそう言ってやった。あの事件を知ったからこそ、どうしても言いたかった──。

「──禁じられたもんなんか、俺とイリナの間には無いってことさ。いや、禁じられたとしても、俺はイリナと幼馴染みだ。もし、イリナがピンチになっても絶対に助けに行くだろうしな」

　それを聞いて頬を赤く染めてうれしがるイリナだったが、途と端たんに顔をうつむかせた。

「……もし、私とリアスさんに危険が及およんだら、どっちを助けてくれる？」

「どっちも助けるさ。そのために俺は強くなろうと必死こいてんだから」

　即そく答とうする俺。当然のことだ。俺は、リアスもイリナも助ける。当たり前じゃないか。大切な存在なのだから──。悪魔だからとか、天使だからとか、そんなの一いつ切さい関係ない。

　イリナは声を震ふるわせる。

「……私、卑ひ怯きようだね。……そう答えてくれるって、わかっていたのに意地悪して訊きいたの。でも……でも、いまの私はそれでも訊きたかったから……っ！」

　涙なみだ声ごえ……。俺は無言でイリナを抱だき寄よせた。

「いまさっきイリナが言っていたこと、答えるよ。イリナがあのとき、悪魔になっていたとしても、いま天使だとしても、俺たちの仲に変わりはなかったさ。──俺は、この先何が起ころうともイリナの味方だよ」

　むせび泣くイリナ。声を震わせながら俺を強く抱きしめてくる。

「……卑怯なのは、イッセーくんだったんだね。そんなの言われちゃったら……ダメじゃん……っ。……私、そばから離はなれられなくなっちゃうよ……っ！」

「じゃあ、いろって。──また笑いあおうぜ」

「……うん。……うんっ！」

　悪魔と天使がずーっと仲良しでもいいじゃないか。

　それが許された時代を俺たちは過ごすことができているのだから──。




　　　　─○●○─




　人間界から上がってきたグリゼルダさんと話があるとして、リアス、朱乃さん、イリナが席を外している間、残ったオカ研メンバーは第一天にある広場──公園のような場所で休憩していた。

　そこで、アーシアが新たに契けい約やくした四体のドラゴンを龍門ドラゴン・ゲートから出現できるか試ためしていたんだ。アーシアが四体の黒いドラゴンに言う。

「いいですか、アンセルムスさん、キュリロスさん、グレゴリオスさん、シメオンさん。天界ではお行ぎよう儀ぎよくしていてくださいね。あと、皆みなさんのことを少しだけ調べたいそうですから、天使の方々の指示に従ってください。怖こわいことは一切しないそうですから、何も心配はありませんよ」

『……リョーカイ』

『ギョイ』

『オーケイ……』

『ダー』

　天使の研究者数人が、恐おそる恐るアーシアが呼び寄せた邪じや龍りゆうを相手に調査を始めていた。

　その光景をゼノヴィアが感かん嘆たんの息を漏もらしながら言う。

「……量産型とはいえ、邪龍を手て懐なずけるなんてな」

　そう、あのファーブニルがおこなったパンツ料理教室は、あろうことか、量産型の邪龍を四体ほど改心（？）させることに成功したのだ！

　主おもに料理風景に号ごう泣きゆうして拍はく手しゆを送っていた邪龍たちが、アウロス学園防衛戦のあとで、アーシアのもとに近づいてきた。驚おどろくべきことに邪じや気きは一切消失していた。この結果にアザゼル先生も呆あつ気けに取られていたのが記き憶おくに新しい。

　……邪龍すらも手懐けるアーシア。……なんだか、すごいことになってきてるな。邪龍たちのあのアーシアを見つめる安心しきった眼ときたら……！　アーシアも聖母のような微笑みで邪龍たちを撫なでている。ちなみに名前はキリスト教の歴代の聖人から取ったそうだ。邪龍に聖人の名前！　敬けい虔けんなのか、罰ばち当あたりなのか……。

　小猫ちゃんが言う。

「……話では、ドラゴンの世界ではアーシア先せん輩ぱいの名前が広がりつつあるそうです。あのファーブニルと契約を結んだ悪魔の少女ということで」

　マジか。ドラゴンたちって、基本俗ぞく世せに関かん与よしないことで有名なんだよな。そのドラゴンたちの関心を集めるって相当なことじゃないのか……？

　木場も続く。

「僕がアザゼル先生から聞いた話だと、邪龍を手懐けたことで、アーシアさんの名は飛ひ躍やく的にドラゴンたちの間で広まるだろうって。過去に邪龍を何体も使し役えきしたのは、悪神や邪じや神しんの類たぐいだけだからね」

　……アーシアちゃんは神のような才能を発揮していると!?　俺の自じ慢まんを超えて、神の領域に入りつつあるのかな……。

　ロスヴァイセさんも言う。

「いまはリゼヴィムが邪神や魔ま神じんのようなことをしていますが……。だとしてもアーシアさんの龍りゆう使つかいの才能は抜ぬきん出でているということでしょう」

　将来的に伝説の龍使いとして名を残しそうだな……。いや、現時点でもかなりすごいことをしているとは思う。

　アザゼル先生もアーシアに頼たのんで量産型の邪龍について研究をおこなっている。

　……まあ、アーシアを称しよう讃さんしたロスヴァイセさんのほうも大分すごいんだけどな。例の６６６トライヘキサの封ふう印いんについて、ロスヴァイセさんが過去に立てた論文も調査が進んでいる。現在、封印術式の構築をグリゴリと共に進めているところだそうだが、このままいけば強力な武器のひとつとしてクリフォトに強く出られると先生から聞いた。……むろん、完全に封印が解けた場合、どこまで通じるかは未知数だという。今後の研究が鍵かぎを握にぎる。

　ふとゼノヴィアが口にした。

「……いいな、アーシアは」

　羨うらやましげに邪龍を見ているゼノヴィア。アーシアが頬ほおを染める。

「そ、そんな……。ゼノヴィアさんも私と一いつ緒しよにドラゴンさんと契約する術を学びませんか？　ゼノヴィアさんもきっと素す敵てきなドラゴンさんと──」

「いや、そうじゃない。アーシアは皆みんなから愛される。その誰からも敬愛される姿が、私も欲ほしいと思えたんだ」

「ゼノヴィアさんは私よりもずっと魅み力りよく的な方かたです！」

　アーシアの言葉にゼノヴィアは微笑ほほえむ。

「ありがとう。けれど、私はもっともっと自身を磨みがかなければ年明けの生徒会選挙に勝つことなんてできないだろう」

　そうだ、年明け早々生徒会総選挙だよ！　いろいろ起こってばかりだから、学校行事をつい忘れがちだ。

　俺がゼノヴィアに言う。

「そういえば、選挙には現生徒会メンバーも立候補するんだったな。……匙さじは副会長に立候補だったか。会長職より副会長になって、会長を支える役のほうが性しように合ってるって言ってたな」

　あいつは根っからのサポーターなんだなって思った。けど、それが自分の実力を出せるポジションだってのもわかってるんだろうな。

　イリナが続く。

「会長に立候補したのは、『僧侶ビシヨツプ』の花はな戒かい桃ももさんよね。彼女の堅けん実じつな構想と、これまで裏から生徒会を支えてきた実績は生徒から強い支持を得そうだわ」

　あまり目立たないけど、花戒さんは常に会長のそばにいて、生徒会を見てきている。ゼノヴィアの選挙のライバルとして立ちふさがりそうだ。

　ゼノヴィアが言う。

「一いつ般ぱん生徒からも立候補者は何名かいる。ライバルは多いな」

　そう言うけど、メラメラと瞳ひとみが闘とう志しで燃え上がっているじゃないか！

　ふいに気になったのか、イリナが訊きいてくる。

「……悪あく魔ま以外の子が仮に当選したら、生徒会の運営的にどうするの？　主おもに私たちの正体について。……いちおう、伝えるとか？」

　木場が答える。

「そのあたりはリアス部長とソーナ会長でいろいろと考えているみたいだよ。まあ、それを含ふくめて今度の生徒会選挙はおもしろくなりそうだよね」

　俺も木場同様、どうなるかワクワクしている面もある。もちろん、ゼノヴィアに勝ってほしいけど、ソーナ会長が率いた生徒会の後あと釜がまがどうなるかマジで予想がつかなくて好こう奇き心しんを煽あおってくれる！

　アーシアがゼノヴィアに飛びついた。

「私はゼノヴィアさんのお手伝いをします！」

　イリナも腕うでに絡からみつく！

「私もよ！　ゼノヴィアを絶対に当選させるわ！　まずはマニフェストと配るチラシの内容構成を年内のうちに話し合ってしまいましょう！」

　それを聞いてゼノヴィアが感かん涙るいしていた。

「うぅ……私はいい友達を持った！　心強すぎて涙なみだが出る！」

「ゼノヴィアさん！」

「ゼノヴィア！」

「ああ、アーシア、イリナ！」

「「「アーメン！」」」

　おおっ、教会トリオが天で祈いのりを捧ささげてる！

　木場が和なごやかに笑みを見せていた。

「僕たちも応おう援えんかな。同じ部員で、眷けん属ぞくだものね」

「ですね」

　小猫ちゃんもうなずいていた。

　──と、ふと気になったのでこの際これも訊いてみる。

「なあ、木場、小猫ちゃん。二人んところの魔ま法ほう使つかい契約はどうなってんの？」

　俺はルフェイと契約したけど、仲間はどうなのか。短期間で契約を結ぶとか、聞いてたけど、実際どうなんだろう。最近、忙いそがしすぎてその辺訊いてなかったので、改めて訊いてみる。

「短期で取ったよ」

「……私もです。あと、朱乃さんもです。部長、アーシア先輩、ゼノヴィア先輩、ギャーくん、ロスヴァイセさんはまだだったはずです」

　と、木場と小猫ちゃんが言った。

　あ、木場と小猫ちゃん、短期で取ったんだ。朱乃さんが短期で契約したのは知ってた。──で、他ほかのメンバーはまだ、と。

　さらに気になったので問う。

「で、木場と小猫ちゃんの相手はどんなの？」

「僕は男の子の魔法使いかな。まだ小学生ぐらいなのに飛び級らしくてさ。かなり若くて優ゆう秀しゆうな子だよ」

「……私は同い年の女性です。かなりイケイケでした」

　木場と小猫ちゃんはそう答えてくれる。

　木場の奴やつ、相手は男かよ！　女の子にしとけって！　しかも小学生の男子か……。それで、小猫ちゃんはイケイケの女性。同い年っていうと、高校一年生ぐらいか。そっちは気になるな……。ちなみに朱乃さんは、おとなしい魔ま女じよっ子と契約したって言ってた。

　うん、早く皆と魔法使いについてトークしたいね。けど、契約相手のルフェイは優秀な子だから俺を放ほうっておいてもいい結果を残してくれそうで、逆に気が引けそうだ。ここにレイヴェルがいれば、気が引けるなんて口にしたら怒おこられるな。とうのレイヴェルは人間界でお留守番中だ。

　……リアスたち、ちょっと遅おそいなぁと手元の時計を確かく認にんしていたときだった。

　──ッ！　天界が大きく揺ゆれる！

　地じ震しん!?　と思ったが、ここはお空の上だ！　地が揺れるはずもない！　皆も一様に不審に思ったのか、一いつ斉せいに辺りに視線を走らせた！　アーシアの邪龍を調べる天使たち、道を行き交かう天使たちも仰ぎよう天てんしている様子だった！　天が揺れるなんて、天使も想定外のことが起こったに違ちがいない！

　途と端たんに空一面に警けい戒かいを知らせる赤い天界文字が点てん滅めつを繰くり返かえしながら幾いく重えにも大きく飛び交い出した！

「──なんだ!?」

　驚く俺たちのもとに、警備の天使が走り寄ってくる。

「……邪龍が、クリフォトが天界に攻せめてまいりました……ッ！」

　その報告に俺たちは戦せん慄りつした──。







　Life.3　Ｄ×Ｄデイーデイー、天界でも出しゆつ撃げきです！







　第一天にある作戦司令室に集まる俺たちＤ×Ｄ。リアス、朱あけ乃のさん、イリナ、シスター・グリゼルダ、第一天に待機していた『御使いブレイブ・セイント』の面々も集合して、台を囲む。

　中央の台には、立体映像で各層の様子が映し出されている。

　……本当に、邪じや龍りゆうが天界で暴れてやがる！　第二天、第三天、第四天に敵が攻め込んでおり、天使の兵団と激しい攻こう防ぼう戦せんを繰り広げている。

「敵は第三天──信徒の魂たましいが行き着く場所である『天国』から侵しん入にゆうしたようです！」

『御使いブレイブ・セイント』の一人がそう報告をくれる。映像に──巨きよ大だいな空中都市が映し出される！　いくら第三天──天国が天界一広大だからって、冥めい界かいの浮うき島しまがそのまんま乱入かよ！　アグレアスからは邪龍の大群が湧わいてきていた！　本当に奴らの根城と化してやがる！

　さらに映像に、俺たちと相対した強敵の姿も映されていた！

「……ラードゥン、紫し炎えんのヴァルブルガ、クロウ・クルワッハまで！」

　そこに映されていたのは、天使を打うち倒たおしていく邪龍ラードゥンと聖せい十じゆう字じ架か使いの魔女──ヴァルブルガの姿！　あいつら、好き勝手に天界で大暴れしてんぞ！

　唯ゆい一いつ、クロウ・クルワッハだけは天使の攻こう撃げきをいなすだけで積極的に攻撃は仕し掛かけていなかった。……興味なさそうに作業的な戦せん闘とうをおこなっているだけだ。

　映し出されてる映像に俺が言う。

「いったい、クリフォトはどうやって天界まで入ってこられた……？　さすがに冥界のときほどのゴリ押しでどうにかなるもんじゃないだろう？」

　天界へ入る手段なんて、限られているんじゃないか？　冥界ほど、侵入できるパターンは多くないと耳にしたことがある。

　疑問を口にしていた俺だったが、台の一角に見知ったヒトの映像が出現する。

『──冥めい府ふサイドだろうな』

　現在地上にいるアザゼル先生からだった！　リアスが訊く。

「アザゼル、そっちはどうなの？」

　先生は首を横に振ふった。

『ああ、ダメだ。天界への入り口がこっちからも閉じていてな。増ぞう援えんは送れない』

　そう、先生が言うように、なぜか、天界と人間界を繋つなぐ門が閉じてしまっていた！　こちらから開けることができず、あちらからも無理とされてしまった。

『原因は不明か？』

　先生の問いにシスター・グリゼルダがうなずいた。

「はい。現在、セラフの方々が原因を究明されておりますが、それ以上に第七天への影えい響きようを抑おさえようと尽じん力りよくされていまして……。同様に天界の全エレベーターも機能が停止中です」

　この想定外の事態に天界の上うわ役やくたちは、『システム』がある最上層──第七天への守護結界を強化していた。何せ、上に攻め込まれたら、本当にアウト。神器セイクリツド・ギアはもちろん、天界及および宗教の根底すらも崩ほう壊かいしかねない。そんなことになったら……！　想像もしたくないぜ！

「先生！　冥府って……」

　俺が先生に訊く。

『もし、この天界に入り込めるとしたら、手段は限られる。おまえたちのように正規に門をくぐるか、死後に教会の使徒として迎むかえ入れられるか。もしくは他から上がってくるか』

　それを聞いてシスター・グリゼルダが何かに気づく。

「──辺へん獄ごくと煉れん獄ごく！」

　先生がうなずいた。

『ああ、天国とも地じ獄ごくとも違う、信徒が死後にたどり着く場所だ。辺獄も煉獄も特とく殊しゆな事情を抱いだいたまま亡なくなった者のために用意された。どちらも行き着いた者は身を清めたのち、天国に誘いざなわれる。そう、どちらも天界に入れる扉とびらがあるのさ。──知っているか？』

　先生が皆みんなを見み渡わたしながら言う。

『辺獄や煉獄、それらを教会では──「ハデス」とも言う。聖書の神は、冥府を参考にして、辺獄と煉獄を定義したとされる。……これはあくまで推測だが、冥府の神ことハーデスの野や郎ろうは辺獄か、煉獄か、そこに侵入できる方法を知っていた、あるいは編み出した可能性がある』

　一名の天使が報告を持って現れる！

「報告です！　煉獄から第三天へ通じる扉が破は壊かいされているとのことです！」

　──ッ！　先生の予想が当たってたってか！

　……なんてこった。ここに来て、あの骸がい骨こつ神が絡んでくるのかよ……っ！　あの神さまがクリフォトに協力したと？　あり得うる！　あの神さま、悪あく魔まや堕天使を嫌きらってた！　当然、他勢力たる天界も嫌っているだろう！　いくらクリフォトの中心が前ルシファーの息子むすこだろうと、こちらへの嫌がらせのためなら、テロリストに力を貸しそうだ！

　シスター・グリゼルダが言う。

「……聖せい杯はいで復活したであろう伝説の邪龍の一体──アポプスが冥府に降りたという報告は受けてました」

　リアスがあごに手をやる。

「伝説では、アポプスは冥府──地獄と関連性が強いドラゴンの一体とされているわ。冥府に降りたとしても不思議ではないけれど……ハーデスがただで協力するかしら。悪さをして、お兄さまやアザゼルに『次はない』と警告をされたばかりなのに……」

　英えい雄ゆう派に協力したことで、ハーデスはサーゼクスさまとアザゼル先生の怒いかりを買った。ミカエルさんも相当遺い憾かんだったというし、そう簡単に二度目の悪行を堂々とおこなうなんて軽けい率そつだとは思う。

　先生が言う。

『……ユーグリットから聞き出せた最新の情報でな、復活させた伝説の邪龍のなかでリゼヴィムの支配を受け付けなくなってきたものが出てきているそうだ。それが、クロウ・クルワッハ、アジ・ダハーカ、アポプスの三体。どいつも化け物クラスだ。奴らは……リゼヴィムと取り引きをし始めていると言っていた』

「……取り引き？」

『ああ、リアス。──「条件を吞のめば、解放してやってもいい」とな。内容は詳くわしく知れなかったが、おそらくその取り引きとは「どの勢力でもいいから神クラスの存在と契けい約やくしろ」というものだろう。他の二体はわからんが、少なくともアポプスはハーデスと契約を結んだ。そこから、アポプス経由でハーデスから天界への侵入経路を得た──と俺は見ている』

　…………んなことが許されるのかよ……っ！

　俺が先生に叫さけぶ。

「じゃ、じゃあ、あれですか!?　クリフォト的には『アポプスたちは解放した』とか『逃にげ出した』とか理由つけて、勝手に神と契約したとでも言い訳を!?　んで、ハーデスもハーデスで逃げ出した邪龍と契約しただけで、クリフォトには協力していないと!?　んな言い訳、通じるわけがないでしょ!?　あまりにも無茶苦茶だ！」

　間に邪龍が入ったからって、クリフォトとハーデスの協力が許されるわけがない！

　怒いかる俺に先生は目を細める。

『……わかっている。──悔くやしいが、いまはそれを追及している場合でもない。俺たちはこっちから、天界の門をどうにか開けようと思う。そちら側からも開門できるよう試みてくれ』

　先生の言葉に『御使いブレイブ・セイント』たちがうなずき、動き出す。

「奴やつらの目的はなんだ……？」

　ゼノヴィアが眉まゆ根ねを寄せて口にする。

「最上層の『システム』でしょうか？」

　アーシアがそう言うが、先生は首を横に振る。

『そう簡単には行けんよ。あそこは基本的にセラフ以外が足を踏ふみ入ることができない。異物が入り込むと、別の場所に強制転移させられるのさ。それこそ、神の御み業わざとも思える強力な転移をくらっちまう。それでも奴らは何をしでかすかわからない。ミカエルたちが最上層への守りを固めるのは当然だろう』

「まるで経験があるみたいですね」

　俺が言うと、先生は肩かたをすくめた。

『ま、むかし、神に黙だまって踏み入ろうとしたら、人間界の僻へき地ちに吹ふっ飛とばされてな。ちょっと、神器セイクリツド・ギアのシステムを見ようとしただけなのに、あの神ときたらケチでなぁ……』

「じゃあ、クリフォトの目的は天界本部のある第六天？」

　俺が次の可能性を口にするが、それも先生は否定した。

『……行ってどうする？　セラフでも全ぜん滅めつさせるか？　まあ、それができれば大だい金きん星ぼしだろうが、セラフメンバー全員と相あい対たいすればリゼヴィムや邪龍どももさすがに無事に済まないだろうよ』

「目的の階層があるってことですか？」

『ああ、いくら奴らでもいまの戦力で上れる階層は限られるだろう。……第三天か、第四天、バベルの塔とうの関係者が囚とらわれている第二天って線もあるが……』

「先生がいたっていう第五天は？　いまは研究施し設せつがあるんでしょう？」

『「御使いブレイブ・セイント」のカードでもゲットしにいくってか？　ま、興味がないわけでもあるまい。あそこは天界で現行している研究もあるだろうからな』

　先生がシスター・グリゼルダに訊きく。

『……グリゼルダ、第三天にある生命の樹きと第四天ことエデンの園にある知ち恵えの樹はいまどうなっている？』

「……どちらも樹自体は健在ですが、実は久しく生なっていません。主が亡くなられて以来、果実の生育は止まったままです」

　それを聞いて先生は考え込む。

「……先生？」

　俺が訝いぶかしげに問うが、先生は独りごちる。

『生命の樹の逆位置となる「クリフォト」。それを名乗る奴らだ。狙ねらっていてもおかしくはない。あれらの実があれば６６６トライヘキサの封ふう印いん解かい呪じゆも劇的に早まるだろうしな……。それをネタに他勢力の邪よこしまな考えを抱く神クラスと交こう渉しようするってのもあり得る話だったが……』

　敵の目的が知れぬなかで、台にとある映像が映された。

　──例の天あまの叢むら雲くもの剣つるぎを持つ男性が、第五天である研究所周辺に足を踏み入れていたからだ！

　それを見てシスター・グリゼルダが目元を厳しくした。

「…………いけません。現在、第五天には、解げ毒どくの最終段階のために紫し藤どう局長が上がっています！」

『──ッ!?』

　衝しよう撃げきの事実を聞き、皆が驚おどろいた！

　イリナが映像を凝ぎよう視ししたあと、叫んだ。

「……パパッ！」

　ああ、まずい！　相手はイリナのお父さんを狙っている！　このままじゃ、確実にあの八や重え垣がきって男性は──。

　リアスが皆に言った！

「──行きましょう！　どちらにしても、ここでじっとはしていられないわ！　私たちは対テロリストチームの『Ｄ×Ｄ』よ！　上層に上がりながら、天使と共きよう闘とうして邪じや龍りゆうたちを倒たおしましょう！」

　リアスがイリナに言う。

「イリナ、あなたは第五天まで行きなさい！　そこまで私たちが道を開くわ！」

　その心強い一声にイリナは口元を手で押さえつつ、大きくうなずいた。

「ええ！　私はミカエルさまのＡエース！　邪龍たちを倒して、パパも救うわ！」

　よし！　相手の目的はわからんが、俺たちの目的はわかりやすい！　襲おそってきてる奴らをぶっ倒しながら、イリナのお父さんを救う！

『俺も天界の門が開きしだい、増ぞう援えんを送る！　おまえら、気張れよ！』

　先生の声に皆が『了りよう解かい！』と応じた！

　天界防衛戦が始まる！




　　　　─○●○─




　第五天までの道は、それぞれの階層の門を通らねばならない。しかし、第三天から侵しん入にゆうした奴らは第二天と第四天に通じる門を占せん拠きよしており、そこからさらに第四天の後門も奪うばっているという！　つまり、現状、第二天から第五天まで攻せめ込まれている！　第二天は、前線基地たる第一天に近いため、天使の軍勢にてどうにか持もち堪こたえているが、第三天から第五天まではクリフォトが優勢だろうとシスターたちは見ている。天使の本拠地がある第六天は、ミカエルさんをはじめ、セラフの方々が何名か待機していたおかげで侵入を許していない。先ほど第五天にセラフの方かたが部下を連れて向かったと報告を受けている。

　だが、邪龍の数はどう見てもアウロス防衛戦のときよりも多い。こっちは人間界との門を閉じられているため、増援は届かず、天界に残った戦力で邪龍たちに当たらなければならない。

　俺たちは第二天の前門から突とつ撃げきして、第三天へ通じる門に向かって駆かけ出す。各層に通じていたエレベーターも停止させられており、上へ行くには各層を直接通らないといけなくなったからだ。

　第二天は、暗くら闇やみが支配する世界。ここは主おもに星を観測する場所であり、罪を犯おかした天使が幽ゆう閉へいされる場所だと聞く。

　天界とは思えないほど、暗い世界が続く。ただ、プラネタリウムのごとく、空から星々の煌きらめきが届くので完全な暗黒というわけではない。ま、悪魔だから、暗がりでも視界は良好なんだけどね！

「どけ！」

「はっ！」

　俺たちは邪龍を蹴け散ちらしながら先を進んでいく！　その途と中ちゆうで、『御使いブレイブ・セイント』たちが陣じん形けいを組んで邪龍の群れに立ち向かっていた！

「いくぞ！　『御使いブレイブ・セイント』は陣形を組め！　フォーメーション！　フルハウスッ！」

「「「「「はっ！」」」」」

　それに応じた札の番号が宙に浮うかんで輝かがやきだす！　刹せつ那な、莫ばく大だいな光力が『御使いブレイブ・セイント』たちを包み込んで、こちらにまで力強い波動が伝わってきた！

　フルハウスの手札となった『御使いブレイブ・セイント』は、邪龍の群れに飛び込み、一気に屠ほふり去っていった！　その威い力りよくたるや並なみ大たい抵ていのものではなく、邪龍を一いち撃げきで十数体吹ふっ飛ばすほどだ！　量産型の邪龍でもかなりの実力を持つ。それを複数ぶっ飛ばせるだけの攻こう撃げきってのは驚きよう異い的だ！　あれが『御使いブレイブ・セイント』の特性！　ポーカーなどのトランプゲームの持ち札に倣ならって役が出来ると、爆ばく発はつ的てきに能力が引き上がる。

　空中で『御使いブレイブ・セイント』の一人が仲間に叫ぶ。

「同じスートで行動しろッ！　持ち札を固めて、一気に殲せん滅めつさせる！」

「「「「「ストレートフラッシュッ！」」」」」

　再び強い手札が邪龍の群れに突つき刺ささり、撃げき滅めつしていった！

　シスター・グリゼルダが立ち止まり、俺たちに言う。

「私はここに残って戦線を指揮します！」

　言うなりシスターは『御使いブレイブ・セイント』に檄げきを飛ばす。

「強い役の連続使用には気をつけなさい！　体力と光力がごっそり抜ぬけ落ちます！」

　俺たちはシスターの厚意に応じて、先を突き進んでいった！

　もうすぐ第三天に通じる門が見えるところまで、来たときだった。暗闇のなかから、邪じや気きを放ちながら立ちふさがる影かげがあった。

『これはこれは、お久しいですね』

　木の幹が幾いく重えにも重なって形を成したかのような異様な生物。ドラゴンの形をした樹──いや、邪龍ラードゥンが現れやがった！

　その周囲には大群ともいえる邪龍の数々。門まで、完全に邪龍で塞ふさがれてやがる！

『ひとつ、私と遊んでください』

　なめた口を利きいてくれるラードゥンだが……どうやら本気のようだ。奴の体に漂ただようドス暗いオーラが高まっていく。くぼみのなかで赤く輝く奴の目！　刹那、俺たちをシャボン玉のようなものが覆おおっていく！

　──奴の結界だ！

　壊こわしても壊しても何度でも蘇よみがえるというタチの悪い代しろ物もの！　こいつのせいで俺はあの戦いで苦戦しちまった！　今回は俺だけじゃなく、仲間たちも囲っていく！

「くっ！」

「こんなものっ！」

　木き場ばとゼノヴィアが剣けんで結界を破は壊かいする──が、すぐに修復してしまい、脱だつすることができない！　相変わらず面めん倒どうくさいことになりそうだ！　今回はテクニカルな木場や一撃に定評のあるリアスもいる！　打だ倒とうできないことはないだろうが、いまは一刻を争う事態だ！　こいつに時間をかけていては、イリナのお父さんが──。

　俺の心中と同様、焦あせるイリナが父からもらったばかりのオートクレールを乱雑に振ふるう。

「この！　邪じや魔まよ！　早くしないと！　パパがっ！」

　しかし、ラードゥンの結界は壊しても壊してもすぐさま復活してキリがない！

「なら、大本ごと消しよう滅めつさせるしかないわ」

　リアスが手元を怪あやしく輝かせる！　例の消滅のイクステイング魔星イツシユ・スターを作り出す気だ！　確かにあれならその結界ごとラードゥンも消し飛ばせるだろう。だけど、それをあいつが許すはずがない！

『させませんよ』

　ラードゥンの眼めが怪しく輝き、リアスの手元を結界で覆う！　途と端たんに滅ほろびの魔ま力りよくが消え失うせてしまう！　やっぱり、こいつはパワータイプの天敵だ！　一気に封ふうじてきやがる！

　こうなったら、出し惜おしみはなしだ！

　俺も真しん紅くの鎧よろいを着ようと呪じゆ文もんを唱えようとしたときだった──。

　俺たちとラードゥンの間に一筋の閃せん光こうが降り立つ！

　その瞬しゆん間かん、俺たちを覆っていた結界が解けて、修復することはなかった！

　俺たちの視線が前方に集中する。聖なる波動を放つ槍やりが、俺の目に映った。

「──相変わらず、パワー重視か？　なあ、赤せき龍りゆう帝てい、それにグレモリー眷けん属ぞく」

　──ッ！

　俺たちはその男の登場に心底仰ぎよう天てんした。漢服を羽織った若い男が一人、聖なる波動を放つ槍を引き抜いた。それを肩かたでトントンとさせて、ラードゥンの前に立つ。

　ラードゥンは赤い眼を細めていた。

『──ここでそうきますか。聖せい槍そうとは……』

　そう、俺たちの前に現れたのは聖槍！　神滅具ロンギヌスのひとつ『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』だ！　前回のアウロス学園防衛戦でも、その槍は突とつ如じよ降ってきた！

　そして、今回はその持ち主たる男までそこに立つ！

「──曹そう操そうッ!?」

　俺がその男の名を呼んだ！

　俺たちの前に現れたのは元英えい雄ゆう派の首しゆ魁かい──曹操！　俺たちに敗れたあと、冥めい府ふに堕おとされた。その後、自力で冥府から上がってきて、帝たい釈しやく天てんの先兵となったとは聞いている。

　俺は奴やつに叫さけんだ。

「……なんでおまえが!?」

　曹操は俺が潰つぶした眼に眼帯をつけていた。奴は相変わらずの嫌いや味みな笑えみを見せる。

「──邪じや龍りゆう狩がりに興じようと思ってね。奴ら同様煉れん獄ごくの門から上がってきた」

　……ハーデスのところにいたとき、煉獄に通じる道を見つけたとでもいうのか？

　曹操が槍をくるくると回して、その切っ先をラードゥンに向ける。

　ラードゥンが不気味な笑いを漏もらす。

『……神滅具ロンギヌス所有者のなかでも最強候補と名高い方のご登場というわけですね』

　曹操は言った。

「ここの邪龍を俺も引き受けよう。だが、赤龍帝。キミは──ヒーローなんだろ？　なら、悪の幹部を倒すべきだ。俺を倒したようにね」

　曹操は槍の切っ先を今度は門へと向ける。

「行け」

　それを見て、ラードゥンが笑う。

『これはこれは……聖槍使いが間を取り持つとは』

　……本当だよ。ラードゥンじゃないが、この男がそんなことを言うなんてな！

　リアスが俺に指示を飛ばす。

「イッセー！　アーシア、ゼノヴィア、イリナを連れていきなさい！　ここは私たちが受け持つわ！」

　曹操もそれに続く。

「その通りだ。一度消えた者が横合いから介かい入にゆうしたんだ。めっけものだと思うんだ」

　…………。

　……クソ。渡わたりに船ってのはこういうのを言うのかね！　確かにリアスたちとこいつが組めば、ラードゥンとこの邪じや龍りゆうの群れをどうにかできるだろう！

　俺はアーシア、ゼノヴィア、イリナに視線を配る。三人とも合意の様子でうなずいていた。……曹操に一言告げる。

「……こんな登場して、もし邪龍にやられでもしたら、ただじゃおかねぇ」

　奴はニヒルな笑みを見せながら、邪龍の群れに光の奔ほん流りゆうを解き放つ。刹那、極大の爆ばく裂れつと共に邪龍の大群が一気に吹ふき飛とんだ！……相変わらず、無茶苦茶な槍の性能だ！

　曹操は槍を回しながら、不敵に言う。

「俺が負けたのは、人間を貫つらぬき通とおせなかった己おのれの弱さゆえ。いまの俺にはメデューサの眼も魔人化カオス・ブレイクもいらない。──英雄としての、人間としての誇ほこりとこの聖槍だけでいい。俺はドラゴン相手に二度と油断しないことにしたんだ」

　……そりゃ、怖こわいこって。俺が奴に勝てたのは、自分以外の力に頼たよったせいで隙すきが生じたからだ。いまの奴からは、以前以上の不気味さが感じ取れる。

「リアス！　皆みんな！　あとは頼たのみます！」

　俺は皆にそう告げて、アーシア、ゼノヴィア、イリナと共に先を急いだ！

　曹操の横を通り抜けるとき、奴は俺にだけ聞こえる声で言った。

「──そう、いつだって、異い形ぎようを倒たおすのは、『人間』だ」







　Fake Hero.







　イッセーくん、アーシアさん、ゼノヴィア、イリナさんたちが門の方角に向かったあと、僕──木き場ば祐ゆう斗とと仲間たちは邪龍の大群を打ち倒しはじめていた。この場に残ったのはリアス部長、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃん、ギャスパーくん、ロスヴァイセさん、僕。そして、聖せい槍そうの所有者──曹そう操そう。

　曹操とラードゥンが相あい対たいした。曹操が軽く聖槍を振るい、聖なる波動をラードゥンに放つ！　聖槍の一いち撃げきはまともに受ければ、上級悪あく魔まですらただでは済まない。ラードゥンの体に当たる直前、何かに阻はばまれるように聖槍の波動は消滅していく。ラードゥンの体を障しよう壁へきのようなものが包み込んでいた。おそらく、あれは自身を守る防ぼう御ぎよ障壁だろう。軽く振るったとはいえ、聖槍の一撃を容易たやすくいなしたところを見ると並なみ大たい抵ていのものではないと見て取れる。

　ラードゥンは愉ゆ快かいそうな笑いを発した。

『まさか、聖槍の所有者と出会うとは……。現世に蘇よみがえってからというもの、生前は噂うわさしか聞けなかった伝説のものが次々と目の前に現れるものです』

　肩をすくめる曹操。

「そうか、それは良かったな。──二度目の死にはちょうどいい餞はなむけとなりそうでなりよりだ」

　変わらず口の達たつ者しやな男だと思う。ラードゥンは口の端はしを不気味に笑ました。

『……では、おもしろいものをお見せ致いたしましょうか』

　そう言うなり、ラードゥンの足あし下もとに魔ま方ほう陣じんが描えがかれる！　龍門ドラゴン・ゲートだ！　ドラゴンを新たに召しよう喚かんするのか？　すると、龍門ドラゴン・ゲートが深緑色の鈍にぶい輝かがやきを放ち始めた！　それを見ていてロスヴァイセさんが横で叫ぶ。

「──っ！　こ、これは、この龍門ドラゴン・ゲートの輝きは！」

　その色に覚えがある僕たちは一様に驚おどろいていた。そう、深緑色を司つかさどるのは──。

　龍門ドラゴン・ゲートの輝きが弾はじけ、そこから現れたのは──黒い鱗うろこを持つ巨きよ大だいなドラゴン！

『ゴァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！』

　空気を震わせる声量！　魔方陣から現れたのは──グレンデル！　しかも、一体だけではない！　三体!?　グレンデルが三体だと!?

　僕も仲間たちもまさかの邪龍の登場に仰天していた！　しかも三体だというのだから、予想を超こえるものとなっている！

　三体のグレンデルを従えるラードゥン。笑いを漏らしながら言った。

『どうですか？　彼らはグレンデルを基もとに作り上げた新型の邪龍です。まだ調整段階だそうですが……なかなかのオーラを放っているでしょう？』

　……なんてことだ。彼らの技術はグレンデルを複数作り上げるところまできているのか!?　しかし、三体のグレンデルには意思がないように思える。あの凶きよう暴ぼうな自我を一切感じさせず、機械的にラードゥンの背後に立っているからだ。

　……伝説の邪龍を四体相手にすることになるのか。息を吞のむメンバー。──が、一人だけ不敵に笑う男がいた。──曹操だ。

　曹操は量産型の邪龍の群れを消し飛ばしたばかりのリアス部長に言う。

「リアス・グレモリー、奴自身を覆おおう障壁は並ではない。それにグレンデルが三体だ」

　彼が言うように、僕たちを覆ったシャボン玉の結界なんて比べものにならないほど、ラードゥンの障壁は堅けん固ごだと理解できる。さらにグレンデルが三体。戦せん況きようは相当厳しい。

「そんなことは先刻承知よ。並の攻こう撃げきでは消せないでしょうね」

　部長の言葉に曹操は苦く笑しようする。

「滅殺姫ルイン・プリンセスと称しようされたあなたが弱気なものだ」

「それはどうも。どうにも、相手が伝説クラスばかりで、たまには自信も薄うすれるわ」

「それはらしくもない。キミはあの兵ひよう藤どう一いつ誠せいの伴はん侶りよだ。貴意も高く持つべきだろう」

　曹操は軽口を叩たたきながら、部長に言う。

「俺が奴の隙を作ろう。──トドメは、キミが刺させ」

　解げせない表情の部長。当然だろう。あまりにこちらに有利な条件だ。敵だった男からの甘かん言げん。裏があってもおかしくない。そう邪じや推すいしてしまうだろう。

「……わざわざ金きん星ぼしを私に譲ゆずるというの？　帝たい釈しやく天てんに戦果を贈おくるべきなのでしょう？　余よ裕ゆうなのかしら？　それとも侮ぶ蔑べつしている？」

　曹操は首を横に振る。

「違ちがうな。俺はあのときもいまも敬意を払はらっている。──何せ、畏い敬けいすべき宿敵なのだからね」

　その隻せき眼がんの色は嘘うそを吐ついているようには見えなかった。

「それに、こういう手合いは現英雄であるキミたちが滅ほろぼすべきだ。俺は……一度堕おちた身。再起するには、まだ早すぎる。キミたちは、ただ偶ぐう然ぜんの聖槍が後方から飛んできたと喜べばいいだけだ」

　リアス部長は息を吐く。

「……やっぱり、あなたの物言いは好きになれないわ。けれど、そうね。偶然の聖槍──そういうのもアリなのでしょうね」

　部長は曹操の提案を吞んだ！　曹操が僕の横に立つ。

「木場祐斗、自じ慢まんの足は動けるか？」

「言ってくれるね。──いけるさ」

「それはけっこうだ。量産化されたとはいえ、かの伝説の邪龍グレンデルだ。並の腕うででは、あの豪ごう腕わんと火か炎えんに消し飛ばされるだろう」

　僕は亜あ空くう間かんにしまっていた魔ま帝てい剣けんグラムを解き放つ。相変わらずの禍まが々まがしさを見せてくれるグラムを握にぎる。曹操が魔ま剣けんに目を向けていた。……思うところはあるだろう。何せ、かつて彼の仲間であったジークフリートがこの剣の持ち主だったのだから。

　僕は彼の視線にかまわず、聖魔剣で作った外装でグラムを覆っていく。……例の制せい御ぎよ法だ。いまだ解決をみないが、それでも普ふ通つうに振るうよりは幾いく分ぶんかマシに機能してくれる。極大のオーラを放てば、また僕の体力がごっそりと無くなるだろう。だが、やらねばならない場面はきっとくる。……覚かく悟ごはしているさ。

　曹操がグラムを覆う聖魔剣の外装を興味深そうに見ていた。

「おもしろいことをしている。だが、魔剣に頼るだけがキミの真価だろうか？」

「……どういうことだい？」

「──聖魔剣を研とぎ澄すませばいい。キミの起こした奇き跡せきはどこまでいっても奇跡なのだからね。奇跡を腐くさらせる器量はグレモリー眷けん属ぞくに相応ふさわしくないんじゃないか？」

　……彼は僕のやり方を見て、グラムの使い方にどこか答えらしきものを見たのかもしれない。彼は僕以上の技ぎ巧こう派だ。ひと目見て何かに思い至ることもできるだろう。あえて教えないのは、僕を試ためしている証しよう拠こだ。

　彼は槍を肩かたで遊ばせる癖くせを見せたあとで、かまえた。僕たちに言う。

「グレモリー眷属、俺が刺し込む。隙を見み逃のがすなよ？」

『私が隙を見せるとでも？　これでも相手を封ふうじるのは得意でしてね。こちらこそ、隙を見つけたら、封ふう殺さつさせていただきますが？』

　ラードゥンの挑ちよう戦せん的な物言いに彼はただただ楽しげに笑えむだけだった。

「それはおもしろい。だが、ドラゴンの隙を狙ねらうのも伝記に伝わる英えい雄ゆうの技のひとつだ」

　言うなり、彼の背後に後光のようなものが現れ、宝ほう玉ぎよくも七つ出現する！　聖槍の禁手バランス・ブレイカーだ。一度見ただけだが、やはり静かな禁手化バランス・ブレイクだった。不気味なほどの静けさともいえる。

　七つの宝玉が彼の周囲に浮うかぶ。あれのひとつひとつに異い能のうが付加されており、僕たちは彼一人に全ぜん滅めつ寸前まで追い込まれた。それがいまは味方──。心強いようで、怖くもあるね……。

　僕もグラムを握りしめて、邪じや龍りゆうにかまえた。朱乃さんが堕天使の翼つばさを背中に生やし、ギャスパーくんが闇やみの獣けものと化す。その横で小猫ちゃんが仙術により、体を一時的に成長させた。全員が、本気の姿となっていく。

　グレンデル三体が、ラードゥンの前に立ちふさがる。同時にその巨きよ体たいを橙だいだい色いろの魔ま法ほう力りよくが包み込む。おそらく、ラードゥンが彼らの防御力を高めたのだろう。ただでさえ、グレンデルは堅けん牢ろうな鱗を有するのに、それに拍はく車しやがかかってしまった。

　周囲に集まりつつある量産型邪龍にも気を配りながら、僕たちはそれぞれの目標を見定めた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく──。

　先せん陣じんを切ったのは──ギャスパーくんだった。闇から出現させた獣の群れを、右手側のグレンデル──Ａに放っていく。それらは難なく振り払われてしまうが、闇の獣に交じって飛び出す小猫ちゃんの姿があった。彼女は俊しゆん敏びんな動きで距きよ離りを詰つめて、右手側のグレンデルＡの腹部に仙術で高めたパンチを繰くり出す！

　インパクト音が周囲に響ひびくほどの一撃！　グレンデルが巨体を傾かたむかせる。

　手て応ごたえを感じた小猫ちゃんが皆みんなに叫さけぶ。

「いけます！　あのグレンデルほどではありません！」

　その情報に皆の戦意も高まる！　そうか、僕らが対たい峙じしたグレンデルほどでないのなら、たとえ三体であろうとも対処の術すべはある！

　僕も正面に立ったグレンデルＢに斬きりかかった！　いくつかのフェイントを混ぜる！　巨体に似合わず動きが軽かろやかなのは、本物と同じだ。──だが、あの勘かんも鋭するどいグレンデルに比べたらこの個体は正直過ぎる！　僕のフェイントに騙だまされるほどに！

　僕の残像に拳こぶしを放つグレンデル。しかし、そこにもう僕はいない。背後に回って、グラムを振り下ろしているのだから！

　最強の龍殺しドラゴンスレイヤーと称された魔剣がその個体の背中に大きな傷をつけていく！　たまらず痛みに吼ほえる。けど、悪いね。躊ちゆう躇ちよはしない。邪じや龍りゆう相手に──クリフォト相手に隙すきは見せないと決めているから！　僕は背中にグラムを深々と突つき刺した！　同時に朱乃さんとロスヴァイセさんに向けて叫ぶ。

「朱乃さんッ！　ロスヴァイセさんッ！」

　察したのか、宙を飛ぶ朱乃さんが指に雷らい光こうを集め、ロスヴァイセさんが魔方陣を描いた！　僕がグラムを放して、グレンデルから距離を取る。

「くらいなさいっ！　天てん雷らいよっ！」

　そこへ朱乃さんの特大の雷光が降りかかり──、

「雷かみなりよ、邪龍の身を焼きたまえッ！」

　ロスヴァイセさんの雷の魔ま法ほうも襲おそいかかる！

　グラムを避ひ雷らい針しんにしたコンビネーション！　たとえ、聖せい杯はいによる強化があったとしても突き立てたグラムは内側から龍殺しドラゴンスレイヤーの効果をじわじわと広げていくだろう。そこに朱乃さんとロスヴァイセさんの絶大なまでのダブル雷らい撃げきが落ちていく。その個体は雷撃によるダメージと内部から広がっていく龍殺しドラゴンスレイヤーの効果にたまらず盛さい大だいな血ち反へ吐どを吐き出した。

　……小猫ちゃんの言うとおりだ。このグレンデルたちは、容易たやすい。ラードゥンの防御魔法で強化されていたとしても、いまの僕たちになら対処はできる。

「吹ふき飛とびなさいッ！」

　隣となりでは、リアス部長を中心にグレンデルＡの討とう伐ばつが進んでいた。小猫ちゃんの火か車しやがその個体を囲み、浄じよう化かの力にて四し肢しを焼いていく。そこに闇の獣と化したギャスパーくんが正面から殴なぐりかかっていた。

《邪龍ごときが、僕たちの邪じや魔まをするなッッ！》

　雄お々おしく吼えるギャスパーくんの殴おう打だの威い力りよくたるや巨体のグレンデルにたたらを踏ふませるほどである。ギャスパーくんの一いち撃げきは重いようでその個体は口からも青い血を噴ふき出させていた。よろけるグレンデルＡだが、ギャスパーくんは影かげを操あやつって巨きよ躯くの邪龍を引き寄せて、さらにパンチを決めていく！

　少し前の彼からは想像もできない強ごう引いんなパワー勝負！

　理由は簡単だ。ギャスパーくんは闇の獣の状態でイッセーくんの近接戦せん闘とうの修しゆ行ぎように付き合いだしている。彼はイッセーくんの影えい響きようで打だ撃げき戦を覚えようとしているのだ。そして、その成果は如によ実じつに出ていた。パンチの仕方すらイッセーくんに似ているほどだ。イッセーくん、ギャスパーくんはどんどんキミの影響を受けていくよ！

　ギャスパーくんが殴打して、転ばさせたところでリアス部長の消しよう滅めつの力が無む慈じ悲ひなまでに邪龍の巨体を消し飛ばしていく！　さすがに堅牢な鱗うろこでも滅びの力までは無効化できない。それは吸きゆう血けつ鬼きの城でも実証済みだ。

　そして、最後にグレンデルＣとラードゥン。

「ふっ」

　曹操がまるで舞まうようにグレンデルＣの近接攻撃を避よけて、カウンターとばかりに聖槍で切り刻んでいた。子供の相手をするかのように巨体の邪龍を翻ほん弄ろうしていく。たとえ、強大な炎ほのおを吐かれても聖槍の最低限の光だけでそれを霧む散さんさせていた。

　──と、同時に七つの宝玉でラードゥンの障しよう壁へきにアタックをかけてもいる。ラードゥンも宙を縦じゆう横おう無む尽じん、ランダムに動き回る宝玉に赤い双そう眸ぼうに苛いら立だちの色を乗せていた。

『……おのれ』

　ラードゥンが毒づいて宝玉を結界で覆おおおうとしても、各宝玉の特性が発動してそれを許さない。槍状にした宝玉が、結界を砕くだき、あるいは宝玉が宝玉を転移させて逃にがしたりもしている。果ては宝玉が結界自体を受け流して、グレンデルに攻撃を浴びせてしまうこともあった。結界で覆われたグレンデルは錯さく乱らんして暴れ回り大きな隙を生んで、僕の仲間に攻撃を許させてしまう。ラードゥンは曹操を捕とらえきれずにいたのだ。

「どうした、ラードゥン？　人間一いつ匹ぴき捕らえることができないか？」

　煽あおる曹操にラードゥンも舌打ちを見せる。あれほど余裕を見せていたラードゥンが、見る影も無い。曹操はグレンデルＣを動きで翻弄させて、盛大に転ばせたあとで、瞬しゆん時じにラードゥンに攻せめ入った。聖槍の突きを連続で浴びせていく。鋭く、無む駄だのない連続攻撃だ。だが、それらすべてをラードゥンは身を覆う障壁で難なく防ぎきってしまう。さすがに聖槍の攻撃に押されたのか、ほんのわずか、障壁が消えかかったこともあったが……。

　ラードゥンが不敵に笑みを見せた。

『ふふふ、残念ですね。逃げ足は速いようですが、攻こう撃げきは私に届きません』

　そう言われても曹操は顔色ひとつ変えずにいた。……いくつか攻撃を混ぜたあとで、後方に飛び退のいていく。彼の顔は……何か手応えを得たかのように笑んでいた。

　曹操に意識を向けてもいられない！──と、空中でも戦闘がおこなわれていた。

「彼らの邪魔はさせない！」

　周囲を飛び回る量産型邪龍には、手が空すいた『御使いブレイブ・セイント』の方々が相手をしてくれていた。本当に心強い限りだ。

　僕たちもグレンデル退治の仕上げをおこなう。雷撃を受けてなお立ち上がるグレンデルＢ。僕はすでに邪龍の体から抜ぬき放はなったグラムを握り直しており、トドメとばかりにグラムのオーラを高めた！　オーラの制せい御ぎよに意識を集中させていく。……ここで少しでも気を抜けば、調整不足となり、命を代価に支し払はらうことになる。こんなことばかりしていては、いつか命を落とすだろう。仲間のためになら、死んでも惜おしくはないが、今日はここで死ぬわけにはいかない！

　僕は高めたグラムを握ったまま、飛び出していく。ロスヴァイセさんと朱乃さんが僕の横について、魔ま力りよくを、魔法をグレンデルＢに放った！

　朱乃さんの雷光がグレンデルＢの巨体を一時的に止め、ロスヴァイセさんがその足あし下もとを凍こおらせて完全に動きを殺す。そこに僕は──グラムを真っ正面に投げ放った！　動きを止めたグレンデルに刺ささる寸前に僕は聖せい魔ま剣けんで作った外装を解いて、抜き身のグラムを解放する！　禍まが々まがしいオーラを刀身に滾たぎらせて深々と刺さっていった。さらにここで僕は神器セイクリツド・ギアを聖剣創造ブレード・ブラックスミスに変えて、龍の騎き士し団を作り上げ、グレンデルＢに繰り出した！　グレンデルＢを無数の龍の騎士団が覆っていく！　騎士団によって完全に邪龍が隠かくれたのを確かく認にんして僕は指を鳴らした。

「──内側で弾はじけろ」

　グレンデルＢに刺さったグラムが膨ぼう大だいなオーラをはき出していく！　だが、その禍々しい力はグレンデルＢを覆った龍の騎士団のおかげで、外側まで漏もれることはない。ただただ、内側であますことなく龍殺しドラゴンスレイヤーの力が邪龍の身を焼き尽つくしていく！

　バチュン、という鈍にぶい破は砕さい音のあと、邪龍を覆う騎士団の隙すき間まから青い血が噴き出していった。僕が対邪龍用に編み出した技わざのひとつだった。あまりに凄せい惨さんな攻撃ゆえ、名前をつけたくはないが……効果はばつぐんだったようだ。グレンデルＢは破は裂れつして死んだ。

「……木場くんの攻撃とは思えないほど、強きよう烈れつですね」

　ロスヴァイセさんもそう評するほどだった。

　僕は……邪龍とクリフォト相手に躊躇はしない。すれば、必ず仲間に犠ぎ牲せいが出る。それほどの戦争だと思っているのだ。だから、イッセーくんと誓ちかった。

　──何があろうとも、仲間を助け、皆で生き残る。

　僕はそのためなら、どんな手でも使って相手を滅ほろぼす。その覚かく悟ごで戦場に立っている。

　でも、これも確信できた。このグレンデルたちは、本物ほどの強さはない。堅牢さも、俊敏さも、凶きよう暴ぼうさも、数段落ちる。けど、量産型の邪龍に比べたら遥はるかに強いが。

　グレンデルＢを倒たおした横で、グレンデルＡとの戦いも最後を迎むかえようとしていた。

《おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！》

　ギャスパーくんが吼え、グレンデルＡの肩かた口ぐちに噛かみつき、そこから闇で作った獣たちを送り込んでいる！　むろん、肩口から獣を送り込むなど無茶苦茶な攻撃をすれば、内側から肉が爆はぜるに決まっていた。グレンデルＡの上半身はギャスパーくんの噛みつきによって、弾けていった。全身が青い血に濡ぬれるギャスパーくんはかまわずに正面から殴打を繰り返して、グレンデルＡは炎を吐はきながら巨体を転ばせた。

「とどめよ！」

　そこへリアス部長の滅びの力と、小猫ちゃんの火車が襲いかかる！　為なす術なく、グレンデルＡは塵ちりと化していった。

　曹操が相手をしていたグレンデルＣも聖槍により、ダメージの蓄ちく積せきが深刻化して、ひざをついていた。

「そちらを頼たのむ」

　曹操がこちらに指示を送る。

　朱乃さんとロスヴァイセさんがお互たがいに合図をしあって、攻撃を仕し掛かける。龍の形をした雷光を三体出現させて、邪じや龍りゆうへと放っていく！　ロスヴァイセさんはユーグリット・ルキフグスの魔力から編み出したという縄なわ状のオーラで、邪龍の巨きよ体たいを容易に縛しばり上げてしまう。動きを封ふうじられたグレンデルＣを極大の雷らい光こう龍りゆう三体が襲いかかった──。

　盛大な閃せん光こうと爆ばく裂れつ音を生んで、グレンデルＣは雷光の向こうへ消滅していく。

　これでグレンデル三体は葬ほうむった！　曹操のサポートがあったとはいえ、フルメンバーでなくても伝説級の邪龍を三体も相手にできたのは収しゆう穫かくとしては大きい。僕たちは……強くなっている。

　曹操とラードゥンの戦いは膠こう着ちやく状態であり、どちらも攻めあぐねているようだったが──。曹操がふいに笑った。

「──隙だな。跳とべ」

　ラードゥンの巨体が──ふわりと浮ふ遊ゆうし始めて上空に飛び出していく！　虚きよを突かれたのか、ラードゥンも驚おどろいていた。ラードゥンの足下に宝ほう玉ぎよくがひとつ置かれていたからだ。おそらく、事前に地中に隠していて、ラードゥンがそこを踏んだ瞬しゆん間かん、飛び出して効果を発したのだろう。

『くっ！──こ、これはッ!?　その宝玉は他者をも浮うかせるのですか!?』

　そう、あれは彼自身に飛行する能力を付加する宝玉だ。……相手にもそれを与あたえることができたのか！

　曹操は笑えみを見せる。

「言っただろ？　隙すきを狙ねらうのが、英えい雄ゆうの技わざのひとつだと。化かすのは得意でね」

　しかし、宙に投げ出されながらもラードゥンは余よ裕ゆうの表情だ。

『ですが、空中に投げ出されたところで私の障壁は健在です！』

　──いや、ここまでだろう。

　何せ、横でリアス部長たちが手元を輝かがやかせているからだ！

「一いつ斉せい攻こう撃げきよッ！　撃うち尽くすつもりでやりなさいッ！」

　部長指示のもと、皆みんなが一斉に宙のラードゥン目め掛がけて砲ほう撃げきを繰くり出した。僕も聖魔剣から波動を撃ち出していく。

　だが、ラードゥンは障壁でもって、それらすべてを防ぎきってしまう。若じやつ干かん、障壁が消えかけた場面もあったが……奴やつは健在だった。

　ラードゥンは哄こう笑しようをあげる。

『ハハハハハハッ！　確かに凄すさまじい攻撃の嵐あらしです！　しかし！　障壁を揺さぶろうとも、何度でも幾いく度どでも張はり巡めぐらさせていただきましょうッッ！』

　曹操は含ふくみ笑わらいを漏らす。──と、曹操は聖槍を莫ばく大だいに輝かせて下に放はなった！　謎なぞの行動だったが、彼の足下に大きな穴が生まれていた。

「──いや、もう十分だ。おまえは、詰つんだ」

　刹せつ那な、ラードゥンが宙から消え去る。まるで、転移したかのように！　逃げた？　僕たちは周囲に気を配る！　奴の気配はまだここにある！　さらに探さぐると──皆の視線が一カ所に集中する。そう、先ほど、曹操が穿うがった穴だった。

　穴からラードゥンの声が聞こえてくる。皆が穴の周囲に集まり、下へ視線を送った。

　邪龍がそこに転移していた！　ラードゥンのそばを宝玉が浮かぶ。

『──ッッ!?　転移!?　そうか、あなたは相手を転移させる能力も持っていましたね！　だが、なぜ私が転移などと!?　私の障壁をかいくぐるなぞ──』

　曹操が転移の宝玉を近くに引き寄せながら、語り出す。

「グレモリー眷けん属ぞくが宙のおまえに一斉攻撃をしたとき、宝玉を忍しのばせて同時に放っていただけだ。あれだけの攻撃だ、障壁の張り直し、補強に多少なりともロスがうまれる。それは俺が連打をしたときに証明済みだ。──コンマ一秒でも隙があれば障壁内のおまえのもとに宝玉をひとつたどり着かせるなんて容易だよ。伝説の邪龍でも短い距きよ離りであれば、転移させることは可能だ」

　……あの一斉攻撃のなかに転移の宝玉を忍ばせていた……。そして、障壁が消えかかった──いや、刹那のタイミングで消えた障壁を見み逃のがさず、宝玉を内側に送り込んだというのか……っ！

　最初から穴を開けていては警けい戒かいされただろう。いったん上空に飛ばしてから転移の順序を整えた──。

　曹操が部長に言う。

「さあ、リアス・グレモリー。相手は穴蔵だ。思う存分にその滅びの力を撃ち込めばいい。たとえ、俺の聖槍がラードゥンを仕留めきれなくとも、その滅びの力であるなら、討うち滅ぼすことが可能だろう」

　部長は曹操の手に驚きながらも、魔力を集中し始めた。完全に消し去るための魔力を練りだしたのだ。

　穴のなかでラードゥンが叫さけぶ。

『この穴も私の動きを封じるためだけに……ッ！』

　ラードゥンの体がちょうど収まる大きさ。曹操は穴蔵の邪龍に言う。

「『弱い』人間なんでね。伝説さまを倒すには、これぐらいお膳ぜん立だてしないとな。──その穴蔵のなかで、ろくに動けずにご自じ慢まんの障しよう壁へきはどこまでリアス・グレモリーの滅びの球体を受け続けられるかな？」

『……くっ！　お、おのれッ！　こ、こんなバカなことが……ッ！』

　……おそろしい男だ。あの連続の突つきも、宝玉でのけん制も、すべてはこのため。ここまで邪龍の行動を読んで、こうなるように仕向けるなんて……ッ！　僕たちがこの男に勝てたのは……奇き跡せきだったというのか……ッ!?

　ラードゥンの頭上に赤と黒が入り乱れる強大で巨きよ大だいな滅びの塊かたまりが出現する。あんなものを正面から受け続けたら、さすがのラードゥンの障壁でも無理だろう。

「最後よ、ラードゥンッ！　消し飛びなさいッ！」

　部長の叫びと共に滅びの球体が──穴に落ちていく。

『おのれ、聖槍使い、グレモリー眷属。おのれぇぇぇぇぇぇぇっ！』

　防ぼう御ぎよと結界に秀ひいでた邪龍の断だん末まつ魔ま──。

　部長の放った消滅のイクステイング魔星イツシユ・スターによって、塵すら残さず消え去っていく。

「──小猫！　封ふう印いん術を！」

「はい、部長！」

　応じた小猫ちゃんは複数の火車で魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。懐ふところから、事前にイッセーくんから受け取っていた赤龍帝ブーステツド・ギアの鎧・スケイルメイルの宝玉を取り出した。そこにラードゥンの魂たましいを封じるのだ。

　万ばん物ぶつのあらゆるものを滅ぼし尽くすバアルの魔ま力りよく、そしてたたみ掛かける封印──。ラードゥンはこれをもって完全に封じられるだろう。

　伝説の邪龍がまた一体打だ倒とうされていくなかで、聖槍の持ち主は息を吐いて天を見上げるだけだった──。

「やはり、ヴァーリや兵藤一誠ほど、俺を沸わかしてはくれなかったか……。俺が見たいのは慈じ悲ひの欠片かけらもない圧あつ倒とう的てきなパワーと、あらゆる手を覆くつがえす異様なまでの意外性だ」

　すでに彼の眼には──二に天てん龍りゆうという好敵手しか映っていない。







　Joker.







　門をくぐり、第三天──天国のある層にたどり着いた俺たち。俺たちが走るのは、第三天の中央通りのせいか、天国の概がい要ようはよくわからない。ただ真っ直すぐに次の門まで白い道が延びているだけだ。途と中ちゆう、通り過ぎた横道を行けば、天国などに行けるそうだが、いまはそっちの見学をしている暇ひまはない！　進むのみだ！

　次の門が目前というところで俺たちを迎え撃ったのは、

「おほほほほほ♪　こんにちは～♪　燃え萌もえさせにきたわよん」

　ゴスロリ衣い装しようの魔ま女じよ！

「ヴァルブルガッ！」

　そう、紫し炎えんのヴァルブルガ！　よりにもよって、天国で会うとはよ！　かまえる俺たちにもうひとつの影かげが姿を現す。

「今日はねぇ、クロウさんも来てくれているのん」

　ヴァルブルガの横に──黒コートの男が位置した。

「…………」

　無言の男性。俺はよく知っている。吸きゆう血けつ鬼きの国で一度相あい対たいしたからな。

　──邪龍クロウ・クルワッハ！

　人間の形態で戦う伝説のドラゴンだ！　俺とヴァーリ、二人を相手にしたほどの邪龍。

　ヴァルブルガが笑う。

「おほほほほ♪　今日は二人でお相手しちゃうわねん！」

　……ここに来て、こんな厄やつ介かいな二人組を相手にしてられない！　と言っても、ただで通らせてはくれないようだけどな！

「……やるしかないか」

　ゼノヴィアとイリナがかまえる！　俺も覚かく悟ごを決めて態勢を整えようとした、そのときだった──。

「いんやー、これはまた大変なことになってんね」

　軽口を叩たたきながら現れたのは──ジョーカー・デュリオ！　翼つばさを広げて宙を飛んできた！　おおっ！　こんなところで彼に再会するとは！

　デュリオは俺たちのもとに飛来してくる。

　その登場にヴァルブルガが笑みを見せる。

「わーお♪　もしかして、ジョーカー？　あららん。これはこれはすんごいのに遭そう遇ぐうしちゃったん♪──ねぇ、この第三天にいた邪じや龍りゆうくんたちは？」

　ヴァルブルガがデュリオにそう訊きく。確かに。この第三天に来てから量産型の邪龍には、数体ほどしか出くわしていない！　第二天には大群でいたのに、ここにはほとんどいなかった！

　デュリオが後頭部をさする。

「あー、あれね。いまも攻こう撃げきしているよ。──残ざん骸がいぐらいは残るかもしれないかな」

　遠くを指さすデュリオ。遠目に雷らい雲うんが見える。そこから、いくつもの激しい雷かみなりが落下していた。逆方向に視線をやっていたアーシア。俺もそちらに意識を傾かたむけると──やはり、遠目にも巨大な竜たつ巻まきが生じており、それに黒い影が複数巻き込まれていた。……雷雲と竜巻で広こう範はん囲いに攻撃を仕し掛かけていたのか。

　……つまり、一人で全ぜん滅めつさせている途中ってことか……っ！　俺たちが相手をしていた邪龍は、そこから逃にげ出してきた連中。大半は、すでにデュリオの神器セイクリツド・ギアによって……。

　改めて、この男の規格外さを認にん識しきさせられる！　しかもいまは天界のピンチだ。天界の切り札とされるジョーカーの特性は最大にまで引き出されている。

　それを聞いて、ヴァルブルガが目を細めた。楽しげなようでもあり、警戒を強めたとも言える。

「……あららら、想像以上じゃないの」

　俺の横に立つデュリオ。……マジ、安あん堵どするわ。こんなに凶きよう悪あくなほど強い男が、味方なんだからよ！　しかも俺たちのリーダー！

　デュリオがヴァルブルガに言う。

「……ここは天国だ。静かにしなきゃさ。ここにいる魂がかわいそうじゃん？　せっかく、現世でお役目を終えたんだから、ここで静かに過ごさせないとさ」

　軽口を叩いているようで、デュリオの目は──真しん剣けんだ。

　以前、デュリオが俺に語ったことがあった。

『なあ、イッセーどん。俺はさ、宗教って大事だと思うんだよね』

　そう語り始めたデュリオはこう続ける。

『ほら、俺やイッセーどんみたいに強けりゃいいけど、人間ってーのはどうしても弱い人のほうが多いじゃん？　そういう人たちのために、何か、信じられる絶対の戒かい律りつって必要だって思うんだわ。信じている限り、誰だれかが強く見守っているなんてやっぱうれしいじゃん？』

　デュリオは天を眺ながめて、寂さみしげにしていた。

『でも、神さま、いないんだよねぇ……』

　彼もまた真実を知った者。彼は手を広げながら言う。

『だからさ、俺みたいな天使が神さまの代わりに皆みんなを守れりゃいいんじゃねぇかって思うわけよ』

　シスター・グリゼルダの語ってくれたことが脳のう裡りに蘇よみがえる。

　それはデュリオのことだった。

『デュリオは戦災孤こ児じです。とある国の内乱に巻き込まれて、両親は亡なくなっています。幼くして、あの子は教会の施し設せつで暮らしていました。神器セイクリツド・ギアの力に目覚めたのはその頃ころです。何せ神滅具ロンギヌスのなかでも最上位とも評されるものを宿していたのですから、彼の生活は一変しました』

　力に目覚めたデュリオは施設をすぐに出て、戦士育成機関で教会の戦士としての訓練を受けた。非ひ凡ぼんすぎる才能と能力は彼を幼くして、否いや応おうにも戦士として覚かく醒せいさせる。

　シスターは続けた。

『教会の施設には、特異な力を先天的に有し、それに対する抵てい抗こう力を持たない子供たちもいるのです。デュリオは……同じ境きよう遇ぐうゆえに、その子たちを「弟」「妹」と呼んでかわいがっています』

　施設の子供たちは……その多くが大人になれずに死んでいく。異能に抵抗力のない子は、その異い端たんの力に呪のろい殺されてしまう。デュリオはそれをずっと見てきたという。

　デュリオは語る。……切なそうな瞳ひとみを浮うかべて。

『世界中にさ、うまい料理がたくさんあるんだよ。そういうのさ、食べたくても食べにいけない奴やつも多いんだよねぇ』

　デュリオは……世界中を渡わたり歩あるき、料理を味わい、それを研究して、施設で再現するのだそうだ。何度も何度も失敗を重ねて、ようやく完成させたそれを施設の子供たちに振ふる舞まっていた。どこにも出ることのできない子供たち。それなら……それなら、せめて美お味いしいものを食べさせてやってもいいではないかとデュリオは世界中を巡めぐった。

『世界中にはいくらでも不幸な奴がいる。けど、あの子たちは……うまい料理を食ってようやく人生のイーブンなんだ。俺は少なくともそう思っててさ』

　そう語る彼は笑え顔がおだった──が、どこか、悲ひ哀あいも宿していた。

『彼がジョーカーになった一番の理由は……天国に行き着いた子供たちの魂に会えるからです。転生天使の切り札とされるジョーカーであれば、その領域にも足を踏ふみ込める。兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん、あの子は……』

　グリゼルダさんは、頬ほおに涙なみだを伝わせてこう最後に言った。

『デュリオは、教会一の実力者でありながら──教会一のやさしすぎる青年なのです。あの子は、甘々なのですよ』

　デュリオは翼を広げて、ヴァルブルガとクロウ・クルワッハに対たい峙じする。

「悪いんだけど、この先はちーとばかり行かすわけにはいかないんだよねぇ。ここは、俺の弟と妹たちが何も苦しい思いをすることなく、走り回れる唯ゆい一いつの場所なんだ。だからさ、ここであんたたちを暴れさせるわけにはいかない」

　笑顔のデュリオ。けど、その体からは、確固たる意志とプレッシャーが放たれていた。

「──天国は天使が守ってナンボさ」

　次の瞬しゆん間かん、ヴァルブルガの目が怪あやしく輝かがやいた！　デュリオの周囲にあの紫むらさき色いろの十字の火柱が現れて、囲んでいく！　だが、デュリオは焦あせることもなく、手を横よこ薙なぎにする。紫炎が瞬しゆん時じに凍こおり付いた！　火柱が氷ひよう柱ちゆうと化した。

　デュリオがイリナに言う。

「さ、Ａエースのイリナ。先に進んで扉とびらを早く開けてちょ」

「ジョーカーさま！　私たちも──」

　かまえるイリナとゼノヴィアにデュリオは首を横に振る。

「この先にいる奴はおそらく力の温存なんてできやしない。俺がなんとかするって。……できるかちょいと不安だけど」

　そう、いまの俺たちは、先を急ぐ身だ。……ここで消しよう耗もうをすれば、イリナのお父さんを助けられるかはわからなくなる。何せ、先にいるのは八や岐またの大おろ蛇ちを有する男と、いまだ登場しないリゼヴィムなのだから！　でも、それを許してはくれそうにない。

「赤せき龍りゆう帝ていとは再び殴なぐり合あいをしたいものだ！」

　俺と距きよ離りを詰つめてきたのはクロウ・クルワッハ！　嬉き々きとして体術を繰くり出だしてくる！　俺は相手の拳こぶしと蹴けりを既すんでにかわしながら、覚悟を決めて、真しん紅くの呪じゆ文もんを唱え始めた！

「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤龍帝なり！　無限の希望と不ふ滅めつの夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅あかき龍りゆうの帝てい王おうと成りて──」




「汝なんじを真紅に光り輝く天道へ導こう──ッ！」




　真紅の輝きが俺を包み込み、鎧よろいを紅べに色いろに染め上げていく！　力も高まった！　けど──。

『ああ、そうだ、相棒。無茶できんぞ。まだロンギヌス・スマッシャーを撃うった分のエネルギーは戻もどっていない。飛龍ワイバーンによる自身の増強も限度を超こえれば、負荷となってバーストしてしまうだろう！』

　……わかっているよ、ドライグ！　それと、例の『探さぐり』は終わったか？

　そうドライグに問う俺。ドライグは、アルビオンの内に存在していた歴代白はく龍りゆう皇こうの魂たましいと和解したことで、二に天てん龍りゆうがお互たがいに力を探り合い、高められる可能性を開いた。それにより、聖書の神に封ふうじられた生前の力も探りを入れられるようになったという。ドライグは時折、神器セイクリツド・ギアに潜もぐり、アルビオンの意識と共同してお互いにかけられた封ふう印いんと向き合っている。その成果がそろそろ出そうだというのだ。

　ドライグは言う。

『……ギリギリというところか。タイミング的に悪かったとしか言えないが、こちらもなんとか間に合うようもう少し潜ってみよう』

　ああ、頼たのむぜ、相棒。ドライグが語っていた生前の能力、そのひとつはリゼヴィムに効くかもしれないんだからよ！

　ドライグに語りかけながらも俺はクロウ・クルワッハと殴り合いを演じる！　こっちが当てれば、あっちも真っ直すぐに当ててくる！　しかもこいつの一発ときたら……っ！　意識が一いち撃げきで持っていかれそうなほどの衝しよう撃げきとダメージを受ける！　こんなの連続でくらったら、鎧が全部砕くだけるわっ！　現に真紅の鎧の端はし々ばしにヒビが入ってきている！　インパクトの瞬間だけ、『戦車ルーク』の特性にして攻こう防ぼうを繰り広げているのだが……びくともしねぇ！　相変わらず、打だ撃げき戦に強い邪龍さまだよ！　戦せん闘とうで高こう揚ようして笑ってやがるしな！

　ゼノヴィアとイリナも聖せい剣けんをかまえて、俺の援えん護ごに回るが、クロウ・クルワッハの野や郎ろうは聖剣の波動を正面からパンチで相そう殺さいしやがった！　さすがにゼノヴィア、イリナの剣けん士しコンビも舌を巻いていた！

　──が、二人の相手をしていた奴やつに隙すきが生じる！　ドラゴンショットをぶち当てようと、手元から出そうとしたが──俺と邪龍の間に炎の十じゆう字じ架かが巻き起こり、邪じや魔まをしてきた！

　それを誰よりも怒おこったのが──クロウ・クルワッハだった。

「──邪魔立てをするのか、魔ま女じよよ！」

　味方のはずのヴァルブルガに吼ほえる。魔女はケラケラと笑うだけだった。

「あらん。いやーね。私は助けてあげたつもりだったんだけどねん♪」

　笑うヴァルブルガを見て、戦闘を楽しんでいたはずのクロウ・クルワッハの手が止まった。吐はき捨すてるように言う。

「……これだから、複数で仕掛ける闘とう争そうは好きになれぬのだ。逆は何よりの好物なのだがな……」

　ヴァルブルガはデュリオと炎と氷の撃ち合いをしながら言う。

「そんなこと言っちゃうんだ？　そーんなだから、クロウお兄さんは主あるじであるバロールを失って、自身も憂うき目めに遭あっちゃったんじゃないのかしらん？」

　それを聞いて、邪じや龍りゆうのかまえが完全に解かれた。首を横に振り、あらぬ方向に足を向ける。

「…………貴様だけでやれ。俺は貴様がやられたあとに仕し掛かける」

　その行動にヴァルブルガはさすがに仰ぎよう天てんしている様子だった。軽口を叩たたいただけで、まさか、やる気まで無くなるとは思っていなかったのだろう。

「うそん！　そこでヘソを曲げないで共きよう闘とうしなきゃダメダメじゃない？」

「貴様のようにドラゴンを舐なめる魔女と戦えぬだけだ。貴様を消していいのなら、貴様を消したあとに赤龍帝とジョーカーと戦うが？」

　心底呆あきれたように長く息を吐く魔女。

「……グレンデルも、アジたんも、アポたんも、あなたも、ほーんと、ドラゴンって理解不能よねん」

「…………」

　すでに戦意を失った邪龍は無言となるだけだ。

　たった一人となったヴァルブルガ。俺も手を奴に向け、剣士コンビも切っ先をそちらへ移す。俺とデュリオを交えてのアタッカー四人。しかもこっちは回復のアーシア付きだ。……あんま持久戦にもならず、倒たおせそうだな。

　自身の周囲に炎の柱を巻き起こして、守りを固めるヴァルブルガ！　だが、それもデュリオがすべて氷柱にさせていく！

　ヴァルブルガが苦く笑しようする。

「……あーあ、ここで禁手バランス・ブレイカーになればいいんだけどねん……。今日はちかれたから、逃にげようかしらん」

　魔女はすでにやる気が削そがれている様子だった。こいつ、俺がアウロス学園防衛戦で、ロスヴァイセさんをさらったユーグリットを追ったとき、禁手バランス・ブレイカーとなった匙さじの相手をしていた。いい勝負をしていたそうだが、さすがに禁手バランス・ブレイカーの神器セイクリツド・ギア──しかも龍王の力は、神滅具ロンギヌスであろうと禁手化バランス・ブレイクしてなくては辛つらかったようで、戦線に見切りをつけたあと、まともに戦うことをやめて逃げの一手になったというのだ。

　そういや、終始、ギャスパーの相手もまともにしなかったというな。あの闇やみ状態のギャスパーならいい勝負ができるだろうに、この魔女は戦場をかき乱すほうに力を注いだ。

　ソーナ会長がヴァルブルガをこう評していた。

『彼女はいわゆる優勢ではないと戦わないタイプなのでしょう。拮きつ抗こう状態や劣れつ勢せいでは、決して長く戦わない手合いでしょうね』

　足あし下もとに転移の魔ま方ほう陣じんを描えがくヴァルブルガ。会長の人物評は当たっているのだろう。

　逃げようとするヴァルブルガだったが、デュリオが笑えみを見せて、指を鳴らした。上空に雷らい雲うんが集つどっていく！　雷かみなりを降らす気か！

「ほれ、お土産みやげだよ」

　そう言って雷らい撃げきを放つデュリオ！　同時にヴァルブルガの周囲に無数の氷柱が生えていく！　ヴァルブルガは口元をひくつかせて、手元に極大の紫し炎えんの塊かたまりを生み出した！

「なめないでよねんッ！」

　周囲の氷柱を紫炎で相殺して、上空から襲おそいかかる雷撃は──。ヴァルブルガが宙に投げたパラソル、そこに雷撃が落ちて、彼女自身への直ちよく撃げきは避さけるが、氷柱のひとつが魔女の衣い装しようを破る！　あらわになる白い肌はだに俺も反応するが、魔女は転移の光に消えていく。ジャンプの準備が整ってしまったのだろう。消える寸前、魔女は舌を出して、こちらに中指を立てていた。……デュリオがいてくれたせいか、パイリンガルのリベンジをする場面がなかったな。

　……魔女がいなくなった戦線。

　ちらりと邪龍──クロウ・クルワッハのほうに視線を向けると、邪魔な魔女がいなくなったせいか、再び戦意を滾たぎらせていた。……再戦かよっ！

　デュリオがやる気満々の邪龍の姿に苦笑いしていた。

「いんやー、はははは。十字架使いより、この邪龍さんのほうが厄やつ介かいで強そうだわ。参ったねぇ、こりゃ。──見み逃のがしてはくれないよね？」

　むろん、邪龍は首を縦に振ふらない。

「赤龍帝と天界のジョーカー、相手としてはまたとない組み合わせだ。──強者と戦うことを信条としている以上、引く理由はない」

「あらら、バトルマニア？　ヴァーリどんと一いつ緒しよでやりづらいなぁ……」

　息を吐きながらもデュリオは──提案を口に出す。

「クロウとかいう邪龍さん。──俺だけじゃ、不満かな？　これでも、けっこうドラゴンも退治してきたんだけどさ」

　……デュリオのやつ、一人でやる気か！

　とうのクロウ・クルワッハは不敵に笑んだ。

「よく言うものだ。──おまえから、一いち分ぶの隙も見当たらない。確実に赤龍帝たちを先に行かすつもりだ。ああ、いいだろう。ジョーカーの龍殺しドラゴンスレイヤーとやらを堪たん能のうさせてもらおうか」

　互いににらみ合う両者。視線を相手から外さずにデュリオが俺たちに言う。

「んじゃ、決まりだ。ほれ、行きな。──禁手バランス・ブレイカーになるかぁ。天界での使用は禁止されてるけど、事態が事態だしねぇ」

　…………デュリオ、本気を出す気だ！

　俺と教会トリオは無言で承知して、行く決意を固める！　一対二ならともかく、一対一のいまなら……！　もちろん、相手はただのドラゴンじゃない。ヴァルブルガよりも強いであろう伝説の邪龍だ！

　ふいにデュリオがアーシアに言う。

「そだ、アーシアちゃん」

「は、はい」

　デュリオは無む邪じや気きな笑みを浮うかべていた。

「今度、キミが育った施設に連れて行こうか？　そこのイッセーどんやお友達と一緒にさ。──皆みんな、キミを心配していたよ」

　……デュリオ、アーシアの出生を調べていたのか……？　その報告にアーシアは口元を押さえて、感動を覚えている様子だった。

　デュリオは人差し指を一本立てる。

「俺のルール。教会の施し設せつで育った子は皆俺のブラザーなんだよね。じゃあ、アーシアちゃんやゼノヴィアちゃんは俺の妹も同然だ。お兄ちゃんなら、踏ふん張ばらないとね」

　そう言ったデュリオは十枚の翼つばさを広げて、クロウ・クルワッハを迎むかえ撃うつ。

「──行けよ、イッセーどん。クロウ・クルワッハの相手は俺に任せておくれ。俺ってばジョーカーやってる上に『Ｄ×Ｄデイーデイー』のリーダーもやってっからさ、やっぱ、カッコイイとこ見せんといかんでしょ？」

　…………ったく、どうして、俺の仲間の野郎どもは……っ！　俺は振り返らずにデュリオへ言った。

「デュリオ、死ぬなよ。やっぱ、あんた、いい奴だ」

　デュリオは──リーダーは後ろ手に手を振って応こたえていた。

　──俺の戦友の野郎どもは、皆、バカでかっけえ奴ばっかだっ。

　背後で激しい戦闘が始まったが、俺たちは先を急いで走り出した！







　Life.4　燃えよ、聖せい剣けん！







　第三天の門をくぐった俺たちは、第四天──エデンの園に突とつ入にゆうしていた。

　見み渡わたす限り、色いろ鮮あざやかな草木が咲さき誇ほこっている。遠くに見える小山や木々も盛せい観かんだった。

　第五天へ向かう途と中ちゆうで、俺たちの視界に入ったのは──ふたつの影かげだった。

　ひとつは、禍まが々まがしい波動を放つ剣を有した男性──八や重え垣がき。もうひとつは、その傍かたわらに座り込む男性──イリナのお父さんだった。第五天から連れ出してきたのか！

「パ、パパ!?」

　八重垣は、仰天するイリナをよそにエデンと呼ばれたこの階層を見渡す。

「……思っていたんですよ。この楽園と言われた地で、復ふく讐しゆうを完かん遂すいしようとね」

　八重垣はイリナのお父さんの髪かみを乱暴につかんだ。

「紫し藤どうさん、どうですか？　信徒の極限の願い──エデンで殉じゆん職しよくするというのは？　僕と彼女を裁いたあなたには過ぎるほどでしょうか」

　イリナのお父さんは解げ毒どくが完全に完かん了りようしていない様子で、毒による苦しみに耐たえながら男に言う。

「…………八重垣くん、私ですべてを終えてくれるか？」

　それを耳にして、イリナの表情が一変する！

「パパ!?　なんでそんなことを言うの!?」

「イリナ、もし私の命で彼の魂たましいが救われるのなら……安いものなんだよ」

　イリナのお父さんは……自分の犠ぎ牲せいで彼の復讐を、テロを終わらせようとしているのか！　でも、そんなこと！　そんなことを目の前でやらせるわけにはいかないだろうがっ！

　イリナのお父さんは──涙なみだを流していた。

「……八重垣くん、私は後こう悔かいしていた。いや、キミが裁いたという者たちも、きっとあの事件を悔くいていただろう……」

　それを聞いて男は激高する。

「だからなんだ！　だからなんなんだよッッ！　許せると思うか!?　許せるはずがないだろォォォォッッ！」

　剣を無造作に振るい、その余波で地を大きく抉えぐる。男は天に向けて叫さけぶ。

「僕は愛していたッッ！　彼女も愛してくれたッッ！　僕たちは……種族が違ちがっても愛せたんだッッ！　愛していたんだよッッ！」

　彼の怒いかりに呼応して、邪じや剣けんと化した伝説の聖剣から、八つのドラゴンの頭部が噴ふき出していく！　以前に会ったときよりも、ドラゴンの頭部が大きくなってやがる！　あれは、もしかして、主あるじの感情に呼応して力を定めるのか？

『……あるいは、神器セイクリツド・ギアの類たぐいと化しているのかもしれんな』

　ドライグがそう口にする。……邪じや龍りゆうを聖剣に宿したことで、神器セイクリツド・ギアめいたものに変化を遂とげたってのかよ……っ！

『神のごとき道具、神からもらった物を「神じん器ぎ」とも呼んだというからな』

　だとしても、あれはここで止めなきゃダメだ。これ以上の憎にくしみは……もうたくさんだろうがっ！

　八重垣はイリナのお父さんに剣をかまえていく！

「……うがあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　叫びを発して、邪龍の剣を振り下ろす！　八つの巨きよ大だいなドラゴンの頭部が邪じや気きと、毒の瘴しよう気きを噴き出しながらイリナのお父さんを襲う！

　その姿は剣に心も体も支配されて漆しつ黒こくのオーラを放つ魔人と化していた。

「やらせるかよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　俺はドラゴンの両りよう翼よくを広げて、高速で飛び出していく！　八や岐またの大おろ蛇ちの首が大きな口を開けて、イリナのお父さんを噛かみ砕くだく寸前、後方からふたつの聖なるオーラが飛んでくる！　それらはクロスして、邪龍の頭部をひとつ容易に砕いた。──ゼノヴィアとイリナの攻こう撃げきが交差したんだ。

　俺はそのサポートを受けて、イリナのお父さんを見事救い上げた！　そのまま抱かかえて、男性から距きよ離りを取って地に降り立つ。

「ここで、見ていてください。──すべて、終わらせます！」

　俺はそう言って、飛び出そうとするが──。

「イッセーくん！」

　俺を呼ぶイリナのお父さん。懇こん願がんするように俺に言った。

「……彼を……止めてあげてくれ……ッ！」

「──はい」

　俺はそう応じて、前方に飛び込んでいった。砕けたドラゴンの首が再生して、再び八つの頭部をうねらせる。一いつ斉せいに俺へ首を向けて、炎ほのおを吐はき出した！

　俺は背中に砲ほう門もんを出現させて、一気に撃ち出した！

「クリムゾンブラスタァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

　紅色の莫ばく大だいなオーラが、八岐大蛇が吐きだした炎を吹ふき飛とばしていく。

　……攻撃を加えていくなかで、俺のなかで生まれる想おもいがあった。




　……もし、過去の事件で出会った悪あく魔まと人間が、リアスと俺だったら……。

　……もし、お互たがいに禁じられた出会いと、境きよう遇ぐうだったとしたら……。




　……きっと、俺は、俺たちは、このヒトのように逃にげて、戦ったはずだ。

　俺は……兜かぶとのなかで涙を流しながら、ただただ向かっていく。




　……俺は、悪魔のリアス・グレモリーに恋こいをした。

　……俺は、悪魔のリアス・グレモリーと生きようと誓ちかった。




　ドラゴンの首を横殴なぐりしていくなかで、俺は涙ながらに叫んだ──。

「あんたは……悪くねぇよッッ！　でもなッッ！　でもッッ！　こんなことしてもよッッ！　もう……誰だれも得しねぇんだよな……ッッ。ただ、悲しいだけなんだよな……ッッ」

　エクス・デュランダルを振ふるい、邪龍の攻撃を相そう殺さいしていたゼノヴィアも涙に濡ぬれていた。

「デュランダル……ッ！　終わらせよう……ッ！」

　その隣となりにイリナも立つ。静かに涙を浮かべて、決意の表情となった。

「オートクレール……あなたが私を持ち主と認めてくれるのなら、どうかお願い。力を貸して！　パパを救う力を、皆の助けとなれる力を、そして──あのヒトを邪龍から解き放つ力をォォォォォォォッッ！」

　ふたつの聖剣が共鳴するように──聖なるオーラを高めに高めた。強大に膨ふくらんでいく二本の聖剣はついに天へオーラの柱を作り出した。

「……主しゆよ、どうか。どうか……っ！」

　ファーブニルを出現させていたアーシアも龍王の横で天への祈いのりを送っていた。

　俺も二人にあわせるように拳こぶしを突つき出だす！

「アスカロンッッ！　聖剣の見せ場が来たぜ！」

　左ひだり腕うでに、龍殺しドラゴンスレイヤーの聖剣が姿を現した！

　男性が八岐大蛇の邪気に包まれていきながらも、ゼノヴィアとイリナの並び立つ二人──悪魔と天使の姿に涙を流す。

「…………クレーリア、僕も天使になれたのかな……？」

　俺、ゼノヴィア、イリナが放った聖なる波動に、彼は抵てい抗こうもせず、吞のみ込まれていった──。

　刹せつ那な、彼を、女性がやさしく抱だき寄よせていくビジョンが見えた──。







　地に倒たおれ伏ふす八重垣──。

　邪龍に支配されていた剣は、力を消失したかのようにその場に転がっていた。

　ドライグが言う。

『……八岐大蛇の反応が消えた。……いや、もともと、復活が曖あい昧まいだったのかもしれないな。どちらにしても、その剣にもはや邪龍の力は宿っていない。おそらく、あの天使が持つ剣──』

　イリナの持つオートクレール。相手を清めるという聖剣。そのオーラに触ふれた天あまの叢むら雲くもの剣つるぎは、一いつ切さいの邪気を失ってしまったのだ。……これがイリナの新たな力か。ゼノヴィアのエクス・デュランダル、俺のアスカロンと相乗効果を生んだとは思うが、それでも清めの力が働いたのはオートクレール自体のものだろう。

　横たわる八重垣に俺は告げた。

「……俺も……悪魔である女性を愛している」

　八重垣は、ぼそりと言う。

「……もしかしたら、キミとそのヒトの間を裂さきに来る者が現れるかもしれない。それでもキミは……その彼女を──」

　俺は、迷う言葉なんてなかった。

「──守る。たとえ、俺とリアスの間をこの世界のすべてが否定したとしても、巨大な何者かが襲おそいかかってきても、俺は彼女を守る」

　そうだ。俺は、彼女と生きると決めた。たとえ、大きな敵、障害が出てきたとしても、俺はそれを打破しようともがくと思う。

　八重垣の視線が今度はイリナに向かった。

「──では、悪魔であるキミは、そこの天使も助けることができるか？」

　それも迷う必要なんてない。

「ああ、できるさ。天使だからとか、そんなのは関係ない。さっきも約束したばかりだからさ。──離はなれたくないなら、そばにいろって」

　何も離れる必要なんてない。いりゃいいだけだ。んで、楽しく暮らせばいいだけ。それでいいじゃないか。

　──俺たちはそれを許されたのだから。

　八重垣は──静かに涙を流していた。

「……そうか。そうなんだな……。僕もキミと同じで……ただ、守りたかっただけで……」

　俺は手をさしのべる。ああ、良かった。

　俺は、俺たちは、このヒトと──わかり合えるんだ。そうさ。過ごした時代は違っても、境遇は似たようなもんだ。

　俺とこのヒトは、共に異種族の女性を愛してしまったのだから──。

「……なら、きっとわかり合える。俺とあんたなら、俺たちとなら──」

　俺の手を取ろうと八重垣が身を起こそうとした。

「……ああ、そうなったら、どれだけ──」

　ドンッ、と鈍にぶい音が俺の耳に届く。手が重なる瞬しゆん間かん、横合いから飛んできた何かが──八重垣の胸を貫つらぬいたからだ。

　ぽっかりと穴の開いた八重垣の上半身。彼はごぶっと大量の血を口から吐き出して、倒れていった。

「うひゃひゃひゃひゃっ！　そりゃ、ダメっしょ？」

　不快な笑いが周辺に響ひびき渡わたる。その笑いには覚えがあった。ああ、忘れるはずもない。

　俺は笑いのしたほうへ顔を向けた。そこには、銀ぎん髪ぱつの中年男性が愉ゆ快かいそうに醜しゆう悪あくな笑えみを見せていた。

　俺はその憎らしい男の名を叫さけぶ！

「──リゼヴィムッッ！」

　クソのようなおっさんは軽々しく手をあげてきた。

「やっ♪　様子見に来たら、美しい復ふく讐しゆうの喜劇が、なーんか、感動の場面になっているからさ。合いの手を入れてみましたっ！」

　致ち命めい傷しようを受けた八重垣を抱きかかえるゼノヴィア。イリナが父親に肩かたを貸して、彼のもとに連れてきた。

「……八重垣くん！」

　イリナのお父さんに八重垣は微笑ほほえみを見せた。

「……いいんです、これでいい」

　アーシアも駆かけつけて、癒いやしの力を施ほどこす。しかし、彼の傷は塞ふさがらない。……聖せい杯はいで蘇よみがえった体だからか、それとも──彼自身が癒やしを拒こばんだのか。

「……こんなの悲しすぎます……っ！」

　アーシアが涙なみだをこぼす。彼は小さく笑った。

「……泣いてくれるのか。……まったく、やさしいね、キミたちは……」

　徐じよ々じよに、徐々に、彼の体は崩くずれていく。顔にまで崩ほう壊かいの傷が走り──。

「ああ、僕も──この時代に……キミたちと会いたかったよ……」

　それを最後に、彼の体は塵ちりと化していった。

　…………。

　その光景に、言葉を失う俺たち……。だって……、わかり合えそうだったんだ。いや、わかり合えた。最後の最後で俺たちは……っ！

　拳を地に打ち付ける俺。

　──が、リゼヴィムはつまらなそうに嘆たん息そくするだけだった。

「ま、彼は大王バアル派と天界の間で起こった事件の真相を語る役と、天叢雲剣の宿やど主ぬしを立派にやり遂とげた。──もう、お役やく御ご免めんでご退場ってね」

　……すべてが、かんに障さわった。その男の声、姿、何に至るまで不快だった。

　俺は自分でも怖こわいぐらいの低い声こわ音ねで問う。

「…………どうして、殺した？」

　奴やつは嬉き々きとして口元を笑ました。

「おろっ？　キレちゃったん？　あらら、敵かたき役やくにまで情を向けるなんて、なーんて赤せき龍りゆう帝ていくんはやさしいんでしょう！　つか、そのヒト、もともと死人だぞ？　殺したもクソもねぇやな。うひゃひゃひゃっ！」

「……茶化すなよ。どうして、こんなことばかりすんだよ……。ヴァレリーだって、冥めい界かいの学校に来た子供たちだって……」

　誰も彼も、ただ、幸せになりたくて行動していたのに……。なんで、こいつは……こいつらは、それを台無しにしようとするんだ……？

　リゼヴィムは平然と答える。

「んー、そりゃ、おじさんが楽しむためだよぉ」

　……ああ、そうか。なるほど。

　……わかったわ。俺、あいつの気持ちが本当に理解できた。

「ヴァーリ。ああ、おまえの気持ちがよーくわかったぜ。そうなんだな。そういうことだよな」

　俺は全身から怒いかりのオーラを放ちながら、奴の前に立つ。

「リゼヴィム、てめえは死んだほうがいい……っ！」

　紅色のオーラを爆ばく発はつさせながら、俺は……こいつをぶっ飛ばす覚かく悟ごを決めたッッ！

　絶対に許させねぇっ！　絶対にぶっ倒してやるッッ！

「うわーお、ヴァーリきゅんと同じ目じゃん……ッッ！」

　野や郎ろうは俺の態度に心底歓かん喜きしてやがった！

「うひゃひゃっ！　んじゃ、おじさんが勝負してあげようかなぁ？」

　指をコキコキ鳴らしながら、リゼヴィムが俺の挑ちよう戦せんを受けた。

「言ってろッッ！」

　飛び出す俺！　高速で距きよ離りを詰つめて、憎にくらしいこいつの顔面を──。

　殴なぐる寸前で、奴が俺の鎧よろいに軽く触れた。刹那、俺の体から力が抜ぬけていく。鎧が一いつ瞬しゆんで解除となり、生なま身みの俺となった！

「無む駄だだねぇ。神器セイクリツド・ギアで高められた力は一いつ切さい合がつ切さいおじさんには効かないのよ？　もう忘れたのかなぁ？」

　──神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラー！

　触れただけで、俺の鎧を解除しちまうのかッッ！

「えーと、ルシファーパンチ！　とかどうかな？」

　ふざけた口調をしながら、奴が俺にパンチを放つ。腹部に深々と突き刺ささる。

「……ぐはっ」

　……激痛にたまらず、血ち反へ吐どを吐はき出す俺。……クソ、久しぶりに生身でもろの一発受けちまった……っ！　全身にしびれるような痛みが走る！　そこへ蹴けりも加わって、俺は吹ふき飛とんでいった！　地面を何度もバウンドしながらも俺は体勢を直して、再び紅色の鎧を装着する！

　ダメージを受けながらも俺は飛び出して、魔ま力りよく弾だんを撃うつが──野郎が手で触れるだけで、俺の特大のドラゴンショットが霧む散さんしていった！　神器セイクリツド・ギアが絡からむ以上、魔力の弾たまもダメってわけかよっ！

　奴の姿が消え去り、眼前に現れる。

「これでもいちおうルシファーの息子むすこなんでねぇ。神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラーなしでも十分に強かったりするんだよ？　ほい、ルシファーキック♪」

　蹴りと同時に俺の鎧が解除されて、背中に強きよう烈れつな一発を受けた！

　……息が詰まるほどの衝しよう撃げき！　ったく、こんな痛みも久しいねっ！　生身で戦っていた頃ころを思い出す。いや、何！　あの頃とあんま変わっちゃいねぇさ！　いつだって、俺の敵は格上ばかりだった！　アーシアの回復が飛んできて、傷は治るが……。さて、どうしたものかね！

「はっ！」

「これなら！」

　ゼノヴィアとイリナが斬きりかかるが、先ほど、八岐大蛇を吹き飛ばすためのオーラを捻ねん出しゆつしたばかりで、二人の体力は戻もどっていない！

　奴は聖せい剣けんふた振ふりの攻こう撃げきを──両手の指でそれぞれ挟はさんで止めてしまう！

「悪あく魔まっ娘ことエンジェルちゃんの同時攻撃！　いいね！　でもでも、おじさんはこんなのじゃ、やられないのよねん！」

　手のひらから魔力の波動を撃ち出して、二人を後方遠くに弾はじき飛ばしていく！

「ゼノヴィアさん！　イリナさん！」

　アーシアが友人の危機に回復のオーラを飛ばした！

　俺が再度奴に近づいて、ゼロ距離で高めた一発を打とうとするが──ちょいと触さわるだけで鎧は三み度たび解かれてしまう！　そこへ魔力の弾が撃たれてしまった！

　……全身を言いがたい痛みが襲い、体中から血が噴ふき出していく！　このままでは、出血多量でぶっ倒たおれる！

「……クソ、一発ぐらい……ッ！」

　もう一度鎧を装着して、俺はのろのろと立ち上がる。

　リゼヴィムは指をチッチッチッと左右に振った。

「その鎧まとった状態じゃ、無理無理。んじゃ、生身で攻せめてくる？　それも意味ねぇわな。だって──」

　奴は顔を近づけて、嘲あざ笑わらった表情でハッキリと言った。

「その鎧がなけりゃ、キミはただのクソ雑ざ魚こ悪魔だもんね？」

　…………んなこたぁ、先刻承知だ。それでも、どうにか、てめえを一発だけでも殴らないと気が済まないんだよ……ッッ！　例の力が解放できればな……ッッ！　ドライグ、なんとか、間に合ってくれよ！

「イッセー！」

「イッセーくん！」

　ゼノヴィアとイリナがボロボロになりながらも再び聖剣を持って、リゼヴィムに向かう！

「デュランダルにオートクレール！　うーん、この二本が同時に振るわれるなんて、懐なつかすぃっ！　しかもエクスカリバーも加味してあってこれは……いい感じ♪」

　リゼヴィムは、剣けん士し二人の猛もう烈れつな剣けん戟げきを体たい捌さばきだけで避さけていく！　腐くさっても魔ま王おうの息子ってか！　体術だけでも俺たちを超こえるってか！

「一いち撃げき入れば……っ！」

　口元から血を垂らしながらもゼノヴィアは聖剣を高速で動かし、破は壊かいも混ぜていた！　時折、隙すきをうかがって擬ぎ態たいさせていくが、それすらも察知されて躱かわされてしまう！　あげく、鞭むち状となった刀身を手でつかまれてしまい、引き寄せられてキックをまともに腹へ浴びてしまった！

「がは……っ！」

　蹴りの衝撃でゼノヴィアが遥はるか彼方かなたに吹っ飛ばされていく！

「ゼノヴィア！　よくも！」

　イリナがオートクレールの聖なる波動を高めて、リゼヴィムにかかるが、真しん剣けん白しら刃は取どりの格好を取られる。

「いい太た刀ち筋すじだよ、実際。でもあれだ。八岐大蛇を倒すのに力使いすぎたねぇ。ま、それがなくても物の数じゃないんだけどさ」

　そう言うなり、リゼヴィムは強ごう引いんにイリナから聖剣を取り上げて、彼女の腹部に掌しよう底ていを繰くり出だした。

「……かはっ！」

　イリナもゼノヴィア同様、勢いよく吹き飛ばされていった。

「…………なんてことだ」

　毒に侵おかされているイリナのお父さんはただ見守ることしかできないでいる。

　俺も立ち上がって、向かおうとしたのだが──、

「はい、背後でーす」

　背中を取られてしまっていた！　背中越ごしに魔力の輝かがやきが見える！　盛せい大だいな破は裂れつ音と共に、俺は一撃をまともにくらい、その場にくずおれた……。

「……ぐはっ」

　……鎧は砕くだけ、一瞬意識すらも飛びかけた……っ！　地面に突つっ伏ぷす俺……。……やべぇ、痛みがあって当然のケガなのに、痛みが……鈍にぶってきてる。血も流しすぎたせいか、手足がしびれてきた……。

　地に倒れ伏す俺。かすれる視界にアーシアに近づくリゼヴィムの姿が映った。

「そっちのお嬢じようちゃんはどうするん？　おじさんと遊ぶ？」

　楽しげに近づくリゼヴィム。アーシアの前に──黄金の龍りゆう王おうが立ちふさがった。

『──アーシアたん、守る』

「おんや、龍王じゃん。俺の前に立っちゃうのかい？　それもおもしろそうだねぇ。ひとつ、おじさんとやり合ってみるかい？」

　リゼヴィムが魔力の弾をファーブニルに繰り出す。ファーブニルは避けることすらせず、アーシアの盾たてとなって、奴の一撃を正面から受けた。

　まともに浴びた龍王。頑がん強きような壁かべ役とはいえ、体の表面は消し飛び、血が噴き出ていた。すぐさまアーシアがそのケガを治す。

　リゼヴィムはその盾としてのファーブニルの行動をおもしろく思ったのか、連続で魔力の弾を撃ち出しやがった！

　ファーブニルは背後にアーシアがいることがわかっているため、一いつ切さい逃にげず、正面から全部受けていた！

　……煙けむりを上げる龍王。全身が、リゼヴィムの魔力によって、吹き飛んでいく。リゼヴィムの一撃は、規模が小さくても濃のう密みつなものだ。一発を受ければ、大たい抵ていの者が大きなダメージを受けるだろう。それがたとえ頑強な龍王だとしても──。

　ファーブニルはそのあともリゼヴィムの攻撃をまともに受け続ける！　アーシアが飛び出して、自分が的になろうとしてもファーブニルが尾おっぽで覆おおい、それを拒きよ否ひする。アーシアが龍王のそばを離はなれれば、この男が嬉き々きとして魔力を撃ち出すと、ファーブニルも理解しているからだ。あくまで、アーシアへの攻撃は全部自分が受けるのだと──。

「ファーブニルさんっ！　逃げてください！　このままじゃ……っ！」

　号ごう泣きゆうするアーシア。彼女の目には、ひざをつきながらも壁としての役目を果たす龍王の姿が映っているだろう。

　ファーブニルはいつもと変わらない口調で言った。

『大だい丈じよう夫ぶ、俺様、アーシアたんを守る』

　その光景を見て、リゼヴィムが哄こう笑しようをあげる。

「うひゃひゃひゃひゃっ！　健けな気げだねぇッ！　主あるじの美少女ちゃん守るのにかの龍王さまが体張るなんてなっ！　けどけど、おじさんはそういうの見ても手加減しません！　むしろ、おもしろがってさらに激しくいきます！」

　苛か烈れつになる奴やつの魔ま力りよく砲ほう撃げき！　ファーブニルはアーシアの回復が追いつかないほどのダメージを──全身に負っていく。

「やめて！　逃げて！　お願いだから！」

　アーシアが叫さけんでも、ファーブニルはこう言うだけだ。

『アーシアたん、守る』

「……どうして、ここまで私のことを……」

　魔力弾を浴びるなかで、ファーブニルは言った。




『…………俺様に微笑ほほえんでくれた女の子、アーシアたんが初めて。──だから、守る。俺様、いつアーシアたんのために死んでもいいように生きてる』




　…………。

　……おまえ、そんな覚かく悟ごを持っていたのか……。

　……最初から、おまえは、そんな決意で、アーシアの前に立っていたのか……。

　ファーブニルは血を吐はきながらも続ける。

『……俺様、頑がん丈じようで大きな体と、他ほかのドラゴンより力が強いだけ。いつの間にか、龍王になってた。誇ほこりとかよくわからない。でも、女の子一人は守れる。──きっと、それが俺様の龍王としての、誇りなんだと思う』

「…………ファーブニルさん……っ」

　龍王の決意に、アーシアはただただ口元を手で覆い、嗚お咽えつを漏もらしていた。

「……お願いです……。もう、立たないで……っ」

　その願いを龍王は絶対に聞き入れない。たまらなくなったアーシアはファーブニルの尾を振り払はらって、リゼヴィムの前に立った。今度はファーブニルを守る格好となる。

　それを見て、魔王の息子は笑う。

「うひゃひゃひゃひゃ。キミも健気だねぇ。俺の前に立つなんて！」

「……もう、やめてください……っ！　どうして、こんなに酷ひどいことばかりするんですか……？」

「そりゃ、魔王の息子むすこなんでね。悪いことたくさんしなきゃ嘘うそでしょ？」

　アーシアは心の叫びを訴うつたえる。

「……私もイッセーさんも皆みなさんも、ただ平和に暮らしたいだけなんです……っ！　こんな、酷いことばかりしても、誰だれかに憎にくまれて、誰かが悲しんで……」

「うんうん、そうだねぇ。酷いねぇ。憎まれちゃうねぇ。悲しませちゃうねぇ。──だから、どうしたんだろうね？」

　パチンと乾かわいた音が響ひびいた。

　奴が、アーシアを叩たたいたからだ。

「きゃっ！」

　倒たおれ込むアーシア。その光景は……俺のなかで何かをかき立てるのには十分だった。

　……野や郎ろう、アーシアを…………殴なぐりやがった……っ！

　……もはや、力なんて残っていないのに、俺は体を揺ゆり動うごかす！

　……大切なアーシアが、殴られたんだ。ここで寝ねてもいられないだろう……ッ！　ああ、やっぱり、こいつはクソのなかのクソ野郎だった！

　──一発殴らないと気が済まねぇぇぇぇぇぇぇッッ！

「アーシアさんッ！」

「……てめえ、アーシアを……ッッ！」

「アーシア……クソ……っ」

　イリナ、俺、ゼノヴィア、全員がアーシアの危機に目の色を変える！　俺たちにとって、アーシアは……大切なものなんだ！　それを傷つけるなんて絶対に許されることじゃない！

　俺たちが立ち上がりつつあるなかで、リゼヴィムはただただ笑う。

「うひゃひゃひゃ、皆みんなの顔色変わったねぇ。あら、愛されキャラをふっ飛ばしちゃったかな？　こんなふうにすると、もっと怒おこるのかな？」

　倒れるアーシアに手を向ける野郎！　魔ま力りよくを放つ気だッッ！

「やめろぉぉぉぉぉっ！　このクソ野郎ォォォォォォッッ！」

　俺は……怒いかりで立ち上がる！　アーシアを……俺の大事な家族を殴られてただ寝ているわけにはいかない！　許せねぇっ！　アーシアを傷つける奴は誰だって──！

「許せるわけねぇよなぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁぁッッ！」

　吼ほえる俺だったが──ぞくりと背筋が凍こおった。

　……俺の目に、危険なほど、オーラを放ち始めたものが映ったからだ。

　ファーブニルが全身から血を噴ふき出させながらも、リゼヴィムを激しく睨にらむ。

『…………アーシアたんをいじめるな。……アーシアたんをいじめるなッッ！』

　全身の毛穴が開くほどのプレッシャーをファーブニルから感じ取れてしまう！

　……あいつ何が起こってんだ……？

「うひゃひゃひゃ、おまえさんはやっぱり龍王だと思うぜ？　そんな体でも凄すごみのある眼めをしているしな。もっと本気を見せてくれても──」

　言いかけのリゼヴィムにファーブニルが高速で飛び出し、大きな顎あぎとを開いて突とつ撃げきしていく！　すでに体力など、残っていないだろう。先ほどの防戦で何もかも使い果たして倒れ込んでいたはずなのに、黄金のドラゴンはルシファーの息子に凶きよう暴ぼうなまでの眼光で襲おそいかかる！

『アーシアたんを泣かした……ッ！　おまえはアーシアたんを泣かしたッッ！』

　リゼヴィムの足あし下もとの影かげから出現する小さな人ひと影かげ──。オーフィスの分身体であるリリスだった！

　リリスがリゼヴィムの前に立ち、防ぼう御ぎよの障しよう壁へきを生み出すが──ファーブニルの底力はそれすらも噛かみ砕いて徐じよ々じよに徐々にリゼヴィムに詰つめ寄よっていく！　リリスは防御障壁をいったん消して、直接ファーブニルの顔面を殴おう打だする！　強きよう烈れつな音が辺りに響くが、龍王は怯ひるむ様子を一切見せずにリリスを前足で横よこ薙なぎに吹ふっ飛とばした！　強ごう引いんな攻こう撃げき！　リリスは無傷とはいえ、吹っ飛ばされたのは事実！

　リリスが体勢を直す前にファーブニルが口から極大の火か炎えんをリゼヴィムに吐き出す！　奴はそれを魔力で容易に払うが──そこには黄金の龍りゆう王おうの姿はない！

　──空中に飛び出していた！

　ファーブニルは翼がない巨きよ体たいにも拘かかわらず、空高く舞まい上がって、そこから下にいるリゼヴィム目め掛がけて大きく口を開いた！　口内から飛び出していくのは──強大なオーラを放つ剣けんや槍やり、斧おのなどだった！　伝説のアイテムを口から吐いたのか！

　リゼヴィムは魔力によってそれら襲い来るアイテムを弾はじいていくが、弾かれたアイテムは軌き道どうを変えてなおも奴を追う！　炎ほのお、または凍気に包まれた剣、雷かみなりの力を宿した槍、禍まが々まがしい波動の斧、それらが無数に宙を飛び回ってリゼヴィムに向かった！　だが、襲うのは伝説のアイテムだけじゃない、ファーブニル自身も巨体とは思えない速度で奴に迫せまっていく！　魔力を浴びても──ものともせずに龍王は突とつ進しんしていった！　瞳ひとみはただただ怒りに燃え上がっている……っ！

「うひゃひゃひゃっ！　んだ、すげえ重圧を感じさせてくれるじゃないのっ！」

　正面から突とつ貫かんしてくるファーブニルをリゼヴィムは極大に膨ふくらませた魔力の弾たまで迎むかえ撃うつ！　デカい魔ま力りよく弾だんだっ！　あんなのが直ちよく撃げきしたら……っ！　しかし、突撃していくこのスピードでは今いま更さら避よけることなんて──。眼前でファーブニルがリゼヴィムの魔力弾にぶち当たる光景が──展開はしなかった！　魔力が当たった瞬しゆん間かん、ファーブニルの姿がかき消えていく。まるで幻げん影えいのごとく──。そう、それは幻まぼろし！　フェイントだ！

「──ッ！　幻影だと!?　内に有する伝説のアイテムの効果か！」

　リゼヴィムがそれに虚きよを突つかれ、目を見開く。そして、その背後から巨きよ大だいな影が一直線にリゼヴィム・リヴァン・ルシファーに向かう！

　リゼヴィムは防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを展開するが──大きく開いた龍王の顎はその魔方陣を容易く砕くだき、前ルシファーの息子に襲いかかる！

　ブチッ！──という鈍にぶい音。

「…………ッッ！　ウソだろ……ッ!?」

　ファーブニルの突進により、リゼヴィムの左ひだり腕うでが肩かた口ぐちから吹き飛んでいった──。

『アーシアたんを泣かした奴、絶対に許さないッッ！』

　死にかけていたファーブニルの猛もう撃げき──。

　それはリゼヴィムにとって、予想を超こえた攻撃となったのだろう。あれほど、邪じや気きに満ちた笑みが消失して、ただただ仰ぎよう天てんの様相を見せていた。

　龍王の意地──。

　ドラゴンの王と称しようされる者の双そう眸ぼうは怒りの色で不気味に輝かがやいていた。

『許さないッ！　許さないッ！　許さないッッ！』

　ファーブニルはすぐさま追つい撃げきを開始していく！　避けるリゼヴィムだったが、執しつ拗ようなまでにファーブニルはリゼヴィムを追っていく！……なんつー、執しゆう念ねんだっ！　相手を完全にぶち倒すまで止やめないであろう強烈なまでの激情を肌はだにびしびしと感じるぜ……っ！

　さすがのリゼヴィムもファーブニルの執拗なまでの攻撃に驚おどろきを隠かくせないでいた。

　──奴やつがしたのはひとつだけ。

　アーシアに危害を加えた。

　それは黄金の龍王の『逆げき鱗りん』に触ふれるのには十分だった。

　俺のなかで以前聞かされた先生の言葉が蘇よみがえった。

　──ドラゴンを怒らせてはいけないってのはむかしからよく聞く話さ。──『逆鱗』、それがどういうものか。下級のドラゴンでもそれに触れれば、おまえも理解できる。ドラゴンは怒らせてはいけない生物だ。

　ドラゴンの『逆鱗』。リゼヴィムはそれに触れた。ファーブニルの怒り。それは同じドラゴンである俺から見ても薄うすら寒さむいものを感じてならない。

　無表情のリリスもファーブニルの憎ぞう悪おに燃えるギラギラとした眼光に眉まゆを少しだけひそめていた。

「…………リゼヴィム、このドラゴン、リリスとおなじにおいする」

　それを聞き、何かを得心するリゼヴィム。吹き飛ばされた腕うでは魔力で引き寄せて、肩口に当ててくっつけてしまう。

「……そうか、そういうことか。……オーフィスの『友人』ってのは厄やつ介かい、か。本来、あり得ないはずの龍りゆう神じんの『友人』だからなぁ。いいな、いいものを見せてくれる。よく覚えておこう」

　先ほどとは違ちがい、奴の表情は真に迫っていた。

　──と、俺のなかでドライグが声を発す。

『相棒！　ファーブニルにばかりいいところを持っていかれてしまうぞ！　我らも仕し掛かけていくっ！──解放された俺の力、いまのおまえなら使えるはずだっ！』

　ちょっと、遅おそかったぜ、ドライグ。アーシアが殴られてしまったんだからよ。

　けど、ちょうど良かったってのもある。何せ、こいつをぶん殴りたい気持ちはいまがマックスだろうからよォォォォォォォッッ！

　紅くれないの鎧よろいを装着する俺。それを見て奴は笑った。

「うひゃひゃひゃひゃっ！　またそれか！　無む駄だ無駄無駄っての！」

　俺はかまわず飛び出していく。さっきと同様、愚ぐ直ちよくなまでの真っ正面からの突貫！

　リゼヴィムは口の端はしを笑ましながら、俺を迎え撃つ！

「その力が神器セイクリツド・ギアを介かいしている以上──無駄ってね！」

　あいつの手が俺の鎧に触れる──。鎧は解除されるが、籠こ手ての部分だけは残っていた！

　そのまま、俺はリゼヴィムの顔面を思いっきりぶん殴る！　新たな音声が宝ほう玉ぎよくから鳴り響いていく！

『Penetrateペネトレイト!!』

　奴は正面から打だ撃げきをもろに浴びて、後方に勢いよく吹き飛んでいった！

　地に倒れ込むリゼヴィム。

「…………なんだ、こりゃ……」

　信じられないような声こわ音ねで、横たわりながら自分の顔をぬぐう。そこには、鼻から噴き出た血がべっとりとついていることだろう。

　俺はゆっくりと近づき、倒れ込む奴の髪かみをつかんでもう一度顔面にパンチを浴びせた。

　奴はいまだ信じられない面おも持もちで、地面を転がっていく。

　俺は歩いて近づきながら言った。

「──生前のドライグが持っていた力のひとつ、『透とう過か』だ。俺の力をダイレクトにてめえに通しただけだ」

　そう、それがドライグが取とり戻もどした力だ。ドライグの力──『増加』『譲じよう渡と』、そして、『透過』。

　リゼヴィムは上半身を起こし、わなわなと震ふるえる。

「…………『透過』の力で、俺の『神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラー』を通り抜ぬけたってのか……？　んな、アホなッッッ!?　俺の『神器セイクリツド・無効化ギア・キヤンセラー』はなっ！　どんな神器セイクリツド・ギアだろうと、神滅具ロンギヌスだろうと、全部！　ぜぇぇぇぇぇぇんぶ、無効化す──」

　言いかける奴の顔にまたパンチを放つ。俺の両腕両脚あしはドラゴン化していた。よりドラゴンの力を通すためだ。

「ぐはぁぁぁぁぁっ!?」

　……俺も体力が残っていないせいか、パンチを打つたびに全身に衝しよう撃げきが走って、ぶっ倒たおれそうになる。だが、まだだ。まだ倒れないぜ。こいつをまだまだ殴なぐらないと気が済まないんだからよッ！

　俺は一歩一歩近づいて、呆ぼう然ぜんとしているリゼヴィムを──殴って、蹴けって、殴って、殴って、蹴り抜いた！

「ぐへっ！　ぶはっ！……んだよ、それ。んだよ、それッッ!?」

「ただのドラゴンなら、ただの神器セイクリツド・ギアなら、てめえには通じなかっただろう」

　俺はユーグリットを倒すために、ロンギヌス・スマッシャーを撃っちまったから、チャージが終わってない。本調子ってわけじゃない。

「だが、まあ、『透過』の力があれば、てめえは殴れそうだ」

　ふらつく俺。リゼヴィムは何かに思い至ったのか、笑いを漏もらす。

「…………なるほどねぇ、そうかそうか……っ！　これが、無限と夢む幻げんを手に入れた唯ゆい一いつの存在ってやつか……っっ！　そうかよ、ヴァーリ……。おまえが、夢中になった理由は！　おまえの心が、憎悪だけじゃない真相がこれかッッ！」

　叫さけぶリゼヴィム。ドライグが奴にも聞こえる声で言った。

『ルシファーの息子むすこよ。おまえは、何を敵に回したと思っている？　聖書の神が忌いみ嫌きらった力の塊かたまり──ドラゴンだ。俺も白はく龍りゆう皇こうもファーブニルも、決して舐なめてくれるなよ。──我らは、その気になればただの力任せの暴力だけで世界を何度も滅ほろぼせるのだ。それをしないのは、おまえよりも自分の生き方を楽しめているからだ』

　ドライグは、いつか語ってくれた言葉を口にしていく。




『──神ごときが、魔ま王おうごときが、俺たちの楽しみを邪じや魔ましてくれるなよ』




　それを聞いて、リゼヴィムが血をぬぐいながら立ち上がる。

「……それは三大勢力の戦争のとき、二に天てん龍りゆうが神と魔王に吼ほえた口上に似ているな」

　俺もドライグに続いて宣言してやった。

「俺も腹くくったんでね。──ハーレム王になるためなら、魔王の息子だろうが、神だろうが、全部ぶん殴るッッ！　俺はリアス、アーシアや朱あけ乃のさん、イリナやゼノヴィア、皆みんなともおもしろおかしくハッピーに暮らすんだよッッ！」

　口上を叫んでやったところで、背後から心強い波動が伝わってくる。

「イッセー！」

「イッセーくんっ！」

　リアス、木き場ば！　皆が駆かけつけてくれた！　曹そう操そうまでいやがる！

「ういっす。間に合ったかな」

　デュリオも！　クロウ・クルワッハを相手にして、ここまで来てくれるなんて！

『Ｄ×Ｄデイーデイー』が勢せい揃ぞろいした姿にリゼヴィムは自じ嘲ちようする笑いを漏らす。

「うひゃひゃひゃっ！　一行さまがご到とう着ちやくか。つーことは……あらら、量産グレンデルくんとラードゥン先生は全ぜん滅めつかい。おっそろしいねぇ、チーム『Ｄ×Ｄ』の突とつ破ぱ力！」

　対たい峙じする俺たちのもとに第三者の声が降ってくる。

「──ふふふ、天界でそのようなことを言い出すなんて。さすがは現赤龍帝です」

　皆の視線を集めたのは──空から舞い降りた天使長ミカエルさん！

「──ミカエルさま!?」

　仲間に抱だき起おこされたイリナも驚いていた。ミカエルさんが言う。

「遅くなりました。天界の各所にかけられていた封ふう印いん結界をようやく解きました。彼らが天界の各門を支配できたのは、アジ・ダハーカの禁きん術じゆつを用いたからでしょう。『システム』に影えい響きようを出さずに解呪するのはいささか時間がかかりましたが……。解呪と同時に最上層──第七天に厚い守護結界を張はり巡めぐらせましたので、もうクリフォトは私たちが死んでもあそこには入れないでしょう」

　ミカエルさんはリゼヴィムに顔を向ける。

「さて、リリン。久しいですね。先の戦争で顔を合わせて以来でしたでしょうか。この聖なる領域に土足で踏ふみ入った以上、それ相応の覚かく悟ごはしてもらいます。……と言っても、すでにやられているようですが」

　ミカエルさんの顔が──冷れい淡たんなものと化す。

「まあ、私は慈じ悲ひなんて与あたえません」

　ミカエルさんが天に手をかざすと、上空に──あり得ないほど巨大な光の槍やりが、無数に現れる！……あんな極ごく太ぶとで光力が充みち満ちた槍を浴びたら、どんな悪あく魔までもただでは済まないぞ！

　ミカエルさんは無む慈じ悲ひに手を下ろした。強大な光の槍が、リゼヴィムに降り注いでいく！　槍が落下した瞬しゆん間かん、大質量の爆ばく発はつが巻き起こる！　ミカエルさんが爆ばく破はの余波から、守護結界で俺たちを守ってくれていたが、リゼヴィムは別だ。極大の光の槍を正面からくらっていく。

「はーっはっはっはっはっはっはっ！　はっはっはっはっはっはっはーっ！」

　エデンの園で、大規模な爆発が幾いく重えにも起こり、地形すらも大きく変えていった。そのなかでも奴は笑いを発し続けるだけだ。

　──すると、光の槍による爆破のなかから、黒い柱が十二本出現していく。それは、広がり、しなっていく。……まるで翼つばさだ。いや、これは──。

　光の槍による攻こう撃げきが止やんだあと、爆ばく心しん地ちにあったのは十二枚の黒い翼を生やすリゼヴィムの姿だった。

　俺はその翼の形に覚えがあった。そう、それは三大勢力の和平のときだ。俺のライバル──ヴァーリが、背中に広げた黒い翼！　ルシファーの……黒翼っ！

　光の攻撃を耐たえきったリゼヴィム。背に黒い翼を生やして、あごに手をやった。

「いやー、なんていうかな……。あー、あれだ。──悪かった。俺は、おまえさんたちを本当に小こ馬ば鹿かにしすぎてたわ。いやね、何百、何千年ぶりに動き出したばかりだったから、はしゃぎすぎたっつーかな」

　自嘲して、後頭部をぽりぽりとかいたあと、リゼヴィムは息を吐はいて──いままで見たこともないほど、冷れい徹てつな目を浮うかべた。

「遊びは終わりってことにするか。俺は──いや、私は前ルシファーの息子として、貴き殿でんらを我が夢の宿敵として迎むかえ入れよう」

　……口調も、重圧すらも、変化しやがった……っ！　奴やつから、愉ゆ快かい犯はん的な面持ちと雰ふん囲い気き、空気すらも無くなる。

　けど、俺はかまわずに言ってやった。

「──だからどうした。てめえが今いま更さら真ま面じ目めぶったところでてめえが起こしてきた悪行と、これから起こすであろう悪事も変わりゃしねぇんだろ？　だったら、ここでてめえをぶっ倒して終わりにしてやるさ」

　──が、リゼヴィムは、首を横に振ふる。

「いや、今回は退ひこう。──こっちは目的を終えたんでね」

　そう言う奴は懐ふところから何かを取り出す。

「──それはッ！」

　ミカエルさんが酷ひどく驚おどろいている様子だった！

　リゼヴィムが持っていたのはふたつの果実だった。

「これは知ち恵えの実と生命の実だ」

　──ッ！　それって、聖書に出てくるあれか!?　なんで、こいつが持っているんだ!?　実はもう生なっていないんだろう!?

「どうして！　もう樹きには生っていないはず！」

　イリナは俺が思っていたことを口に出していた。

　リゼヴィムは手のなかの果実をさすりながら言う。

「ああ、もう生ってはないよな。──が、『保存』されていたとしたら、話は別じゃないかねぇ」

　奴は不敵に笑えみを浮かべて言った。

「我が母はリリス。聖書に記されたリリスだ。母は、むかし人間だった頃ころ、エデンの園にいた。いわゆる、アダムの最初の妻ってやつだ」

　それは知っている。アダムの前妻だっけ。ちっこいほうのオーフィス分身体のリリスではなく、本物のリリスってことか。

　リゼヴィムが続ける。

「私は幼少の頃から母リリスによーく聞かされていた。『神の目を盗ぬすんで、生命の実と知恵の実をある場所に隠かくしてやった』──と、自じ慢まんげにな。実際どうなのかと探したわけだが……あった。ただし、すでに干ひからびていて、力は失われていたが……」

　リゼヴィムの言葉にミカエルさんが続く。

「それを聖せい杯はいで、復活ですか。しかし、天界のどこに隠されていたというのですか？　我々は長年それを感じることもできませんでした」

「──煉れん獄ごくだ。煉獄の奥地。冥めい府ふに繋つながる隠れ道にな」

　……待て。煉獄の……冥府に繋がる隠れ道？　じゃ、じゃあ、天界まで攻せめ込む理由はなかったんじゃ──。

　俺の心中を察してか、リゼヴィムは言う。

「ま、天国に通じているというから、実を探すついでにアグレアスで来ただけだ」

　──ついで。ただ、ついででここまで攻め込んできたというのか……っ！　やっぱり、こいつは悪意の塊だわ……っ！　そんな盛せい大だいな嫌いやがらせのためにここまで来るなんてよ！

『…………』

　皆が無言で奴に戦意を向ける。──が、その盾たてとなる小さな影かげ。

「……リゼヴィム、まもる」

　──リリス。

　オーフィスそっくりな姿が、どうにも俺の戦せん闘とう意識を鈍にぶらせる。

　リゼヴィムも間にリリスが立ったことで、ふっと息を吐いていた。

「……せっかく格好つけたところで、幼子が間に入っては興も覚める、か」

　奴は足あし下もとに転移の魔ま方ほう陣じんを煌きらめかせる。

「おじさんは帰るわ。いい気付けになったさ。──兵ひよう藤どう一いつ誠せい、また会おう」

　逃にがすか！　と言いたいところだが、俺も残りの体力と血が足りなくて、もう動けない。動ける仲間たちが、攻撃を仕し掛かけようとするが、リリスが盾となるため、やはり俺同様複雑な表情となっていた。ミカエルさんが攻められなかったのは、リリスの存在もあったが、邪じや龍りゆうがそばに寄っていたからだ。

　──クロウ・クルワッハが、近くにまで姿を見せていた。

　どうやら、デュリオとは引き分けか、勝負を見送ったようだ。

「リリス、クロウ、帰き還かんしようか」

　この場に到着していたクロウ・クルワッハにも声をかけるリゼヴィム。

　だが、奴は応じない。

「……クロウ？」

　問うリゼヴィムに、邪龍はただ無言で誘さそいを断った。

「ま、それもいい」

　リゼヴィムは首を横に振って、転移の光に消えていこうとする。俺は最後に奴に言ってやった。

「リゼヴィム。──おまえをぶっ倒たおすのは俺か、ヴァーリだ。それは絶対に覆くつがえらない」

　リゼヴィムは──消える寸前まで、楽しげな笑みを浮かべていた。







　Next Life.







　クリフォトがアグレアスごと去ったあと、第四天で一息つく俺たち。イリナのお父さんだけ、すぐに第五天の医い療りよう施し設せつへと緊きん急きゆうで運ばれていった。早く完全に解げ毒どくが済めばいいのだが……。

　邪龍の群れはアグレアスと共に消えていった。……天界側の被ひ害がいも大きいようだ。幸いにも『システム』には特に影響はないとのこと。

　ミカエルさんが曹そう操そうに礼を言っていた。

「帝たい釈しやく天てんさまからの加勢、ありがとうございました」

「こちらも天界に入ることができるなど、思ってもいなかったものでね。──これでも俺は咎とが人びとですよ。それに今回の加勢はハーデスさまからのタレコミです」

　その報告に皆が驚いていた。……ハーデスからの情報？　でも、今回、クリフォトに天界への裏口を教えたのは、あの骸がい骨こつ神なんだろう？

「……ハーデスはこれでイーブンだと思っているのかしら。それとも、両陣営の邪じや魔まをして、楽しんでいるだけ？」

　リアスはそう独りごちていた。

　ミカエルさんがかまわず曹操に言う。

「いちおうあなたは聖せい槍そうに選ばれし者。敵意がないのであれば、無む下げにできるはずもない」

「ふふふ、聖槍はイエスを貫つらぬいたんだがな。天使長殿どのは寛かん大だいのようだ」

　曹操は踵きびすを返す。

「ではな」

　去ろうとする奴を俺は呼ぶ。

「ま、待て！」

　ひとつだけ確かく認にんしておきたかった。

「……敵なのか？　『禍の団カオス・ブリゲード』なのか？」

　曹操は空を見上げて言う。

「……少なくとも、もう『禍の団カオス・ブリゲード』ではないな。いまは帝釈天のもとで先兵を務めている。まあ、表の先兵が初代孫そん悟ご空くうなら、裏の役目が俺というわけだ。主おもに表おもて沙ざ汰たにならない事情に関かん与よすることになった。キミたちにいますぐ危害を加える気なんてないさ」

　リアスがそれを聞いて言った。

「あれほどのことをしでかしたあなたを手元におくなんて、帝釈天の気が知れないわ。条約違い反はんをいくつ並べればいいのかしらね」

　曹操は肩かたをすくめる。

「俺に言われてもね。俺はあの天てん帝ていの気まぐれで生かされているに過ぎないからな。……野望と夢を抱いだいて『禍の団カオス・ブリゲード』に所属していたのが道どう化けに思えてしまうほどの立ち位置だと我ながら思えてならない」

「反省の色はないようだね」

　木き場ばが眉まゆをひそめていた。

　曹操は息を吐く。

「……反省、か。異い形ぎよう相手に戦った俺は、立場的に反省するべきなのか、それとも復ふく讐しゆうを誓ちかうべきなのか。……人間が異形におこなう戦いとは『正義』なのか、『悪』なのか。いまの俺はそれすら満足に答えられる権利を有していない虚うつろな存在だ」

　……相変わらず、わけのわからんことを口走る野や郎ろうだ。

　リアスが再度問う。

「他ほかの神滅具ロンギヌス所有者は？」

「ゲオルクとレオナルドか？　ああ、彼らはまだ冥府だよ。ゲオルクは……ふふっ、冥府で死神グリム・リツパーが使う術の研究をしている。というよりもあそこに送られた過去の著名な魔ま術じゆつ師したちの魂たましいと夢中になって魔ま法ほうの理論に没ぼつ頭とうしていてね」

　……そんなことになってんのか。英えい雄ゆう派は本当にわからん奴やつばかりだ。

　曹操は続ける。

「当面、こちらに帰るつもりはないと言われてしまったよ。まったく、魔術師の価値観はわからない。レオナルドは案外あそこの空気が気にいったようで、ゲオルク同様帰る気はないそうだ」

　槍やりで肩をトントンとさせながら皮肉げに言った。

「……俺だけさ、この世に未練があって戻もどったのは。──俺を断罪したければいつだってそうしてくれてかまわない。キミたちにとって、いまだ俺が怨えん嗟さの対象ならばね。むろん、ただで死ぬつもりはないが……」

　……殴なぐらせろと言っても全力で反はん撃げきしてきそうな雰囲気だな。

「……信じていいのか？　つーか、なぜ地上に戻った？　復讐するためでも贖しよく罪ざいすることでもないんだろう？」

　俺がそう訊きくと奴は遠い目になる。

「……俺は、何者になりたかったのか。なぜ、俺はこの槍を得て生まれたのか。もう一度答えを知りたくなっただけだ」

　変わらず、わからんことばかり並び立てる奴だ。

「自分探しかよ。おまえらしくない」

「もともと、俺は自分探しの末にあの行こう為いに行き着いただけだよ」

　迷めい惑わくそのものだな！　あんま俺たちにかまわないでほしいぜ！

「また、その末があれの続きだと判断したらどうするつもりなんだい？」

　木場の問いに奴は首を横に振ふる。

「……あれの続きは……ないさ。俺の夢は一度完全に赤せき龍りゆう帝ていによって破は壊かいされた。次の夢は──」

　そして、曹操は視線を俺に向けた。

「──赤龍帝の兵ひよう藤どう一いつ誠せいを倒す。俺はキミを倒すことでようやく完全に生き返られると思っている。今日──いや、先ほど、それが再確認できた」

　…………。

　俺の前に立つってか。まあ、来るなら倒すだけだけどよ。

　曹操は言いたいことを言い尽つくしたのか、手を振って去ろうとする。

「それではな。帝釈天に邪龍への攻こう撃げきやキミたちへの支し援えんも任じられているから、縁えんがあればまた会えるだろう」

　リアスが最後に訊いた。

「最後にひとつだけ。もし、帝釈天があなたに私たちと戦えと言ったら？」

「……さてね。ただ、兵藤一誠。次、キミと戦うときは、メデューサの眼めもサマエルもなしでいくさ。ありのままの俺自身でキミに挑いどむ」

「じゃあ、俺もサマエルの毒なんざ使わず正面からぶっ倒すだけだ」

　不敵に笑えみを見せ合う俺と曹操。奴は──俺たちを一いち瞥べつして、この場をあとにしていった。

　この光景を見ていてゼノヴィアがうなる。

「なあ、イリナ。……最近、イッセーを狙ねらう男たちも私たちの順番としてカウントするべきなのかと真しん剣けんに悩なやんでいるんだが……」

「えっと……そうなるともはや両手の指の数じゃ足りなくなるんだけど……」

　指を数え出すイリナ。

「…………やめてくれよ、マジで」

　心底げんなりする俺。……いや、乗っちまう俺も悪いんだけどね。でも、あんな熱い誘いをされたら、俺もなんとなく格好つけて返したくなるじゃん！　あ！　もしかして、それが悪いのか!?　熱い返しが野郎どもを加熱させてますか!?

　──と、囲んでいた天使の兵隊を退けながら、こちらに進んでくる黒い影かげがあった。

　俺の前に立つ、クロウ・クルワッハ。邪龍は静かに問う。

「……おまえは、ドラゴンか？　それとも悪あく魔まか？」

　…………こいつもわけのわからんことを俺に訊くのか。

「いや、わからないけど……」

　頬をかきながらそう答えるしかなかった俺。奴は堂々と言う。

「俺はドラゴンの行く末を見届けるのを宿願としている」

　真っ正面から俺を捉とらえて改めて訊いてくる。

「おまえは、俺の答えなのか？」

「いや、知らんけど……」

　返答に困る俺だったが、奴は戦意満々だった。

「──俺と戦え」

「え……？　いま、ここで？」

　当とう惑わくする俺！　だって、もう戦せん闘とう終しゆう了りようムードじゃん！　皆みんな、俺とクロウ・クルワッハが戦うのかと臨戦状態になりつつあるけど！　俺はもう疲つかれたよ！──って、言って聞いてくれる邪じや龍りゆうでもないのかな……？

　しばし、沈ちん黙もく。邪龍は口を開いた。

「……ダメ、なのか？」

「……や、休ませてくれ、とか、無し？」

　とりあえず、訊いてみる俺だったが……。邪龍は静せい寂じやくのあと、突とつ然ぜん、かまえを解いて踵を返す。

「……………………では、俺は帰る」

　……マジか。通じちゃったよ！　さすがにこの反応には俺も驚いたが！

「クリフォトに帰るのか？」

　そう訊くが奴は首を横に振る。

「いや、もうあそこには興味が無い。好きに潜もぐるさ。人間界は慣れている」

　それだけ言い残して、奴は黒い両りよう翼よくを生やし、天界の向こうへ消えていった。

　……消えていくのはいいけど、どうやって天界から降りるんだろうか。まあ、奴の場合、強ごう引いんに降りていきそうだが……。

　クロウ・クルワッハの行動に当惑していた俺を置いて、ミカエルさんがイリナに微笑ほほえんでいた。

「イリナ、よく戦ってくれました。さすがは私のＡエースです」

　尊敬する天使長に褒ほめられて、頬ほおを赤く染めるイリナ。ふと、イリナが気になったようでミカエルさんに訊いた。

「ミカエルさま、こんなときにお訊きするのは恐おそれ多おおいことなのですが……」

「なんでしょう？」

「──どうして、私をＡエースにお選びになられたのですか？」

　それはまた興味深い話だ。俺も気になっていた。どうして、ミカエルさんは自分のＡエースにイリナを選んだのか。

「ああ、なるほど」

　手をポンと鳴らすミカエルさん。指を一本立てて逆に訊いてくる。

「人間界で、トランプの箱の封ふうを切ると、最初に目にするカードはなんでしょう？」

「……スペードのＡエース」

　小こ猫ねこちゃんが即そく答とうしていた。確かに最初に出てくるカードはスペードのＡエースか。

　ミカエルさんがうなずく。

「そうです。つまり、何者よりも転生天使──『御使いブレイブ・セイント』を体現できる者がいいと私は考えました。天使イリナ、あなたは天てん真しん爛らん漫まんで、実直であり、敬愛の精神を持ち、敬けい虔けんな信徒でした。そして、誰だれとでも打ち解けられる。これからの天使を現す者として一番適任だったのです」

　……そういう意味があったのか。イリナの性格、そしてミカエルさんの願いがこめられたＡエースだったんだな。ミカエルさんが改めてイリナに言う。

「どうか、これからも『御使いブレイブ・セイント』の顔であることを願います」

　真実を知って感動に涙なみだするイリナは、大きく首を縦に振った。

「はい！　こちらこそ、精せい一いつ杯ぱいお仕え致いたします！　アーメンッ！」

　これにて、万ばん事じ決着かな。デュリオがその場で座って眠ねむりこけていた。話では、禁手バランス・ブレイカーと化してクロウ・クルワッハとやりあっていたという。……あの邪龍とガチでやりあって、よく生きて帰ってきたと感心するばかりだ。いや、生き残るとは信じていたが、ここまで無事だとは！　ま、相手もそんな致ち命めい傷しよう受けている様子はなかったが。それにしてもさすがリーダーと言えるだろう！

　……疲れがドッと出ていた俺はその場で寝ね転ころがり、空を眺ながめる。

　しかし、『透とう過か』の力。まだ俺の力しか通すことができない。しかもただのパワー押しを通すだけだ。それでもリゼヴィム相手には十分伝わったが……。けど、この特性を他の者に譲じよう渡とできるようになれば戦い方はまた変わりそうだ。

　ふと思う。……この力、スケベなことに使えないだろうか？　天界に漂ただようスケベ禁止の特性を通すことができてしまう、とか。

　そんな邪よこしまな考えを抱いだいているなか、天界一の美女の声が俺の耳に届く。

「皆さーん！　ミカエルさま！　ご無事でしたか～？」

　なんでも人間界へ出張していたため、駆かけつけられなかったというガブリエルさん。魅み惑わく的な大きなおっぱいを揺ゆらしての登場だった。

　……あのおっぱい！　生で見られたらどんなに幸せか！

　……ハッ！　ふいに気づいてしまう！　透過の力を目に譲渡したらどうなるのだろうか!?　善は急げだ！　さっそく試ためしてみよう！

　俺は透過の力を……目元に集中させた！

　すると──俺の視界に映る女性の服が……透すけていく！　透けていくッッ！　透けていくぅぅぅぅぅぅっっ！

　リアスのおっぱいが！　朱あけ乃のさんのおっぱいが！　ゼノヴィアのおっぱいが！　イリナのおっぱいまで！　服が透けて、生なま乳ちちが目に飛び込んできやがるぜ！

　こ、これが透過の力！　な、なんて素す晴ばらしいんだぁぁぁぁぁっ！

　俺はこの勢いでガブリエルさんに視線を送る！　そこで展開したのは──形、張り、乳輪の色、大きさ、丸み、すべてに至るまでパーフェクトとしか思えないセラフの乳にゆう房ぼうだった！　こ、これは……このバランスは……っ！　俺が知るなかでもトップクラス……いや、それ以上だ！　こ、こんな乳が存在していたのか！　ああ、アザゼル先生！　俺、ついに！　ついに天界一のおっぱいを！　見ましたよぉぉぉおおおおおっ！

「おおっ！　あれが天界一のおっぱいさまぁぁぁぁぁっ！　ありがたや！　ありがたやぁぁぁっ！」

　俺はただただ涙を流して祈いのるしかなかった！　悪魔が祈っているので、たとえ輪っかがあっても頭痛が襲おそってきたのだが、そんなことはどうでもいい！

　──もう、あれが乳ちち神がみでいい！　そうだ、そうしよう！

　先生、俺、やっぱり、煩ぼん悩のうは衰おとろえてませんって！　だって、新しい力の利用法をもう覚えたのですから！

『……そっスね』

　ドライグさん、呆あきれてますか!?

　感動で泣いていた俺だったが、俺の周囲を例の天界文字が覆おおっていく！　堕天防止の装置がまた発動したのか!?

　皆の視線が俺に集まる。……こんなときに邪なことを考えていたのだと、認にん知ちされてしまった。

「…………」

　半眼で呆れるようにしている小猫ちゃん。皆も呆れて笑っていた。

「こ、小猫ちゃん……？　い、いや、これはだね！　事情があってさ！」

「……先せん輩ぱいはやっぱり、どスケベです。お家うちに帰ったら、反省会をしましょう」

　はい、ごめんなさい、小猫さま……。







　Christmas.







「「「「「「「「「「「「「「「メリークリスマス！」」」」」」」」」」」」」」」

　乾かん杯ぱいをする俺たちオカ研メンバー＋生徒会の面々と企き画かく参加者たち。さらに黒くろ歌かとルフェイも。

　天界での一騒そう動どう後、無事にクリスマスに突とつ入にゆうして、プレゼントも配り終わった。

　少し遅おそめのクリスマスを俺たちは堪たん能のうしている。

　あの天界での一戦後、俺たちは第一天に戻もどって、休きゆう憩けい所でへばっていた。アーシアや動けるメンバーはケガをした天使を治すために最後までがんばっていた。天界への門が開いたおかげであのあと、人間界から増ぞう援えんも駆けつけた。

　……根こん性じようを見せたファーブニルは、アーシアにケガを治してもらったあとに深い眠りについてしまった。……意識は当面戻らないかもしれないという。ただ、死んでいるわけではないので、いずれ起きるそうだ。アーシアもそれを聞いて安心していたな。今回、俺はあいつにドラゴンの意地を見た。アーシアを守るためなら、あいつは死んでもいい覚かく悟ごで常に戦っていたんだな。……パンツパンツ言ってばかりだからさ、変な奴やつだと思っていたが、やっぱり、なんだかんだで誇ほこり高たかい龍りゆう王おうの一角だったんだ。

　イリナのお父さんも結局解げ毒どくの予後を見るため、無理はできないとプレゼント配りは娘むすめに任せることとなった。父親の分も二倍も三倍もがんばったイリナは娘の鑑かがみだと思う。

　兵ひよう藤どう家の地下でおこなわれた俺たちだけのパーティ。デュリオもシスター・グリゼルダも楽しんでいる。皆が食事に舌した鼓つづみを打っているなかで、リアスと朱あけ乃のさんが一歩前に出た。

「クリスマス作戦、皆、お疲れさま」

　労ねぎらいのあとで、リアスが言う。

「皆、聞いてちょうだい。私と朱乃から重大発表があるの」

　微笑む朱乃さん。

「うふふ、こんなときに突然かもしれませんけれど、あえてクリスマスというタイミングだからこそ、お伝えしようとリアスと決めてましたわ」

　二人はうなずきあったあとで、それを口に出す。

「──オカルト研究部の新部長と新副部長について、発表するわ」

　──っ！

　俺たちオカ研メンバーだけじゃなく、生徒会の面々まで驚おどろいていた。唯ゆい一いつ、ソーナ会長だけは知っていたようで、口元を笑えましていた。

　リアスが言う。

「私は、オカ研の部長を三年続けてきたけれど、特別、強いルールを下の世代に残さないように尽じん力りよくしてきたわ。それはこれから継ついでいく部長、部員たちにも覚えておいてほしいことなの。オカ研はその時々のルールで動いて運営していったほうが絶対にいいわ」

　それを踏ふまえた上で、とリアスは断って咳せき払ばらいする。

　そして、ついに人事を口にした。

「新しい部長はアーシア、副部長は祐ゆう斗とよ」

　──ッ！　そ、そうきたかぁ～！　木き場ばはなんとなく、予想がついていた。まあ、こいつならなってもおかしくないかなって。でも、部長にアーシアときましたか！　これは完全に予想外だった！　とうのアーシアも予想外だったらしく、いまだ信じられないように口をポカンと開けたままだ。

　リアスが続ける。

「アーシアにした理由は、きっとこのなかで一番新しいオカ研を作ってくれそうだと思ったから。私とは違ちがう方向へ部活を動かしてくれそうで……想像したら、一番楽しそうだったのよ」

　続いて朱乃さんが木場にした理由を口にしていく。

「祐斗くんが副部長なのは、単純に二代続けて部長と副部長を女性で固めてしまうのも……という面もありましたし、何より学園の男子生徒との架かけ橋はしにもなりそうだと、私とリアスで話していたのです」

「次は男子にしようと決めていた副部長だけれど、イッセーにしようか祐斗にしようか最後まで迷ったわ。でも、ただでさえ、イッセーは今後もスケジュールが立て込みそうだし、かといって部活動をおろそかにするわけにもいかないから、祐斗に副職をやってもらおうってことになったのよ」

　……なるほど、そういう理由があったのね。アーシアが部長なのは、いままでにないオカ研を作ってくれそうだから。木場が副部長なのは、これからの駒く王おう学がく園えん男子生徒と交流を持つため。……イケメンだから、逆に男子から恨うらまれて、女子のほうが近寄ってきそうな雰ふん囲い気きもあるが！

　リアスが二人に問う。

「それで、二人はこれを受けてどうなのかしら？」

「僕は問題ありません。光栄なくらいです」

　木場は快く応じていた。アーシアは──まだ戸と惑まどっている。

「……はぅっ！　わ、わ、わ、わ、私は……そ、その！」

「ダメ、かしら？」

　リアスが上ずったアーシアに水を渡わたしながら再度訊きく。アーシアは水を飲んで、若じやつ干かん落ち着いたあとで言った。

「い、いえ！　私で本当にいいのかなって思ってしまいまして……。活動的なイッセーさんやイリナさん、真ま面じ目めな小こ猫ねこちゃんやレイヴェルさんのほうがいいと思えますし、人見知りの激しい私なんて、きちんと勤められるのか、不安で……」

　俺がアーシアに微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。その辺は俺たちもフォローするしさ。何より、アーシアが部長ってのはなんだかがんばれちゃいそうだ！　俺、『ああ、愛いとしの部長のために』って二年連続で張り切れそうだしさ！　それって、けっこう俺的には重要かなって」

　うん！　考えてみれば、部長がアーシアなら、俺、今年同様気合いが入りそうじゃん！　ああ、俺の愛しのアーシア部長のために身を粉こにしていくぜって、がんばれそうだ！

　リアスはそれを聞いて楽しげに笑った。

「うふふ、イッセーがそうなりそうかなって想像できたのも今回の人事の要因のひとつだったりするわ」

　木場もアーシア、そして部員に言う。

「僕も任せられるのなら出来うる限り、アーシアさんや部員の皆みんなを支えていくつもりだよ」

　ゼノヴィアがアーシアの肩かたに手をやる。

「アーシア、いい機会だ。やってみるのもいいと思うぞ。部活動の部長なんて体験、二度とないのかもしれないのだからね」

「うんうん！　私もアーシアさんのためなら、張り切ってがんばれちゃうわ！」

　イリナも続き、合意の様子だった。

「……アーシア部長、という響ひびきはいいと思います」

「はい！　僕もアーシア先輩……部長のためなら、がんばりますよ！」

「私も問題ありませんわ」

　小猫ちゃん、ギャー助、レイヴェルも賛成のようだ。

「いいじゃないか、アーシアさんが部長！」

　匙さじも横で賛成し、

「いいんじゃないかなって思うわ。楽しくなりそうよね」

「うんうん、木場きゅんが副部長っていいよね」

　シトリーの面々も大いにうなずいていた。

　じゃあ、決まりじゃん！　あとはアーシアの意思だけだ。

　しばし、考え込むアーシアだったが、笑顔でうなずいた。

「……わかりました。謹つつしんでお受け致いたします！　どうか、皆みなさん。若じやく輩はい者ものの私ですが、一年間よろしくお願い致します」

　頭を下げるアーシアに皆が一いつ斉せいに答える。

「「「「「「「はい、部長！」」」」」」」

　アーシア部長の誕生だ！　いいね！　来年もオカ研で明るく過ごせそうだよ！

　リアスが自分の肩をもむ。

「……あー、なんだか、肩の荷にが下りた感じがするわ」

「あらあら、私もですわ。あとは若い皆に任せましょう」

　朱乃さんもリアスと同じ感想を持ったようだった。ソーナ会長と真しん羅ら副会長もそこに交ざり、

「じゃあ、今度、四人でお茶会でもしましょうか」

　などという、若干おばあさんのような会話をしていた！　完全に隠いん居きよモードだ！

　ふいに小猫ちゃんがケーキを頬ほお張ばりながら何かに気づく。

「それで……リアス部長のことはなんて呼べば……」

　あ、そっか。アーシアが部長なら、リアスは……何になるんだ？　俺もわからない！　俺はリアスって呼んでいるからいいけど、他ほかのメンバーはどう呼ぶんだろう？

　リアスがウインクしながら、小猫ちゃんや木場に言う。

「そうね、『お姉ちゃん』とか『姉さん』でもいいわよ？」

　しかし、小猫ちゃんは平然と言った。

「リアス部長ではダメですか？　なんだか、呼び慣れてしまったので……」

　少しだけショックを受けるリアスだったが、すぐにおかしそうに噴ふき出してしまう。

「そうね。いきなり、変えることもできないでしょうし、当面はそれでいいわ。けれど、新しい部長はアーシアだということは忘れずに」

　どうやら、当面、俺たちには『部長』と呼ばれる者が二人存在することになりそうだ。







　宴えんもたけなわ。

　部屋の隅すみにそれとなく二人で身を寄せる俺とリアス。

　俺はリアスに言う。

「リアス、あのとき……初代バアルの前で言えなかったけど、俺は──」

　リアスは俺の口元に指をおいて微笑んだ。

「ふふふ、大丈夫よ。声にしなくてもいいの。わかってる。──愛しているわ、イッセー」

「俺もだよ、リアス」

　……八や重え垣がきさん、俺は、俺たちは……絶対にここで何事もなく、平へい穏おんに生きていこうと思う。そのために、俺は戦うよ。

　俺は、そう心中に抱いだきながら、グラスを天にかざした。




　　　　─○●○─




　外への買い出しに出ていた俺。一いつ緒しよについてきてくれたのは──イリナだった。

　コンビニでの買い物後、二人して例の約束を語る。

「クリスマスの約束、どうしよっか」

「うーん、子供の頃ころにした約束とはいえ、サンタを襲しゆう撃げきか。ちょっと、過激だよな」

「だよね」

　二人でクスクスとおかしそうに笑った。本当、サンタ襲撃ってどうすりゃいいんだか。何も知らなかった子供の頃にした約束とはいえ、マジわけのわかんないことを口走ったよな。でも、あの袋ふくろを独どく占せんして、プレゼント取り放題ってのは、子供だからこその発想だったんだと思う。

　──と、何やらパラパラと空から降るものが。

「──雪だ」

　雪が、降ってきた！　なんつータイミングのよさだよ。

「ホワイトクリスマスになるなんて……。今夜の予報では晴れ時々曇くもりって出てたのに」

　空を眺ながめる俺。ハハハ、いろいろあったけど、これがご褒ほう美びなら、十分と言えるかな。

「──ねぇ、イッセーくん」

　ふと、イリナに呼ばれる俺。

「ん？　なんだ──」

　振ふり返かえったときだった。

　──イリナの唇くちびるが、俺の唇と重なる。

　…………。

　…………完全にふいを突つかれたためか、俺は……脳内真っ白となっていた。

　……固まる俺を置いて、イリナは頬ほおを赤く染めて、くるりと回って舌を小さく出した。

「──天使のキッス。だって、こんな素す敵てきなシチュエーションだもん。キスぐらい、したくなっちゃうよ」

　…………。

　……い、いや、確かに最高の夜景だとは思うけど……っ！　雪が降るなかで天使が微笑むってのも最高だ！　け、けど、キ、キ、キ、キスゥ!?

　イリナはさらにこう続ける。

「実はセカンドキスだったりするのよ。初めてもイッセーくんなんだけどね」

「え？　俺、覚えがないけど……」

　マジで俺って覚えがない！　いつされた!?　仰ぎよう天てんする俺だったが、記き憶おくにはまるでなかった！

　イリナはイタズラな笑みを浮うかべて言った。

「うふふ、それはそうよ。だって、子供の頃、私の家で寝ねているイッセーくんに不意打ちでキスしちゃったんだもの」

　マジかよ！　子供の頃に？

　……ってことは、もしかして、俺のファーストキスの相手ってまさか……っ！

　考え込む俺と微笑むイリナの前に、人ひと影かげがひとつ現れる！

「仲むつまじいようだな！　いいことだ！」

　サンタの衣い装しようを着た──アザゼル先生だった！　パーティの席にいないと思ったら、こんな形で出会うとは！

「ふははははっ！　紫し藤どう局長からそれとなく、聞いたぞ！　なんでもおまえら、子供の頃にサンタと戦ってプレゼントを奪うばう約束をしていたそうだな？　そんなおもしろいこと、もっと早く俺に話せばよかったものを！　俺に勝ったら、この袋のプレゼントは全部おまえたちにくれてやる！　さあ、どうする？」

　イリナのお父さん、俺たちの約束を知っていたのか！　いや、それはともかく、先生がサンタかよ！

　顔を見合わす俺とイリナ。同時にぷっと噴き出してしまう。

「ふ、ふふふ」

「はははは！　ったく、先生──サンタには敵かなわないな。よっしゃ、んじゃ、約束を果たしてもいいかもな！」

　俺とイリナは先生──サンタに対してかまえる！

「ええ、望むところよ、イッセーくん！　幼おさな馴な染じみパワーを見せてあげましょうよ！」

　俺とイリナが一緒に突とつ撃げきしていった！　とうのサンタも正面から迎むかえ撃うちながら、俺たちに言う。

「イッセー！　イリナ！　おまえたちはいまを生きてる若者だ。いまを精せい一いつ杯ぱい堪たん能のうしてやれ。それが、手た向むけになる。この町で悪あく魔まと天使と堕天使がこんなバカをできる。その事実が、何よりも大切なんだよ！」

　……先生っ！　いいこと言ってくれるじゃん！　ちょっと泣きそうだ！

　俺とイリナで先生が持つ袋を取ろうとするが、なかなかすばしっこくて決め手に欠いていた！

「さて、そろそろ本気を出そうか！」

　などと俺が息巻いたときだった。

「我も参戦する」

　小さな龍りゆう神じんさままで現れて、俺たち陣じん営えいに入った！　さすがにこれは先生も予想外だったらしく、目玉が飛び出るほどに驚おどろいていた！

「オーフィスまで!?　おいおいおい、そりゃ反則だろう……」

　いやいや、いい子に夢を見せてこそのサンタでしょう！

「よし、じゃあ、イリナ、オーフィス！　サンタをぶっ倒たおしてプレゼントゲットだ！」

「うふふ。うん！」

「おー」

　俺とイリナとオーフィスは、サンタ堕だ天てん使しに突とつ貫かんしていった。

　──メリークリスマス！　いい聖夜を！







　Boss×Boss.







『アザゼル、ホットラインを繋つなげたのは他ほかでもない。アグレアスの秘ひ匿とくとされていたことについて、そちらに話したほうがいいと思ったのだよ』

『……予想以上に重大な問題になってんだろう、サーゼクス？』

『あのアグレアスの内部には「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を製造するのに必要な結けつ晶しよう体たいが生成される、最高機密の遺跡がある。アグレアスが奪われた現状では、新たに「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を生み出すことは不可能となっている。現在、保管されている未使用の駒こまはおよそ一千セット弱のみだ』

『……今後、転生できる悪魔の数が限られてしまいかねないわけだ。やっぱり、最悪の事態になりつつあるな。ってことは、同じ材料から生み出している「御使いブレイブ・セイント」のカードもいま天界にある分の在庫でしか作り出せないわけか……。転生のシステムが確立できてもそれそのものを作り出す材料がなければ意味がないからな……。天使はまだいい。転生の制度じたいが生まれたばかりで、廃はい止しになったとしても対応できるだろう。問題は──』

『その通りだ。「悪魔の駒イーヴイル・ピース」のシステムは、現冥めい界かいの生活、文化、価値観の深くにまで根付いた重要なものだ。これが無くなったとしたら──』

『……悪魔世界は、根底から揺ゆるぎかねない、か。……だが、「クリフォト」がそれだけを狙ねらったとも思えんな』

『転生の素もととなる結晶体を生み出すアグレアス。それに聖せい杯はいと邪じや龍りゆう──。……奴やつらのカードは想像以上に危険なものがそろい始めている。そこにきて、６６６トライヘキサの復活と異世界への侵しん略りやくか……』

『……教会側の騒そう動どうも表面化しつつあるんだよな。おまえも聞いているんだろう？　三大勢力の和平で、存在理由を問われだした教会の戦士エクソシストたち。平和になりゃ、悪魔を狩かることもなくなる。吸きゆう血けつ鬼きとも和平の方向だ。生きがいを失うかもしれないと不安を抱かかえた戦士たち。天への不満と疑心は頂点に達したということだ』

『うむ。各戦士育成機関がヴァチカン本部に対して反旗を翻ひるがえした件だな。首しゆ謀ぼう者しやの一角に──元デュランダルの使い手がいるとのことだ』

『……引退したはずのあのデュランダルの剣けん士しか……。まずいな。そいつのデュランダル適性能力は常じよう軌きを逸いつしていた。エクス・デュランダルがその者の手に渡わたったとしたら──』

『……裏で煽あおったのはクリフォトか』

『サーゼクスよ。リゼヴィムの思想は幼い。稚ち拙せつであり、無む垢くとも言える。──が、吸血鬼の一件といい、他勢力の闇やみを煽る力といい、奴は希まれに見る扇せん動どうの奇き才さいだよ。人間と共生している俺たちにとって、それは伝説の魔ま獣じゆうや破は壊かい神しんよりもある意味で凶きよう悪あくで、何よりも厄やつ介かいだ』

『……大衆から愛されるイッセーくんの対極が、裏で大衆を煽るリゼヴィムだということか』

『……悪魔側のリゼヴィムの協力者は割れたのか？』

『いや、まだだ。ユーグリットからも聞き出せてはいない。どうやら、協力者の顔はユーグリットも知らされていなかったようだ。クリフォトも正体を知ったのが、アグレアス強ごう奪だつ後だったのだろう』

『それでも調査は進んでいるんだろう？』

『……候補は何名かに絞しぼれている。……なかには想像もしたくない者もいるがね』

『……奴らが得た生命と知ち恵えの実といい、嫌いやな予感がしてならない。旧魔ま王おう派は憎ぞう悪おのなかに革命願望を抱いだいていた。英えい雄ゆう派は独自の正義で動いた。……クリフォトは、悪意でしか動いていない。──いや、悪意を触しよく発はつされた者が集つどっている』







　Ashes to ashes, Dust to dust.







「もう、ライザーお兄さまったら、こんな夜も明けないうちからなんですの？　せっかくクリスマスを堪たん能のうできるという悪魔としては貴重な経験をしたばかりだといいますのに」

『悪魔が教会の儀ぎ式しきに参加するんじゃない！　そんなのじゃな、立派な上級悪魔のレディになれないぞ？　定期連れん絡らくも最近おろそかではないか。俺は赤せき龍りゆう帝ていの小こ僧ぞうから、おまえの近きん況きようを聞かざるを得ない状じよう況きようなんだぞ？　おかしいだろう！』

「はいはい、お兄さまとイッセーさまは仲がよろしいことで。──それで、私にお話というのは？」

『おお、そうだった。実はな。聞いて驚け！　俺のレーティングゲーム復帰戦が決まったのだ！』

「まあ！　それはおめでとうございます。一時は引きこもりになってどうなるものかと心配しましたけれど」

『それを言うな！　ま、まあ、いい。復帰戦の相手がな、おまえも仰ぎよう天てんするほどのお方なのだ！』

「──と、言いますと？」

『あの王者！　皇帝エンペラーベリアルが俺の復帰戦の相手となった！』

「それはすごいですわ！　さすがにそれは予想もしていませんでした！」

『だろう？　これほどの栄えい誉よもない！　まったく赤龍帝の小僧にやられてからというもの俺にはツキが無くてな。相手が王者であるのなら、これほどのチャンスもない！　勝てぬだろうが、いい試合をファンと運営側に見せつけて、新たな一歩の弾はずみとしてくれる！』

「うふふ、では、私も応おう援えんしに行きますわ」

『いや、おまえは勉学に励はげめ。なんでもリアスが卒業間近なんだろう？　ならばおまえの力も必要となるだろう。なに、あとで録画された映像でも見ればいい。リアスやおまえの将来の旦だん那なのいい教材になる』

「も、もう！　茶化さないでくださいまし！」

『ハハハハハ！──それで、赤龍帝とはどうなんだ？』

「それは、その……。えーと──」







　あとがき







　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。ついにＤ×Ｄも十八巻のイリナ回となりました！

　幼なじみを取り上げたのですが、今回イリナはいいポジションを得られたのではないかなと思っております。聖せい剣けんオートクレール！　デュランダルを持つゼノヴィアの相棒として最高の武器を与あたえてみましたので、今後の活かつ躍やくをご期待くださいませ。




・イッセーのリゼヴィムをぶち倒たおす能力！

　ドライグが生前に有していた能力のひとつ『透とう過か』を発現させました。これによって、彼の力はダイレクトに伝わるようになりました。使いこなせば、結界、障しよう壁へきを無視して内部に力を送れるようになりますが、発現したばかりなのでまだ強引にパワーを伝えるだけです。現状、リゼヴィムを殴なぐれる特性でしょう。ですが、リゼヴィム相手には十分でした。虚きよを突つかれたとはいえ、リゼヴィムも手を止めるほどビックリしてましたね。




・アーシアが新部長！　そして、ファーブニルの『逆げき鱗りん』！

　アーシアがオカルト研究部の新部長となりました。彼女が新部長になるのは、関係者の方々に大分前から伝えておりまして、ようやく形になりました。イッセーが部長や副部長になる姿が作者自身想像できませんでした。逆に愛すべき部長のために走り回る姿のほうがわかりやすく、それならアーシアが一番適役かなと思ったしだいです。アーシアが新部長って、それだけで何が起こるかわからなくて楽しくなりそうですし。そのようなわけで新部長を応おう援えんしてあげてください。龍りゆう使つかいとしても覚かく醒せいしてきて、目が離はなせません。

　そして、ファーブニルの活躍。前回、アーシアのパンツを食べただけで終わったので、今回は見せ場を用意してやろうと思ってました。彼の龍王としての、誇ほこり、理由を改めて語りたかった面もありましたし、そろそろドラゴンの『逆鱗』を見せたかったので、ファーブニルが怒おこるとインパクトありそうだなとやってみたしだいです。あの執しゆう念ねんと怒いかりに満ちた戦い方といい、怒らせると誰だれよりも怖こわいんですよ。




・グレモリー男子の決意、グレモリー女子の活躍

　木き場ばとギャスパーの戦い方がかなり容よう赦しやなかったですね。これは、彼らなりの決意の表れです。ただでさえ、彼らは多くの強敵を相手にしなければなりません。いつか、誰かが犠ぎ牲せいになるかもしれないと危機感を抱いだいた男子組は非情になりました。相手は卑ひ劣れつな手をいくらでも使ってくる連中ですし、手心を加えてやる必要なんてないんですけどね。

　女子も量産されたグレンデル相手とはいえ、奮戦を繰くり広ひろげました。このグレンデルはイッセーとサイラオーグが倒した本物と比べると大分弱いですが、それでも強敵に変わりません。ラードゥンを打うち倒したリアス同様、女子も強くなりましたねぇ。

　本当、この世代の若手悪あく魔ま（若手四王ルーキーズ・フオー）は非ひ凡ぼんな者が目立ちます。




・曹そう操そうの復活

　前回、聖せい槍そうだけの登場でしたが、今回ついに本人が登場！　相変わらず、こいつは書いていて「強つえぇな」と作者自身思ってなりません。なので、今回はあくまでサポート役に徹てつしてました。やはり、神器セイクリツド・ギア所有者のなかでもトップクラスの実力者でしょう。しかも彼もイッセーの影えい響きようで余計な部分を捨てて、初心に戻もどったので強力なライバルとして機能してくれるかなと思います。なお、彼はチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』に参加しておりません。いまの立ち位置が一番彼らしいかなと思ったのです。




・僕らのリーダー・デュリオ

　劇中でようやくまともに活躍した『Ｄ×Ｄ』のリーダーことデュリオ。ヴァルブルガを見事退け、クロウ・クルワッハの相手を務めました。むろん、互角というわけではなく、クロウを足止めできただけです。それでも十分に驚おどろくべきものですが。彼の禁手バランス・ブレイカーの正体は今後に期待してください。ヴァルブルガの禁手バランス・ブレイカーも後々にね。




　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、毎回お世話になっております。特に担当さんにはここ何回か本当にご迷めい惑わくをおかけしておりまして、ただただ申し訳ない気持ちでいっぱいです。……やはり、巻数が増えていくと考えることも多くなるので、どうしても時間がかかってしまうんですよね。予定に間に合うよう、できるだけ早く仕上げるようにしていきます。




　実は、ひとつ告知があります。富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんの新レーベル「ファンタジアBEYONDビヨンド」が立ち上がりました。ウェブで小説が連れん載さいされるという形式を取ったレーベルです。

　このたび、そこで私の新連載が掲けい載さいされることになりました。内容は私の前作でもある『SLASH/DOG』のリブート版です。Ｄ×Ｄの読者さんなら、なんとなく察してくださるかもしれませんが、このリブート版はＤ×Ｄと同じ世界観が採用されていまして、直接の繋つながりはありませんが、ハイスクールＤ×Ｄの数年前に起きた出来事となります。

　幾いく瀬せ鳶とび雄おという少年が、どうやって神滅具ロンギヌスを手に入れて、グリゴリ──アザゼルと出会ったのか。それまでを描えがく予定です。Ｄ×Ｄと同一世界観シエアード・ワールドで、過去のお話ですから、もちろん、Ｄ×Ｄに出てきたキャラクターも何名か登場させるつもりです。

　ただ、このお話はこのお話で独立している作品なので、たとえ読まなくてもＤ×Ｄになんら影響はありませんし、逆にＤ×Ｄを知らなくても楽しめるようにするつもりではあります。けれども、両方知っているとニヤリとするシーンはあると思います。

　そのようなわけで、興味を抱いた方はぜひ富士見書房さんのＨＰを覗のぞいてみてください。

　以前ここで告知したまま停てい滞たいしているもうひとつの作品も制作を再開したいところではありますが……ありがたいことに仕事は増えるばかりです。気長にお待ちください。




　次回！　ついに！　三学期編に突とつ入にゆうです！　そして、ゼノヴィア回であり、生徒会選挙編ともなります！　果たして、ゼノヴィアは生徒会長になれるのか!?　オカ研もアーシア新部長のもと、新体制で動き出します！　さあさあ、どうなるチーム『Ｄ×Ｄ』!?










ハイスクールＤ×Ｄ18




聖せい誕たん祭さいのファニーエンジェル







石いし踏ぶみ一いち榮えい
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